


（様式２）         
 

認定要件への適合性の申告内容について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート αタイプ 

対象教科：国語 

測定内容の区分：標準タイプ 

Ⅰ．出題に関すること 

（1）出題の基本方針 

主な対象者：四年制大学・短期大学等への進学を目指す生徒が多い高校の高 1生～高 3 生 

 ※学力層の幅広さに対応するため、難易度順に、β、α、θの 3タイプを用意しています。 

  学校の成績層や履修状況に応じて、学校が難易度タイプを選択することが可能です。 

 

□測定しようとする資質・能力 

 「書くこと」「読むこと」に関する資質・能力 等 

 

□出題範囲：  

 1 年生第 1 回…高 1の 3月～5月での実施期間で、義務教育範囲からの出題 

1 年生第 2回…高 1の 8 月～10 月での実施期間で、高 1の 1学期までの履修範囲からの出題 

2 年生第 1回…高 2の 3 月～5月での実施期間で、高 1 全履修範囲からの出題 

2 年生第 2回…高 2の 8 月～10 月での実施期間で、高 2の 1学期までの履修範囲からの出題 

3 年生第 1回…高 3の 3 月～5月での実施期間で、高 1・高 2全履修範囲からの出題 

※実施校に対する指導状況の調査から、全国の高等学校の履修状況を把握し、出題範囲を決定し

ています。 

  

□主として「知識・技能」を問う問題の出題方針： 

 漢字や語彙、古典知識・文法、読み取りの問題を、主に選択式・短答式で出題します。 

  

□主として「思考力・判断力・表現力」等を問う問題の出題方針： 

文章等から得られた情報をもとに推論する等思考を求めたり、考えたことを自分の言葉で表現し

たりする問題を、選択式・短答式・記述式で出題します。 

  

□難易度： 「マーク式」問題は、平均 50～60%程度の正答率となる難易度に設定します。 

      「記述式」問題は、平均 45～55%程度の得点率となる難易度に設定します。 

 

（2）構成等 

 ①出題形式 

  「選択式」80～90%、「記述式」10～20%（一部短答式を含む）程度 

 ②出題範囲 

 ※設問数割合（「マーク式」問題には配点なし） 

学年 回 義務教育範囲 必履修科目範囲 

（国語総合） 

選択科目範囲 

（古典 AB） 

備考 

高 1 

 

1 回 100% 0% 0%  

2 回 0% 100% 0%  

高 2 1 回 0% 100% 0%  

2 回 0% 60% 40%  

高 3 1 回 0% 60% 40%  

※学校の指導状況に応じて、古文・漢文の受検をせずに、現代文のみの受検も可能です。 



（3）難易度設定の考え方・方法 

・過去の実施データを参考にし、難易バランスを考慮した作問を行います。 

 

（4）基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

 ・事前・事後学習教材を準備しており、テスト前後の予習・復習を通じて、基礎学力の定着を行

うことができます。また、有料オプションで学習動画を付属させることができ、学習動画を通じ

て基礎事項の定着を図ることができます。 

 ・テスト後は、個人の成績に応じて、復習問題を最大約 28 万通りの組み合わせから提供するこ

とにより、受検者が自分の弱点分野に対して重点的に振り返ることができます。 

 

（5）その他特長 

・出題内容については、新作問題と同一問題（毎年同じ問題）の 2種があり、学校が自校の希望

に応じて、選択することができます。 

 

 

Ⅱ．結果提供に関すること 

（1）受検者個人への結果提供内容・方法 

学校を通じた受検者個人への結果提供：早期結果提供を重視し、「１回め」と「２回め」に時期を

分けて結果提供しています。 

「１回め」「マーク式」問題及びアンケート結果について紙媒体にて提供。 

 ※答案到着後約 1 週間～10 日間で返却。 

※詳細は帳票見本「個人診断レポート」（資料 3）参照。 

「２回め」記述式問題の結果を１回めの結果に加えて、データで提供。 

※答案到着後約 3～4週間で返却。 

※イメージは帳票見本「個人診断レポート」（資料 5）参照（今後 19 年度向けに開発予定）。 

 

「１回め」の結果提供内容：基礎学力と学習習慣に関する診断結果と、その結果に基づいた事後学

習・学習改善につながるアドバイス・ドリル等の提供 

＜個人診断レポート＞ 

・各教科の学力診断結果（正答率、校内順位、「学習到達ゾーン（以下 GTZ ※１）」、成績推移

等）の提供と、課題項目及び対策ドリルの案内：診断結果とその結果に応じた事後学習教材の提

供による学習改善の仕組み 

・各教科の学習習慣に関するアンケート結果と、課題項目及びアドバイス：学習行動の改善・学習

意欲向上の仕組み 

・学力・学習習慣の診断結果についての過去からの推移：振り返りによる学習行動の改善の仕組み 

※1：GTZ・・・「学習到達ゾーン」ベネッセが独自で設定している学力到達指標 

 

「２回め」の結果提供内容：1 回めの結果に「思考力・判断力・表現力」観点等を追加提供 

※電子データによる返却（専用無料 Web サイト経由）。 

＜個人診断レポート＞ 

1 回めの提供内容に加えて、「記述式（思考力・判断力・表現力）」問題に関する各教科の得点

率、レベル等の提示による生徒の資質・能力の診断結果の提示  

・「記述式（思考力・判断力・表現力）」問題に関する各教科の全体得点率・レベル定義（段階別

評価） 

・段階別評価のレベル定義表（各レベルがどういった事ができる力かを示す） 

・各教科の項目毎の詳細結果 ※英語に関しては技能別の結果 

・生徒の実答案の返却 



（2）学校等への結果提供内容・方法： 

早期結果提供を重視し、「１回め」と「２回め」に時期を分けて結果提供しています。 

「１回め」マーク式問題及びアンケート結果について紙媒体にて提供。 

※詳細は帳票見本「学年診断レポート」等（資料 1・2）参照。 

「２回め」記述式問題の結果を１回めの結果に加えてデータで提供。 

※イメージは帳票見本「学年診断レポート」（資料 4）参照（今後 2019 年度向けに開発予

定）。 

 

「１回め」の結果提供内容：基礎学力と学習習慣に関する診断結果と、その結果に基づいた指導改

善につながる資料の提供 

学年・進路・教科担当先生への提供 

紙媒体（冊子）・電子データ（専用無料 Web サイト経由）による返却 

＜学年診断レポート＞学年全体の結果（教科及び学習習慣）と指導成果・課題がわかる資料等 

・学年全体の教科診断結果（コース別・教科別）及び学習習慣に関するアンケート結果 

・これら教科学力及び学習習慣に関する診断結果の過回推移・過年度比較結果 

・クラス別の学力・学習習慣の結果 

・各教科の詳細結果：教科学力に関する全体、クラス別、成績層別等 

・各教科の学習に関するアンケート結果：クラス別、成績層別、前回からの推移等 

・各教科の課題となる項目について振り返りができる具体的な設問イメージ 

・弊社の他アセスメントとのクロス分析結果 

 

クラス担当先生への提供  

紙媒体（冊子）・電子データ（専用無料 Web サイト経由）による返却 

＜クラス診断レポート＞クラスごとの結果（教科及び学習習慣）と指導成果・課題がわかる資料等 

・クラスごとの教科学力・学習習慣に関する診断結果と前回からの上昇下降 

・生徒個人の結果一覧 各教科の GTZ、学習習慣の結果、学習をする姿勢、アンケート結果等 

・生徒と振り返りを通じたコミュニケーション活動を目的とした生徒面談用資料  

※全生徒分アセスメント・アンケートから見えてくる声がけ例 

 

「2 回め」の結果提供内容： ※現在開発中のため掲載内容は予定（2018 年 6 月時点）。 

電子データによる返却（専用無料 Web サイト経由）。 

＜学年診断レポート＞ 

1 回めの提供内容に加えて、 

・「記述式（思考力・判断力・表現力）」問題に関する、各教科の得点率、校内順位、校内偏差

値、レベル 

・電子データによる返却（専用無料 Web サイト経由）。 

・各教科の知識・思考力で分けた際の得点率の結果提供。 

・各教科「記述式」問題の採点ポイントとその評価と模範答案の提供。 

・上述の教師用帳票の PDF データ及びそのもととなるローデータ（エクセル・CSV データ）につい

て、専用無料 Web サイトに搭載。エクセル・CSV データについては、学校が必要に応じて加工等

行うことが可能です。 

・設置者等への報告資料の雛型となる書式及び今回の結果の振り返り情報をデータで提供予定で

す。この書式と情報をもとに学校で、設置者等への報告資料を作成できることを想定していま

す。 

 ※書式イメージは帳票見本「設置者等への報告書フォーム」（資料 6）参照。 

 

分析会の実施について 

・実施校からの要望に応じて、各県の営業担当者中心に、結果報告会を実施。各校の結果を分析

し、指導改善のためのアドバイスやプラン・情報の提供等を行います。 



（3）試験等の結果（正答状況やスコア等）に対する評価の考え方と分析の手法 

「マーク式」問題に配点はなく、正答率を算出し提供しています。この正答率をもとにベネッセ

の学校向け教科アセスメント共通の指標である「学習到達ゾーン（GTZ）」に紐づけています。

「記述式」問題には配点があり、この得点率をもとに各教科の「記述式問題レベル定義（段階別

評価」に紐づけています。 

＜GTZ 設定方法＞ 

「GTZ」は学年・回・タイプごとに決定しており、「S1～D3」の 15 段階で示しています。 

 これまでの受検実績（受検母集団データより同一受検者を抽出）にもとづき、進研模試の「到達

度指標」の設定にあわせてスタディーサポートの GTZ を設定しています。 

 

＜GTZ（学力の到達度）の目安＞ 

進研模試の結果を参考に GTZ の各ゾーンについて次のような目安を設けています。 

GTZ の目安は、各教科における到達度を大きく 5段階に分けて大学等の進学先で必要とされる力

を定義しています。段階ごとに、各教科の「〇〇できる」という定性評価を記載します。 

 

＜記述式問題レベル定義の設定方法と目安＞ 

 レベル定義は、4 段階で構成され、各教科問題における測定すべき力を定義しています。 

 

 

Ⅲ．運営に関すること 

（1）問題の質を確保するための方法 

・毎年新規で制作する出題については、複数名の作問スタッフが問題作成から検討を行い、そのう

えで、作問を行っていないチェック者が第三者的視点で、問題の質を吟味することで、出題の客観

性が保たれています。また、これまでの過去の結果データを活かしつつ、難易のチェックを含めた

作問をしているため、毎回同程度の難易度を維持できています。 

 

（2）学校における実施方法 

・ベネッセから学校に問題・アンケート等の資材を送り、学校で実施していただきます。マニュア

ル（教師用ガイド）や手引き（実施の手引き）等で迷いなく、指導・実施ができるように情報を

提供しています。 

・学校での実施にあたり教員の担うべき役割等については、実施にあたっての資材の開封、実施準

備、試験監督、答案の回収、発送のための梱包といった作業があります。 

・問い合わせ窓口を設けており質問を受け付けられるような体制を敷いています。       

また、各校にベネッセの担当者が各拠点に配置されており、実施にあたっての不明点や事前・事

後指導等の確認、トラブル等への対応ができるようになっています。 

・基本的に実施可能期間内であれば、学校の都合に合わせた実施日としていますが、状況に応じて

実施可能期間外の実施等にも対応ができるようにしています。また、教科については国語・数

学・英語 3教科実施を前提としていますが 2教科のみ、1 教科のみでも受検可能です。 

 

（3）採点の方法と体制 

弊社では、採点ガイドラインに基づき、採点結果の信頼性の向上、採点の合理化、迅速化を図るた

め、種々の取組を実施しています。採点者は、学力と採点適性を見極めるための試験に合格し、年

間を通じて研修や、実際の採点経験の中で様々なトレーニングを受け、採点スキルの向上を図りま



す。また、採点結果の信頼性の向上のため、定期的なサンプリング調査や個別のフィードバックを

実施しています。 

（4）情報管理体制 

セキュリティ 

・ベネッセは、ISO27001（情報セキュリティマネジメント）、JISQ15001（P マーク）の認定を取

得しています。各規格の要求事項を踏まえ、業務の構築・運用設計を行い、機密情報や個人情報に

関する破損・紛失・漏えいリスクの低減や回避を図ります。 

 

全体では、以下の観点でセキュリティ施策を実施します。 

観点 概要 

Ａ．人に関する施策 
（1）ベネッセグループのセキュリティ規程研修の実施 

（2）機密（個人）情報取り扱い各種ルールの遵守 

Ｂ．場所に関する施策 

（1）ゾーニング施策によるセキュリティ水準確保 

①関係者以外の侵入防止と入退出管理・履歴取得 ②災害対策 

③情報隔離・持ち出し防止 ④保管・廃棄時の安全性確保 

（2）拠点の設備・運用の安全性の確認 

Ｃ．工程に関する施策 

（1）各工程で個別に配慮すべき施策内容・留意事項の確認 

   ①情報の取得（生成）時  ②情報の利用時  ③情報保管期間内 

   ④情報の移送（送信）時  ⑤情報の廃棄（消去）時 

Ｄ．電子的情報に 

関する施策 
ベネッセセキュリティ基準に準じ、使用する情報機器のセキュリティ対策 

Ｅ．業務システムに 

関する施策 
ベネッセのセキュリティ基準に則りセキュリティ施策を実施 

 

緊急事態や不測の事態への対応 

・緊急事態や不測の事態へ対応するため、発生時の報告・連絡・相談体制をあらかじめ構築しま 

す。 

・事故・障害発生時に備えて、あらかじめ担当メンバーの緊急連絡網を作成し、重大事案発生時 

には速やかに事業推進責任者に報告を行い、対応の判断・指示をすることで、的確かつ迅速に 

対応し、影響を最小限に抑える体制を準備します。 

 

 

 

 

 



 

Ⅳ．情報開示に関すること 

（1）障害のある受検者等への配慮 

1 視覚障害のある受検者への配慮 

 受検校のご要望をうけ、準備期間をいただき、問題の点訳、一部資料の拡大対応を予定します。

弊社では従来のアセスメント実施で経験、実績のある対応です。 

 

2 聴覚障害のある受検者への配慮 

 リスニング問題「聞くこと」実施に際し、音声と同じスクリプトを該当の受検者に見ていただけ 

る用意をして、解答できるよう対応します。 

 

（2）事前／事後学習教材の有無、内容 

・全生徒への配付冊子「スタディーサポート活用 BOOK」 

実施にあたっての心構え・目標設定・振り返り・対策ができるドリル。 

学校の状況に合わせ事前・事後で使える国語・数学・英語のドリル問題集。 

・生徒用結果帳票 

生徒の学力・課題に合わせたオンデマンドのドリルを掲載(国語・数学・英語)。 

・スタディーサポート Planning BOOK 

  進路研究のための教材。職業や学問・学科研究を行うことで生徒の可能性を広げる。 

・ラーニングシステム（※有料での別途申し込みにより使用可能） 

  事前にも事後にも使える動画を使った学習教材。 

 

（3）学習状況等のアンケートの有無、内容 

・学習状況リサーチ 

 生徒一人ひとりの学習習慣・進路意識・生活状況・学習姿勢を調査し学習状況を多面的に確認。 

 

（4）個人受検の可否 

学校での指導を前提としたアセスメント教材であるため、個人受検はできません。 

 

（5）問題内容の情報提供 

問題冊子と解答解説冊子は、受検後の振り返り等で自由に使っていただけます。 

 

（6）その他 

教育委員会等への情報提供に係る対応として、学校から教育委員会等への情報提供の元となる書 

式・集計結果を提供します。前提として、教育委員会等への情報提供は、弊社から直接は行えま 

せん。但し教育委員会主催の場合はこの限りではありません。 

 

 



（様式２）         
 

認定要件への適合性の申告内容について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート αタイプ 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

Ⅰ．出題に関すること 

(1)出題の基本方針 

主な対象者：四年制大学・短期大学等への進学を目指す生徒が多い高校の高 1生～高 3 生 

 ※学力層の幅広さに対応するため、難易度順に、β 、α 、θ の 3 タイプ用意しています。 

  学校の成績層や履修状況に応じて、学校が難易度タイプを選択することが可能です。 

 

□測定しようとする資質・能力： 

 義務教育範囲も含み、 

数学Ⅰ「数と式」「図形と計量」「二次関数」「データ分析」 

数学Ⅱ「いろいろな式」「図形と方程式」「指数関数・対数関数」「三角関数」「微分・積分の

考え」 

 数学 A 「場合の数と確率」「図形の性質」「整数の性質」 

 数学 B 「数列」「ベクトル」 

に関する資質・能力 等 

 

□出題範囲： 

 1 年生第 1 回…高 1の 3月～5月での実施期間で、義務教育範囲からの出題 

1 年生第 2回…高 1の 8 月～10 月での実施期間で、高 1の 1学期までの履修範囲からの出題 

2 年生第 1回…高 2の 3 月～5月での実施期間で、高 1 全履修範囲からの出題 

2 年生第 2回…高 2の 8 月～10 月での実施期間で、高 2の 1学期までの履修範囲からの出題 

3 年生第 1回…高 3の 3 月～5月での実施期間で、高 1・高 2全履修範囲からの出題 

※実施校に対する指導状況の調査から、全国の高等学校の履修状況を把握し、出題範囲を決定し

ています。 

 ※一部選択大問や選択コースを設定しているため、クラスや生徒個別の習熟状況に応じて、解答

する出題範囲を選択することが可能です。 

 

□主として「知識・技能」を問う問題の出題方針： 

 計算や公式を用いて解答する問題を、主に選択式で出題します。 

  

□主として「思考力・判断力・表現力」等を問う問題の出題方針： 

数学の知識を用いて与えられた条件下における課題解決を問うたり、数式や言葉を用いて思考プ

ロセスを説明したりする問題を、選択式・短答式・記述式で出題します。 

  

□難易度：「マーク式」問題は、平均 50～60%程度の正答率となる難易度に設定します。 

     「記述式」問題は、平均 45～55%程度の得点率となる難易度に設定します。 

 

 

(2)構成等 

 ①出題形式 

  「選択式」80～90%、「記述式」10～20%(一部短答式を含む)程度 

 

 



 ②出題範囲 

 ※設問数割合(「マーク式」問題に配点なし) 

学年 回 義務教育範囲 必履修科目範囲 

(数学Ⅰ) 

選択科目範囲

（数学Ａ） 

選択科目範囲 

（数学Ａ以外） 

備考 

高 1 1 回 100% 0% 0% 0%  

2 回 0% 60% 40% 0% ＊1 

高 2 1 回 0% 60% 40% 0% ＊1 

2 回 0% 35% 15% 50% ＊1 

高 3 1 回 0% 35% 15% 50% ＊1 

(＊1)複数の選択問題があるため、必履修科目の割合が大きい受検パターンにて記載。 

  

（3）難易度設定の考え方・方法 

・過去の実施データを参考にし、難易バランスを考慮した作問を行います。 

 

(4)基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

 ・事前・事後学習教材を準備しており、テスト前後の予習・復習を通じて、基礎学力の定着を行

うことができます。また、有料オプションで学習動画を付属させることができ、動画学習を通じ

て基礎事項の定着を図ることができます。 

 ・テスト後は、個人の成績に応じて、復習問題を最大約 28 万通りの組み合わせから提供するこ

とにより、受検者が自分の弱点分野に対して重点的に振り返ることができます。 

 

(5)その他特長 

・出題内容については、新作問題と同一問題（毎年同じ問題）の 2種があり、学校が自校の希望

に応じて、選択することができます。 

 

 

Ⅱ．結果提供に関すること 

(1)受検者個人への結果提供内容・方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)学校等への結果提供内容・方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)試験等の結果(正答状況やスコア等)に対する評価の考え方と分析の手法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 

 

Ⅲ．運営に関すること 

(1)問題の質を確保するための方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)学校における実施方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)採点の方法と体制 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(4)情報管理体制 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 

 



Ⅳ．情報開示に関すること 

(1)障害のある受検者等への配慮 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)事前／事後学習教材の有無、内容 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)学習状況等のアンケートの有無、内容 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(4)個人受検の可否 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(5)問題内容の情報提供 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(6)その他 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 

 





（様式２）         
 

認定要件への適合性の申告内容について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート αタイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

Ⅰ．出題に関すること 

(1)出題の基本方針 

主な対象者：四年制大学・短期大学等への進学を目指す生徒が多い高校の高 1生～高 3 生 

 ※学力層の幅広さに対応するため、難易度順に、β 、α 、θ の 3 タイプ用意しています。 

  学校の成績層や履修状況に応じて、学校が難易度タイプを選択することが可能です。 

 

□測定しようとする資質・能力： 

 「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」に関する資質・能力 等 

 

□出題範囲：  

 1 年生第 1 回…高 1の 3月～5月での実施期間で、義務教育範囲からの出題 

1 年生第 2回…高 1の 8 月～10 月での実施期間で、高 1の 1学期までの履修範囲からの出題 

2 年生第 1回…高 2の 3 月～5月での実施期間で、高 1 全履修範囲からの出題 

2 年生第 2回…高 2の 8 月～10 月での実施期間で、高 2の 1学期までの履修範囲からの出題 

3 年生第 1回…高 3の 3 月～5月での実施期間で、高 1・高 2全履修範囲からの出題 

※実施校に対する指導状況の調査から、全国の高等学校の履修状況を把握し、出題範囲を決定し

ています。 

 

□主として「知識・技能」を問う問題の出題方針： 

 英単語や文法、聞き取り、読み取りの問題を、主に選択式で出題します。 

  

□主として「思考力・判断力・表現力」等を問う問題の出題方針： 

文章や図表等から得られた情報をもとに推論するなど思考を求めたり、自分の考えを英語で記

述・口述したりする問題を、選択式・短答式・記述式で出題します。 

  

□難易度：  

 ・「マーク式」問題は、平均 50～60%程度の正答率となる難易度に設定します。 

 ・「記述式」問題は、平均 45～55%程度の得点率となる難易度に設定します。 

 ・CEFR における「A1～A2」程度 

 

(2)構成等 

 ①出題形式 

 「選択式」80～90%、「記述式」10～20%(一部短答式を含む)程度 

Listening：すべて選択式(7～18 問程度)、リスニングＣＤによる音声放送 
  Reading：すべて選択式(45 問程度) 
  Writing：選択式 7 割程度(5 問程度)、記述式 3 割程度(2 問程度、10～20 語程度) 
  Speaking：対面式（7 問程度）。 
      ※「話す」技能については、測定することに代えて問題、解答例及び採点基準を提供。 
 

 



 ②出題範囲 

※設問数割合(「マーク式」問題には配点がありません) 

学年 回 義務教育範囲 必履修科目範囲 

（コミュニケー

ション英語Ⅰ） 

選択科目範囲 

（コミュニケー

ション英語Ⅱ） 

備考 

高 1 

 

1 回 100% 0% 0%  

2 回 30% 70% 0%  

高 2 1 回 30% 70% 0%  

2 回 0% 60% 40%  

高 3 1 回 0% 60% 40%  

  

(3)難易度設定の考え方・方法 

過去の実施データを参考にし、難易バランスを考慮した作問を行います。 

 

(4)基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

 ・事前・事後学習教材を準備しており、テスト前後の予習・復習を通じて、基礎学力の定着を行

うことができます。また、有料オプションで学習動画を付属させることができ、動画学習を通じ

て基礎事項の定着を図ることができます。 

 ・テスト後は、個人の成績に応じて、復習問題を最大約 28 万通りの組み合わせから提供するこ

とにより、受検者が自分の弱点分野に対して重点的に振り返ることができます。 

 

(5)その他特長 

・出題内容については、新作問題と同一問題（毎年同じ問題）の 2種があり、学校が自校の希望

に応じて、選択することができます。 

 

 

Ⅱ．結果提供に関すること 

(1)受検者個人への結果提供内容・方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)学校等への結果提供内容・方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 英語結果については、先生のみに技能別でも行います。 

(3)試験等の結果(正答状況やスコア等)に対する評価の考え方と分析の手法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 
 

Ⅲ．運営に関すること 

(1)問題の質を確保するための方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)学校における実施方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)採点の方法と体制 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(4)情報管理体制 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 



 

Ⅳ．情報開示に関すること 

(1)障害のある受検者等への配慮 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)事前／事後学習教材の有無、内容 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)学習状況等のアンケートの有無、内容 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(4)個人受検の可否 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(5)問題内容の情報提供 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(6)その他 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 

 





（様式２）         
 

認定要件への適合性の申告内容について 
 
事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ  

対象教科：国語 

測定内容の区分：標準タイプ 

Ⅰ．出題に関すること 

（1）出題の基本方針 

主な対象者：四年制大学・短期大学等への進学を目指す生徒が多い高校の高 1生～高 3 生 

 ※学力層の幅広さに対応するため、難易度順に、β、α、θの 3タイプを用意しています。 

  学校の成績層や履修状況に応じて、学校が難易度タイプを選択することが可能です。 

 

□測定しようとする資質・能力 

 「書くこと」「読むこと」に関する資質・能力 等 

 

□出題範囲：  

 1 年生第 1 回…高 1の 3月～5月での実施期間で、義務教育範囲からの出題 

1 年生第 2回…高 1の 8 月～10 月での実施期間で、高 1の 1学期までの履修範囲からの出題 

2 年生第 1回…高 2の 3 月～5月での実施期間で、高 1 全履修範囲からの出題 

2 年生第 2回…高 2の 8 月～10 月での実施期間で、高 2の 1学期までの履修範囲からの出題 

3 年生第 1回…高 3の 3 月～5月での実施期間で、高 1・高 2全履修範囲からの出題 

※実施校に対する指導状況の調査から、全国の高等学校の履修状況を把握し、出題範囲を決定し

ています。 

  

□主として「知識・技能」を問う問題の出題方針： 

 漢字や語彙、古典知識・文法、読み取りの問題を、主に選択式・短答式で出題します。 

  

□主として「思考力・判断力・表現力」等を問う問題の出題方針： 

文章等から得られた情報をもとに推論するなど思考を求めたり、考えたことを自分の言葉で表現

したりする問題を、選択式・短答式・記述式で出題します。 

  

□難易度： 「マーク式」問題は、平均 50～60%程度の正答率となる難易度に設定します。 

      「記述式」問題は、平均 50～60%程度の得点率となる難易度に設定します。 

 

（2）構成等 

 ①出題形式 

  「選択式」80～90%、「記述式」10～20%（一部短答式を含む）程度 

 ②出題範囲 

 ※設問数割合（「マーク式」問題には配点なし） 

学年 回 義務教育範囲 必履修科目範囲 

（国語総合） 

選択科目範囲 

（古典 AB） 

備考 

高 1 

 

1 回 100% 0% 0%  

2 回 0% 100% 0%  

高 2 1 回 0% 100% 0%  

2 回 0% 60% 40%  

高 3 1 回 0% 60% 40%  

※学校の指導状況に応じて、古文・漢文の受検をせずに、現代文のみの受検も可能です。 



（3）難易度設定の考え方・方法 

・過去の実施データを参考にし、難易バランスを考慮した作問を行います。 

 

（4）基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

 ・事前・事後学習教材を準備しており、テスト前後の予習・復習を通じて、基礎学力の定着を行

うことができます。また、有料オプションで学習動画を付属させることができ、学習動画を通じ

て基礎事項の定着を図ることができます。 

 ・テスト後は、個人の成績に応じて、復習問題を最大約 28 万通りの組み合わせから提供するこ

とにより、受検者が自分の弱点分野に対して重点的に振り返ることができます。 

 

（5）その他特長 

・出題内容については、新作問題と同一問題（毎年同じ問題）の 2種があり、学校が自校の希望

に応じて、選択することができます。 

 

 

Ⅱ．結果提供に関すること 

（1）受検者個人への結果提供内容・方法 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（2）学校等への結果提供内容・方法 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（3）試験等の結果（正答状況やスコア等）に対する評価の考え方と分析の手法 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

 

 

 

Ⅲ．運営に関すること 

（1）問題の質を確保するための方法 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（2）学校における実施方法 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（3）採点の方法と体制 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（4）情報管理体制 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅳ．情報開示に関すること 

（1）障害のある受検者等への配慮 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（2）事前／事後学習教材の有無、内容 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（3）学習状況等のアンケートの有無、内容 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（4）個人受検の可否 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（5）問題内容の情報提供 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（6）その他 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

 

 





（様式２）         
 

認定要件への適合性の申告内容について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート βタイプ 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

Ⅰ．出題に関すること 

(1)出題の基本方針 

主な対象者：四年制大学・短期大学等への進学を目指す生徒が多い高校の高 1生～高 3 生 

 ※学力層の幅広さに対応するため、難易度順に、β 、α 、θ の 3 タイプ用意しています。 

  学校の成績層や履修状況に応じて、学校が難易度タイプを選択することが可能です。 

 

□測定しようとする資質・能力： 

義務教育範囲も含み、 

数学Ⅰ「数と式」「図形と計量」「二次関数」「データ分析」 

数学Ⅱ「いろいろな式」「図形と方程式」「指数関数・対数関数」「三角関数」「微分・積分の

考え」 

数学 A 「場合の数と確率」「図形の性質」「整数の性質」 

数学 B 「数列」「ベクトル」 

に関する資質・能力 等 

 

□出題範囲： 

 1 年生第 1 回…高 1の 3月～5月での実施期間で、義務教育範囲からの出題 

1 年生第 2回…高 1の 8 月～10 月での実施期間で、高 1の 1学期までの履修範囲からの出題 

2 年生第 1回…高 2の 3 月～5月での実施期間で、高 1 全履修範囲からの出題 

2 年生第 2回…高 2の 8 月～10 月での実施期間で、高 2の 1学期までの履修範囲からの出題 

3 年生第 1回…高 3の 3 月～5月での実施期間で、高 1・高 2全履修範囲からの出題 

※実施校に対する指導状況の調査から、全国の高等学校の履修状況を把握し、出題範囲を決定し

ています。 

 ※一部選択大問や選択コースを設定しているため、クラスや生徒個別の習熟状況に応じて、解答

する出題範囲を選択することが可能です。 

 

□主として「知識・技能」を問う問題の出題方針： 

 計算や公式を用いて解答する問題を、主に選択式で出題します。 

  

□主として「思考力・判断力・表現力」等を問う問題の出題方針： 

数学の知識を用いて与えられた条件下における課題解決を問うたり、数式や言葉を用いて思考プ

ロセスを説明したりする問題を、選択式・短答式・記述式で出題します。 

  

□難易度：「マーク式」問題は、平均 50～60%程度の正答率となる難易度に設定します。 

     「記述式」問題は、平均 50～60%程度の得点率となる難易度に設定します。 

 

 

(2)構成等 

 ①出題形式 

 「選択式」80～90%、「記述式」10～20%(一部短答式を含む)程度 

 



 ②出題範囲 

 ※設問数割合(「マーク式」問題に配点なし) 

学年 回 義務教育範囲 必履修科目範囲 

(数学Ⅰ) 

選択科目範囲

（数学Ａ） 

選択科目範囲 

（数学Ａ以外） 

備考 

高 1 1 回 100% 0% 0% 0%  

2 回 0% 60% 40% 0% ＊1 

高 2 1 回 0% 60% 40% 0% ＊1 

2 回 0% 35% 15% 50% ＊1 

高 3 1 回 0% 35% 15% 50% ＊1 

 (＊1)複数の選択問題があるため、必履修科目の割合が大きい受検パターンにて記載。 

 

（3）難易度設定の考え方・方法 

・過去の実施データを参考にし、難易バランスを考慮した作問を行います。 

 

(4)基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

 ・事前・事後学習教材を準備しており、テスト前後の予習・復習を通じて、基礎学力の定着を行

うことができる。また、有料オプションで学習動画を付属させることができ、動画学習を通じて

基礎事項の定着を図ることができます。 

 ・テスト後は、個人の成績に応じて、復習問題を最大約 28 万通りの組み合わせから提供するこ

とにより、受検者が自分の弱点分野に対して重点的に振り返ることができます。 

 

(5)その他特長 

・出題内容については、新作問題と同一問題（毎年同じ問題）の 2種があり、学校が自校の希望

に応じて、選択することができます。 

 

 

Ⅱ．結果提供に関すること 

(1)受検者個人への結果提供内容・方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)学校等への結果提供内容・方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)試験等の結果(正答状況やスコア等)に対する評価の考え方と分析の手法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 
 

Ⅲ．運営に関すること 

(1)問題の質を確保するための方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)学校における実施方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)採点の方法と体制 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(4)情報管理体制 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 

 



Ⅳ．情報開示に関すること 

(1)障害のある受検者等への配慮 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)事前／事後学習教材の有無、内容 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)学習状況等のアンケートの有無、内容 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(4)個人受検の可否 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(5)問題内容の情報提供 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(6)その他 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 

 





（様式２）         
 

認定要件への適合性の申告内容について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

Ⅰ．出題に関すること 

(1)出題の基本方針 

主な対象者：四年制大学・短期大学等への進学を目指す生徒が多い高校の高 1生～高 3 生 

 ※学力層の幅広さに対応するため、難易度順に、β 、α 、θ の 3 タイプ用意しています。 

  学校の成績層や履修状況に応じて、学校が難易度タイプを選択することが可能です。 

 

□測定しようとする資質・能力： 

 「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」に関する資質・能力 等 

 

□出題範囲：  

 1 年生第 1 回…高 1の 3月～5月での実施期間で、義務教育範囲からの出題 

1 年生第 2回…高 1の 8 月～10 月での実施期間で、高 1の 1学期までの履修範囲からの出題 

2 年生第 1回…高 2の 3 月～5月での実施期間で、高 1 全履修範囲からの出題 

2 年生第 2回…高 2の 8 月～10 月での実施期間で、高 2の 1学期までの履修範囲からの出題 

3 年生第 1回…高 3の 3 月～5月での実施期間で、高 1・高 2全履修範囲からの出題 

※実施校に対する指導状況の調査から、全国の高等学校の履修状況を把握し、出題範囲を決定し

ています。 

 

□主として「知識・技能」を問う問題の出題方針： 

 英単語や文法、聞き取り、読み取りの問題を、主に選択式で出題します。 

  

□主として「思考力・判断力・表現力」等を問う問題の出題方針： 

文章や図表等から得られた情報をもとに推論するなど思考を求めたり、自分の考えを英語で記

述・口述したりする問題を、選択式・短答式・記述式で出題します。 

  

□難易度：  

 ・「マーク式」問題は、平均 50～60%程度の正答率となる難易度に設定します。 

 ・「記述式」問題は、平均 50～60%程度の得点率となる難易度に設定します。 

 ・CEFR における「A1～A2」程度 

 

(2)構成等 

 ①出題形式 

 「選択式」80～90%、「記述式」10～20%(一部短答式を含む)程度 

Listening：すべて選択式(7～18 問程度)、リスニングＣＤによる音声放送 
  Reading：すべて選択式(45 問程度) 
  Writing：選択式 7 割程度(5 問程度)、記述式 3 割程度(2 問程度、10～20 語程度) 
  Speaking：対面式（7 問程度）。 
      ※「話す」技能については、測定することに代えて問題、解答例及び採点基準を提供。 

 
 



 ②出題範囲 

 ※設問数割合(「マーク式」問題には配点がありません) 

学年 回 義務教育範囲 必履修科目範囲 

（コミュニケー

ション英語Ⅰ） 

選択科目範囲 

（コミュニケー

ション英語Ⅱ） 

備考 

高 1 

 

1 回 100% 0% 0%  

2 回 30% 70% 0%  

高 2 1 回 30% 70% 0%  

2 回 0% 60% 40%  

高 3 1 回 0% 60% 40%  

  

(3)難易度設定の考え方・方法 

・過去の実施データを参考にし、難易バランスを考慮した作問を行います。 

 

(4)基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

 ・事前・事後学習教材を準備しており、テスト前後の予習・復習を通じて、基礎学力の定着を行

うことができます。また、有料オプションで学習動画を付属させることができ、動画学習を通じ

て基礎事項の定着を図ることができます。 

 ・テスト後は、個人の成績に応じて、復習問題を最大約 28 万通りの組み合わせから提供するこ

とにより、受検者が自分の弱点分野に対して重点的に振り返ることができます。 

 

(5)その他特長 

・出題内容については、新作問題と同一問題（毎年同じ問題）の 2種があり、学校が自校の希望

に応じて、選択することができます。 

 

 

Ⅱ．結果提供に関すること 

(1)受検者個人への結果提供内容・方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)学校等への結果提供内容・方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

   英語結果については、先生のみに技能別でも行います。 

(3)試験等の結果(正答状況やスコア等)に対する評価の考え方と分析の手法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 
 

Ⅲ．運営に関すること 

(1)問題の質を確保するための方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)学校における実施方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)採点の方法と体制 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(4)情報管理体制 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 



 

 

Ⅳ．情報開示に関すること 

(1)障害のある受検者等への配慮 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)事前／事後学習教材の有無、内容 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)学習状況等のアンケートの有無、内容 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(4)個人受検の可否 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(5)問題内容の情報提供 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(6)その他 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 

 





（様式 2）         
 

認定要件への適合性の申告内容について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ  

対象教科：国語 

測定内容の区分：標準タイプ 

Ⅰ．出題に関すること 

（1）出題の基本方針 

主な対象者：四年制大学・短期大学等への進学を目指す生徒が多い高校の高 1生～高 3 生 

 ※学力層の幅広さに対応するため、難易度タイプを、β、α、θの 3タイプを用意しています。 

  学校の成績層や履修状況に応じて、学校が難易度タイプを選択することが可能です。 

 

□測定しようとする資質・能力 

 「書くこと」「読むこと」に関する資質・能力 等 

 

□出題範囲：  

 1 年生第 1 回…高 1の 3月～5月での実施期間で、義務教育範囲からの出題 

1 年生第 2回…高 1の 8 月～10 月での実施期間で、高 1の 1学期までの履修範囲からの出題 

2 年生第 1回…高 2の 3 月～5月での実施期間で、高 1 全履修範囲からの出題 

2 年生第 2回…高 2の 8 月～10 月での実施期間で、高 2の 1学期までの履修範囲からの出題 

3 年生第 1回…高 3の 3 月～5月での実施期間で、高 1・高 2全履修範囲からの出題 

※実施校に対する指導状況の調査から、全国の高等学校の履修状況を把握し、出題範囲を決定し

ています。 

  

□主として「知識・技能」を問う問題の出題方針： 

 漢字や語彙、古典知識・文法、読み取りの問題を、主に選択式・短答式で出題します。 

  

□主として「思考力・判断力・表現力」等を問う問題の出題方針： 

文章等から得られた情報をもとに推論するなど思考を求めたり、考えたことを自分の言葉で表現

したりする問題を、選択式・短答式・記述式で出題します。 

  

□難易度： 「マーク式」問題は、平均 50～60%程度の正答率となる難易度に設定します。 

      「記述式」問題は、平均 40～50%程度の得点率となる難易度に設定します。 

 

（2）構成等 

 ①出題形式 

  「選択式」80～90%、「記述式」10～20%（一部短答式を含む）程度 

 ②出題範囲 

 ※設問数割合（「マーク式」問題には配点なし） 

学年 回 義務教育範囲 必履修科目範囲 

（国語総合） 

選択科目範囲 

（古典 AB） 

備考 

高 1 

 

1 回 100% 0% 0%  

2 回 0% 100% 0%  

高 2 1 回 0% 100% 0%  

2 回 0% 60% 40%  

高 3 1 回 0% 60% 40%  

※学校の指導状況に応じて、古文・漢文の受検をせずに、現代文のみの受検も可能です。 



（3）難易度設定の考え方・方法 

・過去の実施データを参考にし、難易バランスを考慮した作問を行います。 

 

（4）基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

 ・事前・事後学習教材を準備しており、テスト前後の予習・復習を通じて、基礎学力の定着を行

うことができます。また、有料オプションで学習動画を付属させることができ、学習動画を通じ

て基礎事項の定着を図ることができます。 

 ・テスト後は、個人の成績に応じて、復習問題を最大約 28 万通りの組み合わせから提供するこ

とにより、受検者が自分の弱点分野に対して重点的に振り返ることができます。 

 

（5）その他特長 

・出題内容については、毎年同一問題であるため、過年度の比較（今年の高 1生は、昨年度の高

1 生に比べて学力はどの程度の到達度か、など）が可能です。 

 

 

Ⅱ．結果提供に関すること 

（1）受検者個人への結果提供内容・方法 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（2）学校等への結果提供内容・方法 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（3）試験等の結果（正答状況やスコア等）に対する評価の考え方と分析の手法 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

 

 

Ⅲ．運営に関すること 

（1）問題の質を確保するための方法 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（2）学校における実施方法 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（3）採点の方法と体制 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（4）情報管理体制 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅳ．情報開示に関すること 

（1）障害のある受検者等への配慮 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（2）事前／事後学習教材の有無、内容 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（3）学習状況等のアンケートの有無、内容 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（4）個人受検の可否 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（5）問題内容の情報提供 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（6）その他 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

 

 





（様式 2）         
 

認定要件への適合性の申告内容について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 
 

Ⅰ．出題に関すること 

(1)出題の基本方針 

主な対象者： 四年制大学・短期大学等への進学を目指す生徒が多い高校の高 1 生～高 3生 

 ※学力層の幅広さに対応するため、難易度順に、β 、α 、θ の 3 タイプ用意しています。 

  学校の成績層や履修状況に応じて、学校が難易度タイプを選択することが可能です。 

 

□測定しようとする資質・能力： 

義務教育範囲も含み、 

数学Ⅰ「数と式」「図形と計量」「二次関数」「データ分析」 

数学Ⅱ「いろいろな式」「図形と方程式」「指数関数・対数関数」「三角関数」「微分・積分の

考え」 

 数学 A 「場合の数と確率」「図形の性質」「整数の性質」 

 数学 B 「数列」「ベクトル」 

に関する資質・能力 等 

 

□出題範囲： 

 1 年生第 1 回…高 1の 3月～5月での実施期間で、義務教育範囲からの出題 

1 年生第 2回…高 1の 8 月～10 月での実施期間で、高 1の 1学期までの履修範囲からの出題 

2 年生第 1回…高 2の 3 月～5月での実施期間で、高 1 全履修範囲からの出題 

2 年生第 2回…高 2の 8 月～10 月での実施期間で、高 2の 1学期までの履修範囲からの出題 

3 年生第 1回…高 3の 3 月～5月での実施期間で、高 1・高 2全履修範囲からの出題 

※実施校に対する指導状況の調査から、全国の高等学校の履修状況を把握し、出題範囲を決定し

ています。 

 ※一部選択大問や選択コースを設定しているため、クラスや生徒個別の習熟状況に応じて、解答

する出題範囲を選択することが可能です。 

 

□主として「知識・技能」を問う問題の出題方針： 

 計算や公式を用いて解答する問題を、主に選択式で出題します。 

  

□主として「思考力・判断力・表現力」等を問う問題の出題方針： 

数学の知識を用いて与えられた条件下における課題解決を問うたり、数式や言葉を用いて思考プ

ロセスを説明したりする問題を、選択式・短答式・記述式で出題します。 

  

□難易度：「マーク式」問題は、平均 50～60%程度の正答率となる難易度に設定します。 

     「記述式」問題は、平均 40～50%程度の得点率となる難易度に設定します。 

 

(2)構成等 

 ①出題形式 

  「選択式」80～90%、「記述式」10～20%(一部短答式を含む)程度 

 

 



 ②出題範囲 

 ※設問数割合(「マーク式」問題に配点なし) 

学年 回 義務教育範囲 必履修科目範囲 

(数学Ⅰ) 

選択科目範囲

（数学Ａ） 

選択科目範囲 

（数学Ａ以外） 

備考 

高 1 1 回 100% 0% 0% 0%  

2 回 0% 60% 40% 0% ＊1 

高 2 1 回 0% 60% 40% 0% ＊1 

2 回 0% 35% 15% 50% ＊1 

高 3 1 回 0% 35% 15% 50% ＊1 

 (＊1)複数の選択問題があるため、必履修科目の割合が大きい受検パターンにて記載。 

  

（3）難易度設定の考え方・方法 

・過去の実施データを参考にし、難易バランスを考慮した作問を行います。 

  

(4)基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

 ・事前・事後学習教材を準備しており、テスト前後の予習・復習を通じて、基礎学力の定着を行

うことができます。また、有料オプションで学習動画を付属させることができ、動画学習を通じ

て基礎事項の定着を図ることができます。 

 ・テスト後は、個人の成績に応じて、復習問題を最大約 28 万通りの組み合わせから提供するこ

とにより、受検者が自分の弱点分野に対して重点的に振り返ることができます。 

 

(5)その他特長 

・出題内容については、毎年同一問題であるため、過年度の比較（今年の高 1生は、昨年度の高

1 生に比べて学力はどの程度の到達度か、など）が可能です。 

 

 

Ⅱ．結果提供に関すること 

(1)受検者個人への結果提供内容・方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)学校等への結果提供内容・方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)試験等の結果(正答状況やスコア等)に対する評価の考え方と分析の手法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 
 

Ⅲ．運営に関すること 

(1)問題の質を確保するための方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)学校における実施方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)採点の方法と体制 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(4)情報管理体制 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 

 



Ⅳ．情報開示に関すること 

(1)障害のある受検者等への配慮 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)事前／事後学習教材の有無、内容 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)学習状況等のアンケートの有無、内容 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(4)個人受検の可否 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(5)問題内容の情報提供 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(6)その他 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 

 





（様式 2)         
 

認定要件への適合性の申告内容について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θタイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

Ⅰ．出題に関すること 

(1)出題の基本方針 

主な対象者：四年制大学・短期大学等への進学を目指す生徒が多い高校の高 1生～高 3 生 

 ※学力層の幅広さに対応するため、難易度順に、β 、α 、θ の 3 タイプ用意しています。 

  学校の成績層や履修状況に応じて、学校が難易度タイプを選択することが可能です。 

 

□測定しようとする資質・能力 

 「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」に関する資質・能力 等 

 

□出題範囲：  

 1 年生第 1 回…高 1の 3月～5月での実施期間で、義務教育範囲からの出題 

1 年生第 2回…高 1の 8 月～10 月での実施期間で、高 1の 1学期までの履修範囲からの出題 

2 年生第 1回…高 2の 3 月～5月での実施期間で、高 1 全履修範囲からの出題 

2 年生第 2回…高 2の 8 月～10 月での実施期間で、高 2の 1学期までの履修範囲からの出題 

3 年生第 1回…高 3の 3 月～5月での実施期間で、高 1・高 2全履修範囲からの出題 

※実施校に対する指導状況の調査から、全国の高等学校の履修状況を把握し、出題範囲を決定し

ています。 

 

□主として「知識・技能」を問う問題の出題方針： 

 英単語や文法、聞き取り、読み取りの問題を、主に選択式で出題します。 

  

□主として「思考力・判断力・表現力」等を問う問題の出題方針： 

文章や図表等から得られた情報をもとに推論するなど思考を求めたり、自分の考えを英語で記

述・口述したりする問題を、選択式・短答式・記述式で出題します。 

  

□難易度：   

・「マーク式」問題は、平均 50～60%程度の正答率となる難易度に設定します。 

 ・「記述式」問題は、平均 40～50%程度の得点率となる難易度に設定します。 

・CEFR における「A1～A2」程度。 

 

(2)構成等 

 ①出題形式 

 「選択式」80～90%、「記述式」10～20%(一部短答式を含む)程度 

Listening：すべて選択式(5～8 問程度)、リスニングＣＤによる音声放送。 

  Reading：すべて選択式 (45 問程度) 

  Writing：選択式 7割程度(5 問程度)、記述式 3割程度(2 問程度、10～20 語程度) 

  Speaking：対面式（7 問程度）。 
      ※「話す」技能については、測定することに代えて問題、解答例及び採点基準を提供。 
 

 

 



 ②出題範囲 

 ※設問数割合(「マーク式」問題には配点がありません) 

学年 回 義務教育範囲 必履修科目範囲 

（コミュニケー

ション英語Ⅰ） 

選択科目範囲 

（コミュニケー

ション英語Ⅱ） 

備考 

高 1 

 

1 回 100% 0% 0%  

2 回 30% 70% 0%  

高 2 1 回 30% 70% 0%  

2 回 0% 60% 40%  

高 3 1 回 0% 60% 40%  

  

(3)難易度設定の考え方・方法 

・過去の実施データを参考にし、難易バランスを考慮した作問を行います。 

 

(4)基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

 ・事前・事後学習教材を準備しており、テスト前後の予習・復習を通じて、基礎学力の定着を行

うことができます。また、有料オプションで学習動画を付属させることができ、動画学習を通じ

て基礎事項の定着を図ることができます。 

 ・テスト後は、個人の成績に応じて、復習問題を最大約 28 万通りの組み合わせから提供するこ

とにより、受検者が自分の弱点分野に対して重点的に振り返ることができます。 

 

(5)その他特長 

・出題内容については、毎年同一問題であるため、過年度の比較（今年の高 1生は、昨年度の高

1 生に比べて学力はどの程度の到達度か、など）が可能です。 

 

 

Ⅱ．結果提供に関すること 

(1)受検者個人への結果提供内容・方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)学校等への結果提供内容・方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

   英語結果については、先生のみに技能別でも行います。 

(3)試験等の結果(正答状況やスコア等)に対する評価の考え方と分析の手法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 
 

Ⅲ．運営に関すること 

(1)問題の質を確保するための方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)学校における実施方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)採点の方法と体制 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(4)情報管理体制 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 



Ⅳ．情報開示に関すること 

(1)障害のある受検者等への配慮 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)事前／事後学習教材の有無、内容 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)学習状況等のアンケートの有無、内容 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(4)個人受検の可否 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(5)問題内容の情報提供 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(6)その他 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 

 





「スタディーサポート × Classi ラーニングシステム」について
は、同封の「スタディーサポート × Classi ラーニングシステム 
お申し込みのご案内」をご確認ください。8

5

お申し込み方法・よくあるお問い合わせ5

4

3

2

1

実施概要と出題範囲

実施の流れと実施例・結果のご活用

アイテム紹介

2018年度スタディーサポートの改訂ポイント

P.8

P.6-7

P.4-5

P.3

P.2Benesse High School Onlineでも
スタディーサポートをご紹介しています。

https://bhso.benesse.ne.jp/
ハイスクールオンライン 検索

814201

2018年度2年生第1回のご案内
実施期間：3/1（木）～5/31（木）

進級後の
「再スタート」を
成功させる

2017年度
2年生第1回
延べ受験者数

よくあるお問い合わせ

0120－350455（通話料無料）

ご送金方法

Q1. 各教科・タイプの実施時間はどこで確認できますか？ A1. 実施案内書（本冊子）P.6の「実施時間の目安」をご確認ください。

Q4. 学習状況リサーチとはどのようなものですか？

Q2. 出題範囲を生徒に教えてもいいですか？ A2. 出題範囲の取り扱いは各学校の判断にお任せしています。ただし、告知をする場合
は、特定のクラスだけに知らせるといったことがないよう、学校内で公平になるように
お願いいたします。

Q3. 結果はいつ返ってきますか？ A3. 弊社にマークシートが到着してから約２週間後に結果資料を発送いたします。
※実施日、タイプ、受験番号修正サービスの有無によっては、ご返却に２週間以上 
かかることがあります。

Q5. 選択問題を学年で統一する必要はありますか？ A5. 解答する大問が、生徒ごとに異なっても正しく採点されますが、学年全体の強み・課
題を正確に診断するためには、学年で統一されることをおすすめします。

実施の流れや教材の説明などを掲載しています。

※ログイン後、トップ画面の「テスト＆教材」から「スタディーサポート」をクリックし
　てください。
※ご利用には、学校ID・ログインコード または 先生個人ID・パスワードが必要です。
※画面は変更になる場合があります。

お申し込み方法・よくあるお問い合わせ

約53万人

お客様
サービスセンター

簡単！
WEBでの
お申し込み

FAXでの
お申し込み

★前年度や前回のお申し込み履歴がいつでも確認できます！
★年間分をまとめてお申し込みいただけます！ 

お申し込みいただく教材をクリック 必要情報を入力してください

同封の申込書に必要事項をご記入のうえ、「お申し込み専用FAX」へご送信ください。

※図版はすべてイメージです。実際のものとは異なる可能性があります。

Benesse High School Online上の
「お申込み／見本請求／請求書出力」をクリック

※Benesse High School Online
　メンテナンス期間は入力できません。

お申し込み
専用FAX 0120－350470（通話料無料）

　Benesse High School Onlineからご利用いただけます。
  　　　 https://bhso.benesse.ne.jp/URL

A4. 生徒一人ひとりの学習習慣・進路意識・生活状況・学習姿勢を調査するアンケート
です。2018年度より志向性チェックが追加されており、実施時間の目安は５０分です。

受付時間（祝日、年末・年始を除く）／月～金 8:00～19:00　土 8:00～17:00

※お申し込みには、学校ID・ログインコード または 先生個人ID・パスワードが必要です。ご不明な場合は、下記お客様サービス
センターまでお問い合わせください。

「スタディーサポート × Classi ラーニングシステム」をお申し込みの場合は、同封の「スタディーサポート × Classi ラーニングシステム お申し込みのご
案内」をご確認ください。

スタディーサポートのみをお申し込みの場合は「スタディーサポート2年生第１回 申込書」をご利用ください。

●同封の郵便振替用紙（手数料弊社負担）をご利用のうえ、お申し込みと同時に郵便局よりご送金ください。郵便振替用紙ご記入の際には、今回お
申し込みいただくスタディーサポートの「学年」・「回」も忘れずにご記入ください。
●郵便局がお渡しする「振替払込請求書兼受領証」は貴校の控えとなりますので、大切に保管してください。
●2017年度より、請求書等が上記WEBよりダウンロードできるようになりました。



2 3

1 2

スタディーサポート受験に向けて、目標設定や事前学習に計画的に取り組ませます。

国数英の基礎学力と、学習習慣や進路についての生徒の状況を調べます。

生徒一人ひとり、クラス全体、学年全体、教科ごとの学力・学習の状況を把握できます。

実
施
前

実
施

実
施
後

▲目標設定ワーク
めざす進路のレベルなどをもとに、目標を設
定させ、事前学習への取り組み意欲を向
上させます。

▲問題集（スタディーチャージ）
目標正解率達成をめざして、スタディーチャ
ージに取り組ませます。「基本」「標準」「応
用」の問題をご用意しています。

学力リサーチ
診断項目ごとの学力の到達度を確認でき
るマーク式の学力検査です。2018年度よ
り、知識・技能を活用する力を測る出題も
追加しています。

学習状況リサーチ
生徒一人ひとりの進路意識・生活状
況・学習習慣・学習姿勢を調査するアン
ケートです。また2018年度より、志向性
チェックを追加しました。

スタディーサポート
活用BOOK＊
目標設定、振り返りのワーク
を掲載。事前学習用問題集
（スタディーチャージ）もつい
ています。

教師用ガイド
スタディーサポートの
活用方法について、
詳しくご説明していま
す。

※図版はすべてイメージです。実際のものとは異なる可能性があります。

※2017年度より、学習状況リサーチの設問を一部追加・変更しております。変更に伴って、2016年度以前にご受験いただいたデータとの過回
比較ができなくなる質問もあります。

Ren
ewa

l!

Ren
ewa

l!

Ren
ewa

l!

Ren
ewa

l!
＜ 先生用帳票 ＞＜ 生徒用帳票 ＞

▲学習力MAP
GTZごとに到達してほしい学習行動や
学習習慣を一覧化。自分の学習スタイ
ルを見直すことができます。

個人診断レポート
今の自分に対する気
づきと、「次の一歩」
を踏みだすきっかけを
得られます。

Ren
ewa

l!

Ren
ewa

l!

生活状況 学習習慣 学習姿勢 進路意識 志向性

起床・就寝時間や学習時間に加え、2017年度からは「学習
姿勢（学習行動・学習方法・学習のとらえ方）」を追加し、生
徒の学習状況をより多面的に把握できるようになりました。

実施前から実施後まで 
「自ら学ぶ」生徒の育成をサポートします。 

生徒の「自ら学ぶ」を後押しするスタディーサポートは
2018年度に5つの改訂を行いました。 

2018 年度スタディーサポートの改訂ポイント アイテム紹介

2018年度からは、希望進路だけでなく、生徒の志
向性（強み）をあわせて確認できるようになりました。

学校オリジナル質問
オプション機能として、学校で独自に質問項
目を設定し、結果を集計することができます。
サンプルをまとめた「学校オリジナル質問パ
ターン集」から選択してご利用いただくこと
も可能です。

※問題発送時に、「実施の手引き」と一緒にお届けします。
※Benesse High School Online内の「インターネット
フォルダ」にて、結果データをご確認いただけます。
※全国集計結果との比較フォーマットに自校データを貼
りつけることで、全国集計結果とも比較できます。

＊問題発送時にお申し込み人数分をお届けしますので、スタディーサポート実施の事前学習としてご活用いただくことができます。
  学校のご指導に合わせて、実施後にもご活用いただけます。

学年診断レポートクラス診断レポート
学年団と教科担任先生で生
徒の情報を共有できるよう、こ
れまでの「学年診断レポート」と
「教科診断レポート」を1冊にし
ました。学年全体の現状を、学
力・学習習慣両面から教科ごと
に詳細に把握できます。

クラス結果・生徒結果をまとめて
います。短い面談時間にも、深い
生徒把握にもご活用いただける
よう、生徒結果（個人診断票）をリ
ニューアルしています。

スタディーサポート
Planning BOOK
進路研究を行ううえ
でのポイントや学力
向上に向けた学習ポ
イントに関する情報を
掲載しています。

5つの改訂ポイント

『スタディーサポート Planning BOOK 2年生』導入　>>P.3
学びと進路をつなぎ、進路意識を深化

「クラス診断レポート」リニューアル　>>P.3
生徒一人ひとりの面談ストーリーが見える

「学年診断レポート」リニューアル　>>P.3
学年と教科で情報を共有し、連携指導ができる

「学力リサーチ」新傾向問題を出題　>>P.7
知識・技能の習得から活用までを重点的に測定

「志向性チェック」導入　>>P.2
生徒の志向性（強み）の把握で学習の目的を明確化することが
可能に

1

2

3

4

5

New
!
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1 2

スタディーサポート受験に向けて、目標設定や事前学習に計画的に取り組ませます。

国数英の基礎学力と、学習習慣や進路についての生徒の状況を調べます。

生徒一人ひとり、クラス全体、学年全体、教科ごとの学力・学習の状況を把握できます。

実
施
前

実
施

実
施
後

▲目標設定ワーク
めざす進路のレベルなどをもとに、目標を設
定させ、事前学習への取り組み意欲を向
上させます。

▲問題集（スタディーチャージ）
目標正解率達成をめざして、スタディーチャ
ージに取り組ませます。「基本」「標準」「応
用」の問題をご用意しています。

学力リサーチ
診断項目ごとの学力の到達度を確認でき
るマーク式の学力検査です。2018年度よ
り、知識・技能を活用する力を測る出題も
追加しています。

学習状況リサーチ
生徒一人ひとりの進路意識・生活状
況・学習習慣・学習姿勢を調査するアン
ケートです。また2018年度より、志向性
チェックを追加しました。

スタディーサポート
活用BOOK＊
目標設定、振り返りのワーク
を掲載。事前学習用問題集
（スタディーチャージ）もつい
ています。

教師用ガイド
スタディーサポートの
活用方法について、
詳しくご説明していま
す。

※図版はすべてイメージです。実際のものとは異なる可能性があります。

※2017年度より、学習状況リサーチの設問を一部追加・変更しております。変更に伴って、2016年度以前にご受験いただいたデータとの過回
比較ができなくなる質問もあります。
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＜ 先生用帳票 ＞＜ 生徒用帳票 ＞

▲学習力MAP
GTZごとに到達してほしい学習行動や
学習習慣を一覧化。自分の学習スタイ
ルを見直すことができます。

個人診断レポート
今の自分に対する気
づきと、「次の一歩」
を踏みだすきっかけを
得られます。
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生活状況 学習習慣 学習姿勢 進路意識 志向性

起床・就寝時間や学習時間に加え、2017年度からは「学習
姿勢（学習行動・学習方法・学習のとらえ方）」を追加し、生
徒の学習状況をより多面的に把握できるようになりました。

実施前から実施後まで 
「自ら学ぶ」生徒の育成をサポートします。 

生徒の「自ら学ぶ」を後押しするスタディーサポートは
2018年度に5つの改訂を行いました。 

2018 年度スタディーサポートの改訂ポイント アイテム紹介

2018年度からは、希望進路だけでなく、生徒の志
向性（強み）をあわせて確認できるようになりました。

学校オリジナル質問
オプション機能として、学校で独自に質問項
目を設定し、結果を集計することができます。
サンプルをまとめた「学校オリジナル質問パ
ターン集」から選択してご利用いただくこと
も可能です。

※問題発送時に、「実施の手引き」と一緒にお届けします。
※Benesse High School Online内の「インターネット
フォルダ」にて、結果データをご確認いただけます。
※全国集計結果との比較フォーマットに自校データを貼
りつけることで、全国集計結果とも比較できます。

＊問題発送時にお申し込み人数分をお届けしますので、スタディーサポート実施の事前学習としてご活用いただくことができます。
  学校のご指導に合わせて、実施後にもご活用いただけます。

学年診断レポートクラス診断レポート
学年団と教科担任先生で生
徒の情報を共有できるよう、こ
れまでの「学年診断レポート」と
「教科診断レポート」を1冊にし
ました。学年全体の現状を、学
力・学習習慣両面から教科ごと
に詳細に把握できます。

クラス結果・生徒結果をまとめて
います。短い面談時間にも、深い
生徒把握にもご活用いただける
よう、生徒結果（個人診断票）をリ
ニューアルしています。

スタディーサポート
Planning BOOK
進路研究を行ううえ
でのポイントや学力
向上に向けた学習ポ
イントに関する情報を
掲載しています。

5つの改訂ポイント

『スタディーサポート Planning BOOK 2年生』導入　>>P.3
学びと進路をつなぎ、進路意識を深化

「クラス診断レポート」リニューアル　>>P.3
生徒一人ひとりの面談ストーリーが見える

「学年診断レポート」リニューアル　>>P.3
学年と教科で情報を共有し、連携指導ができる

「学力リサーチ」新傾向問題を出題　>>P.7
知識・技能の習得から活用までを重点的に測定

「志向性チェック」導入　>>P.2
生徒の志向性（強み）の把握で学習の目的を明確化することが
可能に
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先生

先生

先生

生徒

生徒

生徒先生

成績資料のご活用イメージパターン 受験時のクラス・番号
結果資料

編成後のクラス・番号
受験時のクラス・番号で資料を活用する。
受験番号の修正は不要。
クラス編成後に資料を活用する。
受験時のクラス・番号での資料は不要。
受験時のクラス・番号で資料を活用する。
加えて、先生用帳票のみクラス編成後にも必要。

A

利用しない

B

4 5

3

2月下旬 3月上旬 3月下旬（春休み）

3月初め
1年間の総復習として実施
マークシート発送

3月中～下旬（春休み前）
・結果資料到着：先生用帳票・生徒用帳票
・生徒への資料返却

4月上旬（始業式前）
・結果資料到着：先生用帳票・生徒用帳票
・始業式後に生徒への資料返却

4月下旬
・結果資料到着：先生用帳票・生徒用帳票
・生徒への資料返却

マークリード早期配信サービスリリース

3月中旬
学期末の授業内で実施
マークシート発送

マークリード早期配信サービスリリース

4月上旬（始業式後）
春休み明けの課題テストとして実施
マークシート発送

マークリード早期配信サービスリリース

「新旧受験番号対応表」送信

受験番号修正サービス：利用しない

春休みに1年次の
弱点を克服するために

受験番号修正サービス：利用する（A）

新学年をスムーズに
スタートさせるために

受験番号修正サービス：利用しない

進級時のやる気を行動に移す
きっかけとして

お届け
するもの

ゴールデンウィークの課題として、「個
人診断レポート」のワーク・ドリルに取
り組ませる。

●学年診断レポート
学年で結果を共有する。
入学後1年間の変化を把握する。

●クラス診断レポート
気になる生徒への面談、声かけに
活用する。

1年間の総まとめとして、「スタディー
サポート活用BOOK」の問題に取り
組ませる。

1年間の総まとめとして、「スタディー
サポート活用BOOK」の問題に取り
組ませる。

春休みの課題として、「スタディーサ
ポート活用BOOK」の問題に取り組
ませる。

春休みの課題として、「個人診断レポ
ート」のワーク・ドリルに取り組ませる。

●学年診断レポート
学年で結果を共有する。
●クラス診断レポート
春休み前の面談、声かけに活用
する。

「新旧受験番号対応表」のご提出
から約2週間後

実施の流れと実施例・結果のご活用

■スタディーサポート活用ＢＯＯＫ・解答解説
■学力リサーチ・解答解説
■英語リスニングテスト実施用CD
■学習状況リサーチ

■マークシート冊子
■実施の手引き
■学校オリジナル質問パターン集
■教師用ガイド

3月初めに実施実施例 3月中旬に実施実施例 4月上旬に実施実施例

弊社より問題お届け部数についてのご連絡をFAXでお送りしますのでご確認ください。

早めに部数をご確認ください。万一不足がございましたら「お客様サービスセンター」までご連絡
ください。

●お申し込み貴校実施日の
15日前まで

3/1（木）～5/31（木）
実施

マークシート
弊社到着後

●ご請求額のご送金

●お申し込み部数確認

●問題等到着

生徒に、「スタディーサポート活用BOOK＊」の問題集（スタディーチャージ）に取り組ませます。
実施の準備については、問題と同封されている「実施の手引き」をご確認ください。実施にあた
っての手順、注意事項等をまとめています。
＊問題発送時にお申し込み人数分をお届けします。学校のご指導に合わせて、実施後にもご活用いただけます。

●事前準備・実施

●マークシートの発送

3～4日後 ●マークリード早期配信サービス

約2週間後＊ ●結果資料発送

P.8

P.8

マークシート弊社到着から3～4日後に、マークシートの読み取り結果をBenesse High School 
Online内の「インターネットフォルダ」からダウンロードできます。

弊社にマークシートが到着してから約2週間後に結果資料を発送いたします。また、Benesse 
High School Online内の「インターネットフォルダ」に、結果データを搭載いたします。

●全国集計結果

1回目 2回目 3回目 4回目

3/20（火） 4/20（金） 5/30（水） 7/11（水）

スタディーサポート第1回の全国集計結果をＦＩＮE ＳＹＳＴＥＭでご覧いただけます。

新年度に切り替わる前にご実施いただいた場合に対応させていただくサービスとして、受験番号修正サービスを行っています。
編成前のクラス・番号（受験番号）を編成後のクラス・番号（受験番号）に修正して結果をお届けする3～4月の期間限定サー
ビスです。ご希望の場合には、「スタディーサポート」お申し込み時に、あわせてお申し込みが必要です。実施後に、「新旧受験番
号対応表＊1」をご提出いただければ、編成後のクラス・番号（受験番号）に並べ替えた結果資料をお届け＊2します。結果資料の
返却方法は、次のパターンからご選択いただけます。

●受験番号修正サービスについて

※上記スケジュールは、2017年12月時点の予定です。今後変更になる可能性があります。

※上記のスケジュールは目安です。実施時期などにより、前後する可能性があります。

＊１：受験番号修正サービスをご利用の際には、後日、インターネットフォルダから提供する「新旧受験番号対応表（編成前・編成後それぞれの受験番号情報）」の入力とご提出（4月20日までに必
着）が必要です。ご提出いただけない場合には、編成後のクラス・番号（受験番号）での結果資料返却ができませんので、ご注意ください。「新旧受験番号対応表」の送受信については、
Benesse High School Onlineの「インターネットフォルダ」をご利用いただく必要があります。

＊2：編成後の結果は、通常「新旧受験番号対応表」のご提出より約2週間でお届けします。

マークシート
弊社到着締切日

4/7（土） 5/14（月） 6/9（土） 7/21（土）全国集計結果
リリース予定日

週末の課題として、「個人診断レポー
ト」のワーク・ドリルに取り組ませる。

●学年診断レポート
新クラス担任先生への引き継ぎ
資料として共有する。
●クラス診断レポート
新クラスの状況を把握する。
顔合わせ面談、声かけに活用する。

＊早期にご受験いただいた場合、
「同一問題」についても、ご返却
までに2週間以上かかることがあ
ります。詳細は「お客様サービス
センター」までお問い合わせくださ
い。

お申込みWEBまたはFAX（お電話）にてお申し込みください。
※受験番号修正サービス（P.5）についてもご確認ください。
※WEBでお申し込みされた場合には、WEB上でもご確認いただけます。

■クラス診断レポート
■学年診断レポート
■バインダー

■個人診断レポート

お届け
するもの

先生用帳票

生徒用帳票



先生

先生

先生

生徒

生徒

生徒先生

成績資料のご活用イメージパターン 受験時のクラス・番号
結果資料

編成後のクラス・番号
受験時のクラス・番号で資料を活用する。
受験番号の修正は不要。
クラス編成後に資料を活用する。
受験時のクラス・番号での資料は不要。
受験時のクラス・番号で資料を活用する。
加えて、先生用帳票のみクラス編成後にも必要。

A

利用しない

B

4 5

3

2月下旬 3月上旬 3月下旬（春休み）

3月初め
1年間の総復習として実施
マークシート発送

3月中～下旬（春休み前）
・結果資料到着：先生用帳票・生徒用帳票
・生徒への資料返却

4月上旬（始業式前）
・結果資料到着：先生用帳票・生徒用帳票
・始業式後に生徒への資料返却

4月下旬
・結果資料到着：先生用帳票・生徒用帳票
・生徒への資料返却

マークリード早期配信サービスリリース

3月中旬
学期末の授業内で実施
マークシート発送

マークリード早期配信サービスリリース

4月上旬（始業式後）
春休み明けの課題テストとして実施
マークシート発送

マークリード早期配信サービスリリース

「新旧受験番号対応表」送信

受験番号修正サービス：利用しない

春休みに1年次の
弱点を克服するために

受験番号修正サービス：利用する（A）

新学年をスムーズに
スタートさせるために

受験番号修正サービス：利用しない

進級時のやる気を行動に移す
きっかけとして

お届け
するもの

ゴールデンウィークの課題として、「個
人診断レポート」のワーク・ドリルに取
り組ませる。

●学年診断レポート
学年で結果を共有する。
入学後1年間の変化を把握する。

●クラス診断レポート
気になる生徒への面談、声かけに
活用する。

1年間の総まとめとして、「スタディー
サポート活用BOOK」の問題に取り
組ませる。

1年間の総まとめとして、「スタディー
サポート活用BOOK」の問題に取り
組ませる。

春休みの課題として、「スタディーサ
ポート活用BOOK」の問題に取り組
ませる。

春休みの課題として、「個人診断レポ
ート」のワーク・ドリルに取り組ませる。

●学年診断レポート
学年で結果を共有する。
●クラス診断レポート
春休み前の面談、声かけに活用
する。

「新旧受験番号対応表」のご提出
から約2週間後

実施の流れと実施例・結果のご活用

■スタディーサポート活用ＢＯＯＫ・解答解説
■学力リサーチ・解答解説
■英語リスニングテスト実施用CD
■学習状況リサーチ

■マークシート冊子
■実施の手引き
■学校オリジナル質問パターン集
■教師用ガイド

3月初めに実施実施例 3月中旬に実施実施例 4月上旬に実施実施例

弊社より問題お届け部数についてのご連絡をFAXでお送りしますのでご確認ください。

早めに部数をご確認ください。万一不足がございましたら「お客様サービスセンター」までご連絡
ください。

●お申し込み貴校実施日の
15日前まで

3/1（木）～5/31（木）
実施

マークシート
弊社到着後

●ご請求額のご送金

●お申し込み部数確認

●問題等到着

生徒に、「スタディーサポート活用BOOK＊」の問題集（スタディーチャージ）に取り組ませます。
実施の準備については、問題と同封されている「実施の手引き」をご確認ください。実施にあた
っての手順、注意事項等をまとめています。
＊問題発送時にお申し込み人数分をお届けします。学校のご指導に合わせて、実施後にもご活用いただけます。

●事前準備・実施

●マークシートの発送

3～4日後 ●マークリード早期配信サービス

約2週間後＊ ●結果資料発送

P.8

P.8

マークシート弊社到着から3～4日後に、マークシートの読み取り結果をBenesse High School 
Online内の「インターネットフォルダ」からダウンロードできます。

弊社にマークシートが到着してから約2週間後に結果資料を発送いたします。また、Benesse 
High School Online内の「インターネットフォルダ」に、結果データを搭載いたします。

●全国集計結果

1回目 2回目 3回目 4回目

3/20（火） 4/20（金） 5/30（水） 7/11（水）

スタディーサポート第1回の全国集計結果をＦＩＮE ＳＹＳＴＥＭでご覧いただけます。

新年度に切り替わる前にご実施いただいた場合に対応させていただくサービスとして、受験番号修正サービスを行っています。
編成前のクラス・番号（受験番号）を編成後のクラス・番号（受験番号）に修正して結果をお届けする3～4月の期間限定サー
ビスです。ご希望の場合には、「スタディーサポート」お申し込み時に、あわせてお申し込みが必要です。実施後に、「新旧受験番
号対応表＊1」をご提出いただければ、編成後のクラス・番号（受験番号）に並べ替えた結果資料をお届け＊2します。結果資料の
返却方法は、次のパターンからご選択いただけます。

●受験番号修正サービスについて

※上記スケジュールは、2017年12月時点の予定です。今後変更になる可能性があります。

※上記のスケジュールは目安です。実施時期などにより、前後する可能性があります。

＊１：受験番号修正サービスをご利用の際には、後日、インターネットフォルダから提供する「新旧受験番号対応表（編成前・編成後それぞれの受験番号情報）」の入力とご提出（4月20日までに必
着）が必要です。ご提出いただけない場合には、編成後のクラス・番号（受験番号）での結果資料返却ができませんので、ご注意ください。「新旧受験番号対応表」の送受信については、
Benesse High School Onlineの「インターネットフォルダ」をご利用いただく必要があります。

＊2：編成後の結果は、通常「新旧受験番号対応表」のご提出より約2週間でお届けします。

マークシート
弊社到着締切日

4/7（土） 5/14（月） 6/9（土） 7/21（土）全国集計結果
リリース予定日

週末の課題として、「個人診断レポー
ト」のワーク・ドリルに取り組ませる。

●学年診断レポート
新クラス担任先生への引き継ぎ
資料として共有する。

●クラス診断レポート
新クラスの状況を把握する。
顔合わせ面談、声かけに活用する。

＊早期にご受験いただいた場合、
「同一問題」についても、ご返却
までに2週間以上かかることがあ
ります。詳細は「お客様サービス
センター」までお問い合わせくださ
い。

お申込みWEBまたはFAX（お電話）にてお申し込みください。
※受験番号修正サービス（P.5）についてもご確認ください。
※WEBでお申し込みされた場合には、WEB上でもご確認いただけます。

■クラス診断レポート
■学年診断レポート
■バインダー

■個人診断レポート

お届け
するもの

先生用帳票

生徒用帳票



αタイプβタイプ θタイプ

6 7

※すべてマーク式です。

●学力リサーチ（国語・数学・英語）

●学習状況リサーチ

3 1（木）～5 31（木）

●標準受験料 2，980円

●ご請求額 2，630円

実施概要と出題範囲（2年生第1回）

実施期間

検査項目

実施時間割例

学力リサーチの
タイプ

実施時間の
目安

学力リサーチ
出題範囲

＊θタイプでは、Sゾーンは
　測定できません。

α

θ

β

タイプ 目標レベル
（難易度目安）

難関国公立大進学レベル
（進研模試偏差値：56～　）

国公立大進学レベル
（進研模試偏差値：46～56）

4年制大・国公立大進学レベル
（進研模試偏差値：　～46）

Ｓ～Ｄ

Ｓ～Ｄ

Ａ～Ｄ＊

測定できる
GTZ（学力の到達度）

4

 ＊β・αタイプは漢文が選択問題、θタイプは古文と漢文が選択問題です。
※2018年度より学習状況リサーチに志向性チェック（25問程度）が追加されます。
※上記の実施時間は目安です。正確な診断を行うため、できるだけすべての質問・問題に取り組めるよう実施時間の設定を
お願いいたします。

学習状況リサーチ

学力リサーチ

3教科ともαタイプを選択の場合
（国語は現・古、英語は
リスニングを選択する場合）

50分

70分80分

60分60分

70分

60分

50分

60分80分 60分

70分90分 70分

60分80分 60分

国語
＊

数学

現・古・漢

現・古

現のみ

リスニング有

リスニング無

国語

数学

英語

2次関数中心の融
合問題

・現代文評論読解　　　
・現代文小説読解
・古文読解　　　・漢文読解

知識

読解

・現代文知識
・古文知識（助動詞、古文単語）
・漢文知識（文の構造、句法、語彙、  
漢詩の知識）

・現代文知識
・古文知識（助詞、助動詞）
・漢文知識（文の構造、句法）

・現代文評論読解　　　
・現代文小説読解
・古文読解　　　・漢文読解

知識

読解

●古文は必答問題です。
●漢文は選択問題です。

●古文、漢文とも選択問題です。
　ただし、現代文と漢文の組み合わせでは受験できません。

βタイプ

β・αタイプ

●数学Ⅰのみでは受験できません。 ●数学Ⅰのみでも受験可能です。 ●数学Ⅰのみでも受験可能です。

θタイプ

・文構成
・読解
・リスニング

基本

応用

・語彙
・文法（文型、動詞の時制、
関係代名詞・関係副詞、比較、
代名詞）

公式利用

総合力

①数学Ⅰ･A（場合
の数・確率、図形
の性質）
②数学Ⅰ･A（場合
の数・確率、整数
の性質）

※①、②から1つ選
択

応用力

2次関数
図形と計量応用力

公式利用

公式理解
①数学Ⅰ
②数学Ⅰ･A（場合 
の数・確率、図形
の性質）
③数学Ⅰ･A（場合
の数・確率、整数
の性質）

※①～③から1つ　
選択

数学Ⅰ（2次関数、図
形と計量）

数学A（①場合の数・
確率、図形の
性質 ②場合
の数・確率、整
数の性質）

※数学Ⅰは必答。数
学Aは①、②から1
つ選択

αタイプ

公式理解
①数学Ⅰ（データの
分析は除く）
②数学Ⅰ･A（場合
の数・確率、図形
の性質）
③数学Ⅰ･A（場合
の数・確率、整数
の性質）

※①～③から1つ　
選択

公式利用

θタイプ

・文構成
・読解
・リスニング

基本

応用

・語彙
・文法（動詞の時制、比較、代名詞）

β・αタイプ θタイプ※統一実施日がありませんので、上記のような実施例のほかに、平日の授業後を利用した3～4日間の実施日設定や平日の
授業後と土曜日の実施の組み合わせなども可能です。貴校のご都合にあわせて設定してください。

8:20～8:35

受験カード
記入

8:40～9:30

学習状況
リサーチ
（50分）

9:40～10:40 10:50～11:50

学力リサーチ
数学

（60分）

12:00～13:10

学力リサーチ
英語

（70分）

学力リサーチ
国語

（60分）

※実施期間外の実施をご検討の際は、「お客様サービスセンター（0120-350455：通話料無料）」までお問い合わせ
　ください。

2018年度
料金（税込み）

●β・αタイプには、「同一問
題」と「新作問題」がありま
す。お申し込みの際にいず
れかをご選択ください。

●θタイプは「同一問題」のみ
になります。

※詳細は、P.7の説明をご確認くだ
さい。

●リスニングは選択問題です。 ●リスニングは選択問題です。

〈　　　　　　 〉

英語

●「同一問題」について

●問題についてのご注意

・「同一問題」を選択すると、過去3か年の2年生第1回で「同一問題・同タイプ」のご受験がある場合、設
問単位での詳細な学年間（過年度）比較ができます。ただし、変更となった設問については除きます。

・2018年度は、数学のβ・α・θタイプを一部変更しました。

●「新作問題」について
・「新作問題」は、2018年度に新しくご用意する問題です。国数英総合や各教科について、GTZ（学
力の到達度）による学年間比較ができます。

●実施にあたってのご注意
①「同一問題」を受験する場合は、比較したい年度と同じタイプ（β・α・θ）を選択してください。
　　異なるタイプを選択されますと、成績結果を比較できません。
　　　×例）昨年度はαタイプの「同一問題」を受験したが、今年度はβタイプの「同一問題」を受験。
②「同一問題」「新作問題」を混在させてご受験いただくことはできません。
　　　×例）国語・英語は「新作問題」、数学は「同一問題」を受験。
③「βタイプ」「θタイプ」を混在させてご受験いただくことはできません。
　　　×例）国語・英語は「βタイプ」、数学は「θタイプ」を受験。

β・αタイプ

θタイプ

「同一問題（2007年度～）」と「新作問題」をご用意します。

「同一問題（2012年度～）」のみをご用意します。

学力リサーチ
問題について

※教育課程への対応などにより、一部設問を変更しています。

新傾向問題
従来の「問題を解く」という形式
に加えて、図を用いて理解する
力や、複数の情報を統合して考
察する力などを問うといった、知
識・技能を活用する力を測る問
題を一部出題。

Ren
ewa

l!



αタイプβタイプ θタイプ

6 7

※すべてマーク式です。

●学力リサーチ（国語・数学・英語）

●学習状況リサーチ

3 1（木）～5 31（木）

●標準受験料 2，980円

●ご請求額 2，630円

実施概要と出題範囲（2年生第1回）

実施期間

検査項目

実施時間割例

学力リサーチの
タイプ

実施時間の
目安

学力リサーチ
出題範囲

＊θタイプでは、Sゾーンは
　測定できません。

α

θ

β

タイプ 目標レベル
（難易度目安）

難関国公立大進学レベル
（進研模試偏差値：56～　）

国公立大進学レベル
（進研模試偏差値：46～56）

4年制大・国公立大進学レベル
（進研模試偏差値：　～46）

Ｓ～Ｄ

Ｓ～Ｄ

Ａ～Ｄ＊

測定できる
GTZ（学力の到達度）

4

 ＊β・αタイプは漢文が選択問題、θタイプは古文と漢文が選択問題です。
※2018年度より学習状況リサーチに志向性チェック（25問程度）が追加されます。
※上記の実施時間は目安です。正確な診断を行うため、できるだけすべての質問・問題に取り組めるよう実施時間の設定を
お願いいたします。

学習状況リサーチ

学力リサーチ

3教科ともαタイプを選択の場合
（国語は現・古、英語は
リスニングを選択する場合）

50分

70分80分

60分60分

70分

60分

50分

60分80分 60分

70分90分 70分

60分80分 60分

国語
＊

数学

現・古・漢

現・古

現のみ

リスニング有

リスニング無

国語

数学

英語

2次関数中心の融
合問題

・現代文評論読解　　　
・現代文小説読解
・古文読解　　　・漢文読解

知識

読解

・現代文知識
・古文知識（助動詞、古文単語）
・漢文知識（文の構造、句法、語彙、  
漢詩の知識）

・現代文知識
・古文知識（助詞、助動詞）
・漢文知識（文の構造、句法）

・現代文評論読解　　　
・現代文小説読解
・古文読解　　　・漢文読解

知識

読解

●古文は必答問題です。
●漢文は選択問題です。

●古文、漢文とも選択問題です。
　ただし、現代文と漢文の組み合わせでは受験できません。

βタイプ

β・αタイプ

●数学Ⅰのみでは受験できません。 ●数学Ⅰのみでも受験可能です。 ●数学Ⅰのみでも受験可能です。

θタイプ

・文構成
・読解
・リスニング

基本

応用

・語彙
・文法（文型、動詞の時制、
関係代名詞・関係副詞、比較、
代名詞）

公式利用

総合力

①数学Ⅰ･A（場合
の数・確率、図形
の性質）
②数学Ⅰ･A（場合
の数・確率、整数
の性質）

※①、②から1つ選
択

応用力

2次関数
図形と計量応用力

公式利用

公式理解
①数学Ⅰ
②数学Ⅰ･A（場合 
の数・確率、図形
の性質）
③数学Ⅰ･A（場合
の数・確率、整数
の性質）

※①～③から1つ　
選択

数学Ⅰ（2次関数、図
形と計量）

数学A（①場合の数・
確率、図形の
性質 ②場合
の数・確率、整
数の性質）

※数学Ⅰは必答。数
学Aは①、②から1
つ選択

αタイプ

公式理解
①数学Ⅰ（データの
分析は除く）
②数学Ⅰ･A（場合
の数・確率、図形
の性質）
③数学Ⅰ･A（場合
の数・確率、整数
の性質）

※①～③から1つ　
選択

公式利用

θタイプ

・文構成
・読解
・リスニング

基本

応用

・語彙
・文法（動詞の時制、比較、代名詞）

β・αタイプ θタイプ※統一実施日がありませんので、上記のような実施例のほかに、平日の授業後を利用した3～4日間の実施日設定や平日の
授業後と土曜日の実施の組み合わせなども可能です。貴校のご都合にあわせて設定してください。

8:20～8:35

受験カード
記入

8:40～9:30

学習状況
リサーチ
（50分）

9:40～10:40 10:50～11:50

学力リサーチ
数学

（60分）

12:00～13:10

学力リサーチ
英語

（70分）

学力リサーチ
国語

（60分）

※実施期間外の実施をご検討の際は、「お客様サービスセンター（0120-350455：通話料無料）」までお問い合わせ
　ください。

2018年度
料金（税込み）

●β・αタイプには、「同一問
題」と「新作問題」がありま
す。お申し込みの際にいず
れかをご選択ください。

●θタイプは「同一問題」のみ
になります。

※詳細は、P.7の説明をご確認くだ
さい。

●リスニングは選択問題です。 ●リスニングは選択問題です。

〈　　　　　　 〉

英語

●「同一問題」について

●問題についてのご注意

・「同一問題」を選択すると、過去3か年の2年生第1回で「同一問題・同タイプ」のご受験がある場合、設
問単位での詳細な学年間（過年度）比較ができます。ただし、変更となった設問については除きます。
・2018年度は、数学のβ・α・θタイプを一部変更しました。

●「新作問題」について
・「新作問題」は、2018年度に新しくご用意する問題です。国数英総合や各教科について、GTZ（学
力の到達度）による学年間比較ができます。

●実施にあたってのご注意
①「同一問題」を受験する場合は、比較したい年度と同じタイプ（β・α・θ）を選択してください。
　　異なるタイプを選択されますと、成績結果を比較できません。
　　　×例）昨年度はαタイプの「同一問題」を受験したが、今年度はβタイプの「同一問題」を受験。
②「同一問題」「新作問題」を混在させてご受験いただくことはできません。
　　　×例）国語・英語は「新作問題」、数学は「同一問題」を受験。
③「βタイプ」「θタイプ」を混在させてご受験いただくことはできません。
　　　×例）国語・英語は「βタイプ」、数学は「θタイプ」を受験。

β・αタイプ

θタイプ

「同一問題（2007年度～）」と「新作問題」をご用意します。

「同一問題（2012年度～）」のみをご用意します。

学力リサーチ
問題について

※教育課程への対応などにより、一部設問を変更しています。

新傾向問題
従来の「問題を解く」という形式
に加えて、図を用いて理解する
力や、複数の情報を統合して考
察する力などを問うといった、知
識・技能を活用する力を測る問
題を一部出題。

Ren
ewa

l!



「スタディーサポート × Classi ラーニングシステム」について
は、同封の「スタディーサポート × Classi ラーニングシステム 
お申し込みのご案内」をご確認ください。8

5

お申し込み方法・よくあるお問い合わせ5

4

3

2

1

実施概要と出題範囲

実施の流れと実施例・結果のご活用

アイテム紹介

2018年度スタディーサポートの改訂ポイント

P.8

P.6-7

P.4-5

P.3

P.2Benesse High School Onlineでも
スタディーサポートをご紹介しています。

https://bhso.benesse.ne.jp/
ハイスクールオンライン 検索

814201

2018年度2年生第1回のご案内
実施期間：3/1（木）～5/31（木）

進級後の
「再スタート」を
成功させる

2017年度
2年生第1回
延べ受験者数

よくあるお問い合わせ

0120－350455（通話料無料）

ご送金方法

Q1. 各教科・タイプの実施時間はどこで確認できますか？ A1. 実施案内書（本冊子）P.6の「実施時間の目安」をご確認ください。

Q4. 学習状況リサーチとはどのようなものですか？

Q2. 出題範囲を生徒に教えてもいいですか？ A2. 出題範囲の取り扱いは各学校の判断にお任せしています。ただし、告知をする場合
は、特定のクラスだけに知らせるといったことがないよう、学校内で公平になるように
お願いいたします。

Q3. 結果はいつ返ってきますか？ A3. 弊社にマークシートが到着してから約２週間後に結果資料を発送いたします。
※実施日、タイプ、受験番号修正サービスの有無によっては、ご返却に２週間以上 
かかることがあります。

Q5. 選択問題を学年で統一する必要はありますか？ A5. 解答する大問が、生徒ごとに異なっても正しく採点されますが、学年全体の強み・課
題を正確に診断するためには、学年で統一されることをおすすめします。

実施の流れや教材の説明などを掲載しています。

※ログイン後、トップ画面の「テスト＆教材」から「スタディーサポート」をクリックし
　てください。
※ご利用には、学校ID・ログインコード または 先生個人ID・パスワードが必要です。
※画面は変更になる場合があります。

お申し込み方法・よくあるお問い合わせ

約53万人

お客様
サービスセンター

簡単！
WEBでの
お申し込み

FAXでの
お申し込み

★前年度や前回のお申し込み履歴がいつでも確認できます！
★年間分をまとめてお申し込みいただけます！ 

お申し込みいただく教材をクリック 必要情報を入力してください

同封の申込書に必要事項をご記入のうえ、「お申し込み専用FAX」へご送信ください。

※図版はすべてイメージです。実際のものとは異なる可能性があります。

Benesse High School Online上の
「お申込み／見本請求／請求書出力」をクリック

※Benesse High School Online
　メンテナンス期間は入力できません。

お申し込み
専用FAX 0120－350470（通話料無料）

　Benesse High School Onlineからご利用いただけます。
  　　　 https://bhso.benesse.ne.jp/URL

A4. 生徒一人ひとりの学習習慣・進路意識・生活状況・学習姿勢を調査するアンケート
です。2018年度より志向性チェックが追加されており、実施時間の目安は５０分です。

受付時間（祝日、年末・年始を除く）／月～金 8:00～19:00　土 8:00～17:00

※お申し込みには、学校ID・ログインコード または 先生個人ID・パスワードが必要です。ご不明な場合は、下記お客様サービス
センターまでお問い合わせください。

「スタディーサポート × Classi ラーニングシステム」をお申し込みの場合は、同封の「スタディーサポート × Classi ラーニングシステム お申し込みのご
案内」をご確認ください。

スタディーサポートのみをお申し込みの場合は「スタディーサポート2年生第１回 申込書」をご利用ください。

●同封の郵便振替用紙（手数料弊社負担）をご利用のうえ、お申し込みと同時に郵便局よりご送金ください。郵便振替用紙ご記入の際には、今回お
申し込みいただくスタディーサポートの「学年」・「回」も忘れずにご記入ください。
●郵便局がお渡しする「振替払込請求書兼受領証」は貴校の控えとなりますので、大切に保管してください。
●2017年度より、請求書等が上記WEBよりダウンロードできるようになりました。



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート α タイプ 1 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、漢字

や語彙（類義語・対義語、同音

異義語、多義語、抽象語の使い

方など）、及び言葉のきまり（口

語文法など）を理解し、適切に

使うことができる。 

【設問数】15 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事

項
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第 1学年〕 
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 
イ 言葉の特徴や決まりに関する事項 
（ウ） 事象や行為などを表す多様な語句について理解を深めるとと

もに、話や文章の中の語彙について関心をもつこと。 
 
中学校学習指導要領 国語〔第 2学年〕 
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 
イ 言葉の特徴や決まりに関する事項 
（イ） 抽象的な概念を表す語句、類義語と対義語、同音異義語や多

義的な意味を表す語句などについて理解し、語感を磨き語彙を

豊かにすること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章の

内容を的確に読み取り、筆者の

主張やその主張の根拠をとら

え、目的や視点に応じて、複数

の情報を比較・統合したり、読

み取った情報を関連付け・組み

合わせるなどして文章の主題

をより深くとらえることがで

きる。 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3学年〕 
Ｃ 読むこと 

ア 文脈の中における語句の効果的な使い方など、表現上の工夫に注

意して読むこと。 
イ 文章の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとら

え、内容の理解に役立てること。 

 

文学的な文章について、描かれ

ている人物、情景、心情などを

表現に即して読み取ることが

できる。 

【設問数】5 問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3学年〕 
Ｃ 読むこと 

ア 文脈の中における語句の効果的な使い方など、表現上の工夫に注

意して読むこと。 
イ 文章の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとら

え、内容の理解に役立てること。 
ウ 文章を読み比べるなどして、構成や展開、表現の仕方について評

価すること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）を読むにあ

たり、必要な文語の決まり（自

立語・付属語の知識）や、基礎

的な古語・古典常識を理解する

ことができる。 

【設問数】11 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第 1学年〕 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

ア 伝統的な言語文化に関する事項 

（ア） 文語のきまりや訓読の仕方を知り、古文や漢文を音読して、

古典特有のリズムを味わいながら、古典の世界に触れること。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第 3学年〕 

Ｃ 読むこと 

ア 文脈の中における語句の効果的な使い方など、表現上の工夫に注

意して読むこと。 
イ 文章の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとら

え、内容の理解に役立てること。 

 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

  （ア） 歴史的背景などに注意して古典を読み、その世界に親しむこ

と。 



 

 

古典の文章（古文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に即

して読み取り、文章の内容を要

約することができる。 

【設問数】6 問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第 1学年〕 

Ｃ 読むこと 

イ 文章の中心的な部分と付加的な部分、事実と意見などとを読み分

け、目的や必要に応じて要約したり要旨をとらえたりすること。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第 3学年〕 

Ｃ 読むこと 

ア 文脈の中における語句の効果的な使い方など、表現上の工夫に注

意して読むこと。 
イ 文章の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとら

え、内容の理解に役立てること。 

 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

  （ア） 歴史的背景などに注意して古典を読み、その世界に親しむこ

と。 

  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

複数のテクストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情報

に着目し、取捨選択して的確に

取り出して説明したり、その内

容を比較したうえで、論拠を示

しながら考えを形成して説明

することができる。 

【設問数】1 問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3学年〕 

Ｃ 読むこと 

 ア 文脈の中における語句の効果的な使い方など、表現上の工夫に注意

して読むこと。 

 イ 文脈の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとらえ、

内容の理解に役立てること。 

ウ 文章を読み比べるなどして、構成や展開、表現の仕方について評価

すること。 

【設問数】2 問（程度） 

【出題形式】記述式 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3学年〕 

Ｂ 書くこと 

 イ 論理の展開を工夫し、資料を適切に引用するなどして、説得力のあ

る文章を書くこと。 

 ウ 書いた文章を読み返し、文章全体を整えること。 

 

Ｃ 読むこと 

 ア 文脈の中における語句の効果的な使い方など、表現上の工夫に注意

して読むこと。 

 イ 文脈の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとらえ、

内容の理解に役立てること。 

ウ 文章を読み比べるなどして、構成や展開、表現の仕方について評価す

ること。 

 





（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート α タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、漢字

や語彙（類義語・対義語、同音

異義語、多義語、抽象語の使い

方など）、及び言葉のきまり（口

語文法など）を理解し、適切に

使うことができる。 

【設問数】15 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る

事
項
〕 

国語総合 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 イ 言葉の特徴や決まりに関する事項 

（ア） 国語における言葉の成り立ち、表現の特色及び言語の役割な

どを理解すること。 

  （イ） 文や文章の組み立て、語句の意味、用法及び表記の仕方など

を理解し、語彙を豊かにすること。 

 ウ 漢字に関する事項 

  （ア） 常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字が書けるようになるこ

と。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章の

内容を的確に読み取り、筆者の

主張やその主張の根拠をとら

え、目的や視点に応じて、複数

の情報を比較・統合したり、読

み取った情報を関連付け・組み

合わせるなどして文章の主題

をより深くとらえることがで

きる。 

【設問数】5 問（程度） 

【出題形式】選択式 

 

 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要

約や詳述をしたりすること。 

 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価した

り、書き手の意図をとらえたりすること。 

文学的な文章について、描かれ

ている人物、情景、心情などを

表現に即して読み取ることが

できる。 

【設問数】5 問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要

約や詳述をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わう

こと。 

 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価した

り、書き手の意図をとらえたりすること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）を読むにあ

たり、必要な文語の決まり（自

立語・付属語の知識）や、基礎

的な古語・古典常識を理解する

ことができる。 

【設問数】12 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の

特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

（ア） 言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい

て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

  （イ） 文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

古典の文章（古文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に即

して読み取り、文章の内容を要

約することができる。 

【設問数】5 問（程度） 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約

や詳述をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わうこ

と。 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

  （ア） 言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい

て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

  （イ） 文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）を読むにあ

たり、必要な訓読の決まりや、

基礎的な語句・句形を理解する

ことができる。 

※漢文は 2 年 1 回のみ

となります 

【設問数】15 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の

特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

（ア） 言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい

て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

  （イ） 文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

古典の文章（漢文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に即

して読み取り、文章の内容を要

約することができる。 

※漢文は 2 年 1 回のみ

となります 

【設問数】6 問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約

や詳述をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わうこ

と。 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

  （ア） 言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい

て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

  （イ） 文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

複数のテクストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情報

に着目し、取捨選択して的確に

取り出して説明したり、その内

容を比較したうえで、論拠を示

しながら考えを形成して説明

することができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 2 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約

や詳述をしたりすること。 

 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価した

り、書き手の意図をとらえたりすること。 

【設問数】2 問(程度) 

【出題形式】記述式 
サンプル問題 2 

 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｂ 書くこと 

 イ 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自分の考えを文章に  

まとめること。 

 ウ 対象を明確に説明したり描写したりするなど、適切な表現の仕方を 

考えて書くこと。 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約 

や詳述をしたりすること。 

 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価した  

り、書き手の意図をとらえたりすること。 

 オ 幅広く本や文章を読み、情報を得て用いたり、ものの見方、感じ 

方、考え方を豊かにしたりすること。 

 





（様式 4） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート α タイプ 2 年 2 回-3 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、漢字

や語彙（類義語・対義語、同音

異義語、多義語、抽象語の使い

方など）、及び言葉のきまり（口

語文法など）を理解し、適切に

使うことができる。 

【設問数】15 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る

事
項
〕 

国語総合 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 イ 言葉の特徴や決まりに関する事項 

（ア） 国語における言葉の成り立ち、表現の特色及び言語の役割な

どを理解すること。 

  （イ） 文や文章の組み立て、語句の意味、用法及び表記の仕方など

を理解し、語彙を豊かにすること。 

 ウ 漢字に関する事項 

  （ア） 常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字が書けるようになるこ

と。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章の

内容を的確に読み取り、筆者の

主張やその主張の根拠をとら

え、目的や視点に応じて、複数

の情報を比較・統合したり、読

み取った情報を関連付け・組み

合わせるなどして文章の主題

をより深くとらえることがで

きる。 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要

約や詳述をしたりすること。 

 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価した

り、書き手の意図をとらえたりすること。 

文学的な文章について、描かれ

ている人物、情景、心情などを

表現に即して読み取ることが

できる。 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要

約や詳述をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わう

こと。 

 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価した

り、書き手の意図をとらえたりすること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）を読むにあ

たり、必要な文語の決まり（自

立語・付属語の知識）や、基礎

的な古語・古典常識を理解する

ことができる。 

【設問数】13 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の

特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

（ア） 言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい

て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

  （イ） 文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

古典の文章（古文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に即

して読み取り、文章の内容を要

約することができる。 

【設問数】6問（程度） 

【出題形式】選択式 

古
典
Ａ 

イ 

古
典
Ｂ 

ア
・
イ
・
ウ
・
エ 

古典Ａ 

イ 古典特有の表現を味わったり、古典の言葉と現代の言葉とのつなが

りについて理解したりすること。 

 

古典Ｂ 

ア 古典に用いられている語句の意味、用法及び文の構造を理解するこ

と。 

イ 古典を読んで、内容を構成や展開に即して的確にとらえること。 

ウ 古典を読んで、人間、社会、自然などに対する思想や感情を的確に

とらえ、ものの見方、感じ方、考え方を豊かにすること。 

エ 古典の内容や表現の特色を理解して読み味わい、作品の価値につい

て考察すること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）を読むにあ

たり、必要な訓読の決まりや、

基礎的な語句・句形を理解する

ことができる。 

【設問数】14 問（程度） 

【出題形式】選択式 

古
典
Ａ 

イ 

古
典
Ｂ 

ア 

古典Ａ 

イ 古典特有の表現を味わったり、古典の言葉と現代の言葉とのつなが

りについて理解したりすること。 

 

古典Ｂ 

ア 古典に用いられている語句の意味、用法及び文の構造を理解するこ

と。 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に即

して読み取り、文章の内容を要

約することができる。 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】選択式 

古
典
Ａ 

イ
・
ウ
・
エ 

古
典
Ｂ 

ア
・
イ
・
ウ
・
エ
・
オ 

古典Ａ 

イ 古典特有の表現を味わったり、古典の言葉と現代の言葉とのつなが

りについて理解したりすること。 

ウ 古典などを読んで、言語文化の特質や我が国の文化と中国の文化と

の関係について理解すること。 

エ 伝統的な言語文化についての課題を設定し、様々な資料を読んで探

究して、我が国の伝統と文化について理解を深めること。 

 

古典Ｂ 

ア 古典に用いられている語句の意味、用法及び文の構造を理解するこ

と。 

イ 古典を読んで、内容を構成や展開に即して的確にとらえること。 

ウ 古典を読んで、人間、社会、自然などに対する思想や感情を的確に

とらえ、ものの見方、感じ方、考え方を豊かにすること。 

エ 古典の内容や表現の特色を理解して読み味わい、作品の価値につい

て考察すること。 

オ 古典を読んで、我が国の文化の特質や我が国の文化と中国の文化と

の関係について理解を深めること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

複数のテクストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情報

に着目し、取捨選択して的確に

取り出して説明したり、その内

容を比較したうえで、論拠を示

しながら考えを形成して説明

することができる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約

や詳述をしたりすること。 

 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価した

り、書き手の意図をとらえたりすること。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】記述式 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｂ 書くこと 

 イ 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自分の考えを文章にま

とめること。 

 ウ 対象を明確に説明したり描写したりするなど、適切な表現の仕方を

考えて書くこと。 

 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約

や詳述をしたりすること。 

 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価した

り、書き手の意図をとらえたりすること。 

 オ 幅広く本や文章を読み、情報を得て用いたり、ものの見方、感じ

方、考え方を豊かにしたりすること。 

 



(様式 4) 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 1 年 1 回   

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 



 

 
 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■公式理解(1)～(8) 

・累乗の表し方，文字を用い

た式，展開の公式，平方根を

理解して，簡単な式の計算や

式の展開ができる。 

・因数分解や解の公式を利

用して，簡単な一次方程式や

連立方程式，二次方程式を解

くことができる。 

【設問数】8 問 

【出題形式】選択式 

 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第 1学年〕 

2A (2) 

イ 文字を用いた式における乗法と除法の表し方を知ること。  

エ 数量の関係や法則などを文字を用いた式に表すことができること

を理解し，式を用いて表したり読み取ったりすること。  

2A (3) 

ウ 簡単な一元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で活用

すること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2A (2)  

ウ 簡単な連立二元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で

活用すること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2A (1) 

イ 数の平方根を含む簡単な式の計算をすること。 

2A (2)  

イ 簡単な一次式の乗法の計算及び次の公式を用いる簡単な式の展開

や因数分解をすること。 

 

2A (3) 

イ 因数分解したり平方の形に変形したりして二次方程式を解くこと。 

ウ 解の公式を知り，それを用いて二次方程式を解くこと。  



 

 
 

■公式理解(9)～(12) 

・反比例の性質を理解する

ことができる。 
・二つの点を通る直線の性

質を理解することができる。 
・関数 y=ax2のグラフや変化

の割合について理解するこ

とができる。 

【設問数】4 問 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第 1学年〕 

2C (1) 

イ 比例，反比例の意味を理解すること。  

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2C (1) 

イ 一次関数について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解するこ

と。  

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2C (1) 

イ 関数 y=ax2について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解する

こと。  

■公式理解(13)～(16) 

・球の体積を求めることが

できる。 
・平行線の錯角や同位角，三

角形の相似，三平方の定理に

ついて理解し，具体的な角度

や線分の長さを求めること

ができる。 

【設問数】4 問 

【出題形式】選択式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第 1学年〕 

2B (2) 

ウ 扇形の弧の長さと面積並びに基本的な柱体，錐(すい)体及び球の表

面積と体積を求めること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2B (1) 

ア 平行線や角の性質を理解し，それに基づいて図形の性質を確かめ説

明すること。  

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2B (1) 

イ 三角形の相似条件などを基にして図形の基本的な性質を論理的に

確かめること。  

2B (3)  

イ 三平方の定理を具体的な場面で活用すること。 



 

 
 

■公式理解(17)～(19) 

・複数の事象を扱う確率を

求めることができる。 
・平均値を求めることがで

きる。 

【設問数】3 問 

【出題形式】選択式 

Ｄ 

資
料
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学〔第 1学年〕 

2D (1)  

ア ヒストグラムや代表値の必要性と意味を理解すること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2D (1)  

ア 確率の必要性と意味を理解し，簡単な場合について確率を求めるこ

と。  

イ 確率を用いて不確定な事象をとらえ説明すること。 



 

 
 

■公式利用(1)～(6) 

・やや複雑な文字式や平方

根を含む式の計算，式の展

開，因数分解を行うことがで

きる。 
・与えられた文章をもとに

一次方程式や連立方程式，二

次方程式を立式し，解くこと

ができる。 

【設問数】6 問 

【出題形式】選択式 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第 1学年〕 
2A (3) 

ウ 簡単な一元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で活用

すること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2A (1) 
ア 簡単な整式の加法，減法及び単項式の乗法，除法の計算をすること。 

2A (2)  

ウ 簡単な連立二元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で

活用すること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 
2A (1)  

イ 数の平方根を含む簡単な式の計算をすること。  

2A (2)  

イ 簡単な一次式の乗法の計算及び次の公式を用いる簡単な式の展開

や因数分解をすること。 

 
 
 
 
 

 
2A (3)  

エ 二次方程式を具体的な場面で活用すること。 



 

 
 

■公式利用(7)～(9) 

・与えられた文章や条件を

もとに一次関数の立式や決

定ができる。 
・関数 y=ax2において，条件

をもとに変域を求めること

ができる。 

【設問数】3 問 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 
2C (1) 

ウ 二元一次方程式を関数を表す式とみること。  
エ 一次関数を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2C (1) 

イ 関数 y=ax2について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解する
こと。  

■公式利用(10)～(12) 

三角形の相似や円周角の定

理を用いて，線分の比や角

度，体積を求めることができ

る。 

【設問数】3 問 

【出題形式】選択式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2B (1) 

イ 三角形の相似条件などを基にして図形の基本的な性質を論理的に

確かめること。  

ウ 平行線と線分の比についての性質を見いだし，それらを確かめるこ

と。  

エ 基本的な立体の相似の意味と，相似な図形の相似比と面積比及び体

積比の関係について理解すること。  

2B (2) 

イ 円周角と中心角の関係を具体的な場面で活用すること。 

■公式利用(13)・(14) 

・条件を満たす場合の確率

を求めることができる。 
・標本調査の考えをもとに，

数を推定することができる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

 

Ｄ 

資
料
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2D (1) 

イ 確率を用いて不確定な事象をとらえ説明すること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2D (1) 

イ 簡単な場合について標本調査を行い，母集団の傾向をとらえ説明

すること。 



 

 
 

■応用力〔1〕 

与えられた条件から，直線や

放物線の方程式，点の座標な

どを求めることができる。 

【設問数】4 問 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2C (1) 

イ 一次関数について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解する

こと。 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2C (1) 

イ 関数 y=ax2について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解する

こと。   

ウ 関数 y=ax2を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。 

■応用力〔2〕 

与えられた図と条件を理解

し，相似や三平方の定理を利

用しながら，線分の長さや面

積を求めることができる。 

【設問数】4 問 

【出題形式】選択式 

 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2B (1) 

ウ 平行線と線分の比についての性質を見いだし，それらを確かめるこ

と。  

2B  (3) 

イ 三平方の定理を具体的な場面で活用すること。 

■数学的表現 

日常的な事象において，与え

られた状況を読み取り，適切

な数式を表すことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】短答式 

 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2A (1) 

イ 文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明できることを理解

すること。 

ウ 目的に応じて，簡単な式を変形すること。 

■数学的表現 

日常的な事象において，条件

から文字を含む関係式をつ

くり予想したりそれを確か

めたりすることを通して，考

察の対象を明確に捉えるこ

とができるようにする。 

【設問数】1 問 

【出題形式】記述式 

 

 

 





(様式 4) 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 （複数の選択大問があるため，受検者の多い受検パターンを記載） 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 



 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■公式理解(1)～(10) 

・公式や数の性質を用いて，

式の計算や因数分解，分母の

有理化などの数式の操作を

正しく行うことができる。 

・簡単な集合を求めたり命

題の真偽を判断したりする

ことができる。  

【設問数】10 問 

【出題形式】選択式 

 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

ア 数と集合 

(ア) 実数 

数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をす

ること。 

(イ) 集合 

集合と命題に関する基本的な概念を理解し，それを事象の考察に活

用すること。 

イ 式 

(ア) 式の展開と因数分解 

二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め，式を多面的にみ

たり目的に応じて式を適切に変形したりすること。 

(イ) 一次不等式 

不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解

を求めたり一次不等式を事象の考察に活用したりすること。 

■公式理解(11)～(16) 

・和や積の法則，順列や組合

せの考え方を用いて，場合の

数を求めることができる。 

【設問数】6 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学Ａ 

ア 場合の数 

(ア) 数え上げの原則 

集合の要素の個数に関する基本的な関係や和の法則，積の法則につ

いて理解すること。 

(イ) 順列・組合せ 

具体的な事象の考察を通して順列及び組合せの意味について理解

し，それらの総数を求めること。 



 

■公式利用(1)～(6) 

・公式や数の性質を用いて，

やや複雑な式の計算や因数

分解などの数式を操作する

ことができる。 

・条件を満たす集合を求め，

その命題の真偽を判断する

ことができる。 

 

【設問数】6 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題１ 

 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

ア 数と集合 

(イ) 集合 

集合と命題に関する基本的な概念を理解し，それを事象の考察に活

用すること。 

イ 式 

(ア) 式の展開と因数分解 
二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め，式を多面的にみ

たり目的に応じて式を適切に変形したりすること。 

(イ) 一次不等式 
不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解

を求めたり一次不等式を事象の考察に活用したりすること。 

■公式利用(7)～（10） 

積の法則，順列や組合せの考

え方などを用いて，並び方や

組み分けなどの場合の数を

求めることができる。 

【設問数】4 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

場
合
の
数
と
確

率 数学Ａ 

ア 場合の数 

(ア) 数え上げの原則 
集合の要素の個数に関する基本的な関係や和の法則，積の法則に

ついて理解すること。 

(イ) 順列・組合せ 
具体的な事象の考察を通して順列及び組合せの意味について理

解し，それらの総数を求めること。 
 



 

■応用力〔1〕 

与えられた条件をもとに一

次不等式を解き，値を求めた

り，その範囲を適切に表現し

たりすることができる。 

【設問数】4 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

ア 数と集合 

(ア) 実数 

数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をす

ること。 

イ 式 

(ア) 式の展開と因数分解 

二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め，式を多面的に

みたり目的に応じて式を適切に変形したりすること。 

(イ) 一次不等式 

不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の

解を求めたり一次不等式を事象の考察に活用したりすること。 

■応用力〔2〕 

場合を分けて条件を考察し，

組合せの考え方を用いて場

合の数を求めることができ

る。 

【設問数】4 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

場
合

の
数
と
確
率 

数学Ａ 

ア 場合の数 

(イ) 順列・組合せ 

具体的な事象の考察を通して順列及び組合せの意味について理解

し，それらの総数を求めること。 

■数学的表現 

日常的な事象において，与え

られた状況を読み取り，適切

な関数をつくることができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】短答式 

サンプル問題 2問 1 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数の

グラフの特徴について理解すること。 

■数学的表現 

日常的な事象の文脈におけ

る，条件の変化によって，最

大値がどのように変化する

かを把握することができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 2問 2 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 
事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数の 

グラフの特徴について理解すること。 

イ 二次関数の値の変化 

(ア)二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や最

小値を求めたりすること。 



 

■数学的表現 

日常的な事象において，複数

の条件から新たな数式をつ

くり，思考プロセスを説明し

課題を解決することができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】記述式 

サンプル問題 2問 3 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 
事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数の 

グラフの特徴について理解すること。 

イ 二次関数の値の変化 

(ア)  二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や

最小値を求めたりすること。 

〔課題学習〕 

 (1)，(2)，(3)及び(4)の内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活
と関連付けたり発展させたりするなどして，生徒の関心や意欲を高める課
題を設け，生徒の主体的な学習を促し，数学のよさを認識できるようにす
る。 



 

 



(様式 4)  

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 2 年 2 回-3 年 1 回 （複数の選択大問があるため，受検者の多い受検パターンを記載） 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■公式理解(1)～(3) 

・数学Ⅰにおける簡単な数

式を正しく操作することが

できる。 

【設問数】3 問 

【出題形式】選択式 

 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

ア 数と集合 

(ア) 実数 

数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をす

ること。 

(イ) 集合 

集合と命題に関する基本的な概念を理解し，それを事象の考察に活

用すること。 

イ 式 

(イ) 一次不等式 

不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解

を求めたり一次不等式を事象の考察に活用したりすること。 

■公式理解(4)～(6) 

二次関数の最大・最小や，二

次不等式の解を求めること

ができる。 

【設問数】3 問 

【出題形式】選択式 

 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数

のグラフの特徴について理解すること。 

イ 二次関数の値の変化 

(ア) 二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や

最小値を求めたりすること。 

(イ) 二次方程式・二次不等式 

二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解すると

ともに，数量の関係を二次不等式で表し二次関数のグラフを利用して

その解を求めること。 



 

 
 

 

■公式理解(7)～(9) 

定理・公式を利用して，三角

形の辺の長さや面積を求め

ることができる。 

【設問数】3 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

ア 三角比 

(ウ) 正弦定理・余弦定理 

正弦定理や余弦定理について理解し，それらを用いて三角形の辺の

長さや角の大きさを求めること。 

イ 図形の計量 

三角比を平面図形や空間図形の考察に活用すること。 

■公式理解(10)・(11) 

・分散を求めることができ

る。 

・図やグラフの読み取り方

法を理解できている。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

（
４
） 

デ
ー
タ

の
分
析 

数学Ⅰ 

ア データの散らばり 

四分位偏差，分散及び標準偏差などの意味について理解し，それら

を用いてデータの傾向を把握し，説明すること。 

■公式理解(12)～(14) 

順列・組合せについて理解

し，簡単な場合の数や確率を

求めることができる。 

【設問数】3 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学 A  

ア 場合の数 

(イ) 順列・組合せ 

具体的な事象の考察を通して順列及び組合せの意味について理解

し，それらの総数を求めること。 

イ 確率 

(ア) 確率とその基本的な法則 

確率の意味や基本的な法則についての理解を深め，それらを用いて

事象の確率を求めること。また，確率を事象の考察に活用すること。 



 

 
 

 

■公式理解(15)・（16） 

最小公倍数や不定方程式の

整数解を求めることができ

る。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

整
数
の
性
質 

数学 A 

ア 約数と倍数 

素因数分解を用いた公約数や公倍数の求め方を理解し，整数に関連

した事象を論理的に考察し表現すること。 

イ ユークリッドの互除法 

整数の除法の性質に基づいてユークリッドの互除法の仕組みを理

解し，それを用いて二つの整数の最大公約数を求めること。また，二

元一次不定方程式の解の意味について理解し，簡単な場合についてそ

の整数解を求めること。 

■公式利用(1)・（2） 

・数の性質や公式を利用し

て，やや複雑な数式の操作を

行うことができる。 

 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ  

ア 数と集合 

(ア) 実数 

数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をす

ること。 

(イ) 集合 

集合と命題に関する基本的な概念を理解し，それを事象の考察に活

用すること 

イ 式 

(ア) 式の展開と因数分解 
二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め，式を多面的にみ

たり目的に応じて式を適切に変形したりすること。 



 

 
 

 

■公式利用(3)・(4) 

文字定数を含む二次関数に

ついて，関数を決定すること

ができる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 
事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数

のグラフの特徴について理解すること。 

イ 二次関数の値の変化 

(ア) 二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や

最小値を求めたりすること。 
 

■公式利用(5)・(6) 

三角形の性質や定理を利用

して辺の長さを求めること

ができる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図

形
と
計
量 

数学Ⅰ 

ア 三角比 

(ウ) 正弦定理・余弦定理 
正弦定理や余弦定理について理解し，それらを用いて三角形の辺の

長さや角の大きさを求めること。 

■公式利用(7)・(8) 

定理・公式を利用して，やや

複雑な事象の場合の数や確

率を求めることができる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学 A  

ア 場合の数 

(イ) 順列・組合せ 
具体的な事象の考察を通して順列及び組合せの意味について理解

し，それらの総数を求めること。 

イ 確率 

(ア) 確率とその基本的な法則 
確率の意味や基本的な法則についての理解を深め，それらを用いて

事象の確率を求めること。また，確率を事象の考察に活用すること。 



 

 
 

 

■公式利用(9)・(10) 

整数の性質を利用して，余り

や最大公約数などを求める

ことができる。 

 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

整
数
の
性
質 

数学 A 

ア 約数と倍数 

素因数分解を用いた公約数や公倍数の求め方を理解し，整数に関連

した事象を論理的に考察し表現すること。 

イ ユークリッドの互除法 

整数の除法の性質に基づいてユークリッドの互除法の仕組みを理

解し，それを用いて二つの整数の最大公約数を求めること。また，二

元一次不定方程式の解の意味について理解し，簡単な場合についてそ

の整数解を求めること。 

■応用力〔1〕 

文字定数を含む二次関数に

ついて，立式したり関数を決

定したりすることができる。 

【設問数】4 問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数

のグラフの特徴について理解すること。 

イ 二次関数の値の変化 

(ア) 二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や

最小値を求めたりすること。 

(イ) 二次方程式・二次不等式 

二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解すると

ともに，数量の関係を二次不等式で表し二次関数のグラフを利用して

その解を求めること。 

■応用力〔2〕 

三角形の性質や定理を利用

して，辺の長さや円の半径を

求めることができる。 

【設問数】4 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 
図
形

と
計
量 

数学Ⅰ 

ア 三角比 

(ウ) 正弦定理・余弦定理 
正弦定理や余弦定理について理解し，それらを用いて三角形の辺の

長さや角の大きさを求めること。 
 



 

 
 

 

■公式理解(1)・(2) 

二次方程式の解と係数の関

係や剰余の定理について理

解できている。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

い
ろ
い
ろ
な
式 

数学Ⅱ 

イ 高次方程式 

(ア) 複素数と二次方程式 

数を複素数まで拡張する意義を理解し，複素数の四則計算をするこ

と。また，二次方程式の解の種類の判別及び解と係数の関係について

理解すること。 

(イ) 因数定理と高次方程式 

因数定理について理解し，簡単な高次方程式の解を因数定理などを

用いて求めること。 

■公式理解(3)・(4) 

点と直線の距離を求める公

式や領域について理解でき

ている。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
方
程
式 

数学Ⅱ 

ア 直線と円 

(ア) 点と直線 

座標を用いて，平面上の線分を内分する点，外分する点の位置や二

点間の距離を表すこと。また，座標平面上の直線を方程式で表し，そ

れを二直線の位置関係などの考察に活用すること。 

イ 軌跡と領域 

軌跡について理解し，簡単な場合について軌跡を求めること。また，

簡単な場合について，不等式の表す領域を求めたり領域を不等式で表

したりすること。 

■公式理解(5)・(6) 

三角関数を含む方程式を解

いたり，三角関数を合成した

りすることができる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

（
４
） 

三
角
関
数 

数学Ⅱ 

イ 三角関数 

(イ) 三角関数の基本的な性質 

三角関数について，相互関係などの基本的な性質を理解すること。 

ウ 三角関数の加法定理 

三角関数の加法定理を理解し，それを用いて 2倍角の公式を導くこ

と。 



 

 
 

 

■公式理解(7)・(8) 

指数関数や対数関数につい

て，計算方法やグラフを理解

できている。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

指
数
関
数
・
対
数
関
数 

数学Ⅱ 

ア 指数関数 

(イ) 指数関数とそのグラフ 

指数関数とそのグラフの特徴について理解し，それらを事象の考察

に活用すること。 

数学Ⅱ 

イ 対数関数 

(ア) 対数 

対数の意味とその基本的な性質について理解し，簡単な対数の計算

をすること。 

■公式理解(9)・(10) 

導関数や不定積分について

理解できている。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

（
５
） 

微
分
・
積
分
の
考
え 

数学Ⅱ 

ア 微分の考え 

(イ) 導関数の応用 

導関数を用いて関数の値の増減や極大・極小を調べ，グラフの概形

をかくこと。また，微分の考えを事象の考察に活用すること。 

イ 積分の考え 

(ア) 不定積分と定積分 

不定積分及び定積分の意味について理解し，関数の定数倍，和及び

差の不定積分や定積分を求めること。 

■公式理解(11)～(13) 

いろいろな数列の和を求め

ることができる。 

【設問数】3 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

数
列 

数学 B 

ア 数列とその和 

(ア) 等差数列と等比数列 

等差数列と等比数列について理解し，それらの一般項及び和を求め

ること。 

(イ) いろいろな数列 

いろいろな数列の一般項や和について，その求め方を理解し，事象

の考察に活用すること。 



 

 
 

 

■公式理解(14)～(16) 

ベクトルの内積や位置ベク

トルについて理解できてい

る。 

【設問数】3 問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

ベ
ク
ト
ル 

数学 B 

ア 平面上のベクトル 

(ア) ベクトルとその演算 

ベクトルの意味，相等，和，差，実数倍，位置ベクトル及びベクト

ルの成分表示について理解すること。 

(イ) ベクトルの内積 

ベクトルの内積及びその基本的な性質について理解し，それらを平

面図形の性質などの考察に活用すること。 

■公式利用(1) 

三次方程式の解を求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

（
１
） 

い
ろ
い
ろ

な
式 

数学Ⅱ 
イ 高次方程式 
(イ) 因数定理と高次方程式 

因数定理について理解し，簡単な高次方程式の解を因数定理などを
用いて求めること。 

■公式利用(2) 

点の軌跡を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

（
２
） 

図

形
と
方
程
式 

数学Ⅱ 

イ 軌跡と領域 
軌跡について理解し，簡単な場合について軌跡を求めること。また，

簡単な場合について，不等式の表す領域を求めたり領域を不等式で表
したりすること。 

■公式利用(3) 

三角関数のとり得る値の範

囲を求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

（
４
） 

三
角

関
数 

数学Ⅱ 
イ 三角関数 
(ア) 三角関数とそのグラフ 

三角関数とそのグラフの特徴について理解すること。 
ウ 三角関数の加法定理 

三角関数の加法定理を理解し，それを用いて 2倍角の公式を導くこ
と。 

■公式利用(4)・（5） 

指数関数や対数関数を含む

方程式の解を求めることが

できる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

 

（
３
） 
指
数
関
数
・

対
数
関
数 

数学Ⅱ 

ア 指数関数 

(イ) 指数関数とそのグラフ 
指数関数とそのグラフの特徴について理解し，それらを事象の考察

に活用すること。 
イ 対数関数 
(イ) 対数関数とそのグラフ 

対数関数とそのグラフの特徴について理解し，それらを事象の考察
に活用すること。 



 

 
 

 

■公式利用(6) 

放物線で囲まれる部分の面

積を求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択 

 

（
５
） 

微
分
・
積

分
の
考
え 

数学Ⅱ 
イ 積分の考え 
(イ) 面積 

定積分を用いて直線や関数のグラフで囲まれた図形の面積を求め
ること。 

■公式利用(7)・(8) 

数列の和の式から一般項や

最大値を求めることができ

る。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

数
列 

数学 B 

ア 数列とその和 

(ア) 等差数列と等比数列 
等差数列と等比数列について理解し，それらの一般項及び和を求め

ること。 

(イ) いろいろな数列 
いろいろな数列の一般項や和について，その求め方を理解し，事象

の考察に活用すること。 

■公式利用(9)・(10) 

ベクトルの性質や条件をも

とに，大きさなどを求めるこ

とができる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

ベ
ク
ト
ル 

数学 B 

ア 平面上のベクトル 

(ア) ベクトルとその演算 

ベクトルの意味，相等，和，差，実数倍，位置ベクトル及びベクト

ルの成分表示について理解すること。 

(イ) ベクトルの内積 

ベクトルの内積及びその基本的な性質について理解し，それらを平

面図形の性質などの考察に活用すること。 



 

 
 

 

■応用力〔1〕 

三角形や円の性質を用いて

点の軌跡を求め，動点と定点

がつくる三角形の面積を求

めることができる。 

【設問数】4 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
方
程
式 

数学Ⅱ 

ア 直線と円 

(ア) 点と直線 

座標を用いて，平面上の線分を内分する点，外分する点の位置や二

点間の距離を表すこと。また，座標平面上の直線を方程式で表し，そ

れを二直線の位置関係などの考察に活用すること。 

(イ) 円の方程式 

座標平面上の円を方程式で表し，それを円と直線の位置関係などの

考察に活用すること。 

イ 軌跡と領域 

軌跡について理解し，簡単な場合について軌跡を求めること。また，

簡単な場合について，不等式の表す領域を求めたり領域を不等式で表

したりすること。 

■応用力〔2〕 

接線の方程式や，放物線で囲

まれる部分の面積を求める

ことができる。 

【設問数】4 問 

【出題形式】選択式 

 

（
５
） 

微
分
・
積
分
の

考
え 

数学Ⅱ 
ア 微分の考え 
(イ) 導関数の応用 

導関数を用いて関数の値の増減や極大・極小を調べ，グラフの概形
をかくこと。また， 
微分の考えを事象の考察に活用すること。 

イ 積分の考え 
(イ) 面積 

定積分を用いて直線や関数のグラフで囲まれた図形の面積を求め
ること。 

■数学的表現 

日常的な事象において，与え

られた状況を読み取り，適切

な関数をつくることができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】短答式 

 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数の

グラフの特徴について理解すること。 

 

 

 



 

 
 

 

■数学的表現 

日常的な事象の文脈におけ

る，条件の変化によって，最

大値がどのように変化する

かを把握することができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 
事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数の 

グラフの特徴について理解すること。 

イ 二次関数の値の変化 

(ア) 二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や

最小値を求めたりすること。 

■数学的表現 

日常的な事象において，複数

の条件から新たな数式をつ

くり，思考プロセスを説明し

課題を解決することができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】記述式 

 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 
事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数の 

グラフの特徴について理解すること。 

イ 二次関数の値の変化 

(ア)  二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や

最小値を求めたりすること。 

〔課題学習〕 

 (1)，(2)，(3)及び(4)の内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活
と関連付けたり発展させたりするなどして，生徒の関心や意欲を高める課
題を設け，生徒の主体的な学習を促し，数学のよさを認識できるようにす
る。 



（様式４） 

 
測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 1 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し、英語語彙を正しく使用する

ことができる。 

 

 

【設問数】10 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 10 問 

【CEFR】A1 程度 

 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

2内容 

(1) ウ 読むこと 

（ア）文字や符号を識別し，正しく読むこと。 

（イ）書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現されるように

音読すること。 

・文レベルで英文内容を理解

し、文法を正しく使用すること

ができる。 

【設問数】25 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 25 問 

【CEFR】A1 程度 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルの英文を、正しい文

法・語彙・語法知識から再構築

することができる。 

【設問数】5 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式（整序） 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 5 問 

【CEFR】A1 程度 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

2内容 

(1) ウ 読むこと 

（ア）文字や符号を識別し，正しく読むこと。 

（イ）書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現されるように

音読すること。 

エ 書くこと 

（ア）文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正しく書くこと。 

（イ）語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 

 

・ある程度のまとまりのある会

話文を読んで、会話の内容を推

測したり、会話の内容に合わせ

て文レベルで再構築したりする

ことができる。 

 

 

【設問数】2 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 2 問 

【CEFR】A1 程度 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

2 内容 

(1) ウ 読むこと 

（ア）文字や符号を識別し，正しく読むこと。 

（イ）書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現されるように

音読すること。 

（ウ）物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 

（エ）伝言や手紙などの文章から書き手の意向を理解し，適切に応じる 

こと。 

（オ）話の内容や書き手の意見などに対して感想を述べたり賛否やその理由

を示したりなどすることができるよう，書かれた内容や考え方などをとらえ

ること。 

【設問数】2 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式（文整序） 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 2 問 

【CEFR】A1 程度 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・まとまりのある文章を読ん

で、その内容、テーマや概要

をとらえることができる。 

 

【設問数】6 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 6 問 

【CEFR】A1 程度 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

2 内容 

(1) ウ 読むこと 

（ア）文字や符号を識別し，正しく読むこと。 

（イ）書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現されるように

音読すること。 

（ウ）物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 

（エ）伝言や手紙などの文章から書き手の意向を理解し，適切に応じる 

こと。 

（オ）話の内容や書き手の意見などに対して感想を述べたり賛否やその理由

を示したりなどすることができるよう，書かれた内容や考え方などをとら

えること 

・与えられた情報を正しく読み

取り、英語で描写したり、自分

の意見を簡潔に英語で表現した

りすることができる。 

【設問数】2 問（程度） 

【出題形式】 

 記述式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 2 問 

【CEFR】A1 程度 

書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

2 内容 

(1) エ 書くこと 

（ア）文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正しく書くこと。 

（イ）語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 

（ウ）聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり，感想，賛否やそ

の理由を書いたりなどすること。 

（エ）身近な場面における出来事や体験したことなどについて，自分の考え

や気持ちなどを書くこと。 

 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・会話や説明文などを聞いて、

その場面や状況、内容を聞き取

ることができる。 

 

【設問数】7 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 7 問 

【CEFR】A1 程度 

聞
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

2 内容 

(1)  ア 聞くこと 

（ア）強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴を

とらえ，正しく聞き取ること。 

（イ）自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて，情報を正確

に聞き取ること。 

（オ）まとまりのある英語を聞いて，概要や要点を適切に聞き取ること。 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・日常的な話題や社会的な話題

で、「やり取り」や「発表」をす

ることができる。 

【設問数】４問～７問（程度） 
【出題形式】 
スピーキング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 ４問～７問

（程度） 
【CEFR】A１～２程度 

 
 

※スピーキング試験は実施せず 

話
す
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

2 内容 

(1) イ 話すこと 

（ア）強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の

特徴をとらえ，正しく発音すること。 

（イ）自分の考えや気持ち，事実などを聞き手に正しく伝えるこ

と。 

（ウ）聞いたり読んだりしたことなどについて，問答したり意見を

述べ合ったりなどすること。 

 





（様式４） 

 
測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し、英語語彙を正しく使用する

ことができる。 

 

 

【設問数】10 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 5 問 

コミュニケーション

英語Ⅰ 5 問 

【CEFR】A1 程度 

 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

2 内容 

(1) ウ 読むこと 

（ア）文字や符号を識別し，正しく読むこと。 

（イ）書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現されるように

音読すること。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ 

2 内容 

(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情

報や考えなどについて，簡潔に書く。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら

読んだり書いたりすること。 

 

・文レベルで英文内容を理解

し、文法を正しく使用すること

ができる。 

【設問数】25 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 5 問 

コミュニケーション

英語Ⅰ 20 問 

【CEFR】A1～A2 程度 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルの英文を、正しい文

法・語彙・語法知識から再構築

することができる。 

【設問数】5 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式（整序） 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 1 問 

コミュニケーション

英語Ⅰ 4 問 

【CEFR】A1～A2 程度 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

2内容 

(1)ウ 読むこと 

（ア）文字や符号を識別し，正しく読むこと。 

（イ）書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現されるように

音読すること。 

エ 書くこと 

（ア）文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正しく書くこと。 

（イ）語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ 

2 内容 

(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情

報や考えなどについて，簡潔に書く。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら

読んだり書いたりすること。 

 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・ある程度のまとまりのある会

話文を読んで、文脈に合わせて

会話の内容を推測したり、会話

の内容に合わせ文レベルで会話

を再構築したりすることができ

る。 

【設問数】2 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

コミュニケーション

英語Ⅰ 2 問 

【CEFR】A1～A2 程度 

読
む
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点

をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら

読んだり書いたりすること。 

【設問数】2 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式（文整序） 

【出題数の割合】 

コミュニケーション

英語Ⅰ 2 問 

【CEFR】A1～A2 程度 

・まとまりのある文章の説明や

物語などを読んで、その内

容、テーマや概要をとらえる

ことができる。 

 

【設問数】6 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

サンプル問題 1 

 

【出題数の割合】 

コミュニケーション

英語Ⅰ 6 問 

【CEFR】A1～A2 程度 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・与えられた情報を正しく読み

取り、英語で描写したり、自分

の意見を簡潔に英語で表現した

りすることができる。 

【設問数】2 問（程度） 

【出題形式】 

 記述式 

【出題数の割合】 

コミュニケーション

英語Ⅰ 2 問 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

サンプル問題 2 

 

書
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 

2 内容 

(1) エ  聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，

情報や考えなどについて，簡潔に書く。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しなが

ら読んだり書いたりすること。 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・会話や説明文を聞いて、その

場面や状況、内容を聞き取るこ

とができる。 

 

【設問数】7 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

サンプル問題 3 

 

【出題数の割合】 

コミュニケーション

英語Ⅰ 7 問 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

聞
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 

2 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解

したり，概要や要点をとらえたりする。 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・日常的な話題や社会的な話題

で、「やり取り」や「発表」をす

ることができる。 

【設問数】４問～７問（程度） 
【出題形式】 
スピーキング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 ３問～５問

（程度） 
コミュニケーション英語Ⅰ 

１問～２問（程度） 

【CEFR】A１～２程度 

 

サンプル問題 4 
 

※スピーキング試験は実施せず 

話
す
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

2 内容 

(1) イ 話すこと 

（ア） 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の

特徴をとらえ，正しく発音すること。 

（イ） 自分の考えや気持ち，事実などを聞き手に正しく伝えること。 

（ウ） 聞いたり読んだりしたことなどについて，問答したり意見

を述べ合ったりなどすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，

概要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読

する。 

ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づ

き，情報や考えなどについて，話し合ったり意見の交換をしたり

する。 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話

す速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりするこ

と。 

 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 2 年 2 回-3 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し、英語語彙を正しく使用する

ことができる。 

 
 

【設問数】10 問(程度) 
【出題形式】 

 選択式 
 
【出題数の割合】 

コミュニケーション

英語Ⅰ 5 問程度 

コミュニケーション

英語Ⅱ 5 問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 

2 内容 

 (1)  イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や

要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 

エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報

や考えなどについて，簡潔に書く。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しなが

ら読んだり書いたりすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅱ 

2 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情報や考えなど

を理解したり，概要や要点をとらえたりする。 

エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や

考えなどについて，まとまりのある文章を書く。 

(2) ウ 未知の語の意味を推測したり背景となる知識を活用したりしながら

聞いたり読んだりすること。 

エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように話したり書い

たりすること。 

・文レベルで英文内容を理解

し、文法を正しく使用すること

ができる。 

【設問数】25 問(程度) 
【出題形式】 

 選択式 
 
【出題数の割合】 

コミュニケーション

英語Ⅰ 12 問程度 

コミュニケーション

英語Ⅱ 13 問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルの英文を、正しい文

法・語彙・語法知識から再構築

することができる。 

【設問数】5 問(程度) 
【出題形式】 

 選択式(整序) 

【出題数の割合】 

コミュニケーション

英語Ⅰ 3 問程度 

コミュニケーション

英語Ⅱ 2 問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 

2 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解した

り，概要や要点をとらえたりする。 

エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や

考えなどについて，簡潔に書く。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら

読んだり書いたりすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅱ 

2 内容 

(1)エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情

報や考えなどについて，まとまりのある文章を書く。 

(2) ウ 未知の語の意味を推測したり背景となる知識を活用したりしながら

聞いたり読んだりすること。 

エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように話したり書い

たりすること。 
 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・まとまりのある文章の説明や

物語などを読んで、テーマや

概要、展開などをとらえるこ

とができる。 

 

【設問数】9 問(程度) 
【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

コミュニケーション

英語Ⅰ 4 問程度 

コミュニケーション

英語Ⅱ 5 問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

読
む
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 

2 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要

点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 
 

コミュニケーション英語Ⅱ 

2 内容 

(1) イ 説明，評論，物語，随筆などについて，速読したり精読したりするな

ど目的に応じた読み方をする。また，聞き手に伝わるように音読や暗唱を行 

う。 

(2) イ 論点や根拠などを明確にするとともに，文章の構成や図表との関連な

どを考えながら読んだり書いたりすること。 

ウ 未知の語の意味を推測したり背景となる知識を活用したりしながら聞い

たり読んだりすること。 
 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・与えられた情報を正しく読み

取り、英語で描写したり、自分

の意見を簡潔に英語で表現した

りすることができる。 

【設問数】2 問(程度) 
【出題形式】 

 記述式 

【出題数の割合】 

コミュニケーション

英語Ⅰ 2 問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

書
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 

2 内容 

(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情

報や考えなどについて，簡潔に書く。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しなが

ら読んだり書いたりすること。 

 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・会話や説明文を聞いて、その

場面や状況、内容を聞き取るこ

とができる。 

 

【設問数】18 問(程度) 
【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

【出題数の割合】 

コミュニケーション

英語Ⅰ 10 問 

コミュニケーション

英語Ⅱ 8 問 
 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

聞
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 

2 内容 

(1)ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解し

たり，概要や要点をとらえたりする。 

 

コミュニケーション英語Ⅱ 

2 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情報や考えな

どを理解したり，概要や要点をとらえたりする。 

(2) ア 英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら聞いたり話

したりすること。 

ウ 未知の語の意味を推測したり背景となる知識を活用したりしながら聞

いたり読んだりすること。 

 
  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・日常的な話題や社会的な話題

で、「やり取り」や「発表」をす

ることができる。 

【設問数】４問～７問（程度） 
【出題形式】 
スピーキング 
【出題数の割合】 
コミュニケーション英語Ⅰ 

３～５問（程度） 
コミュニケーション英語Ⅱ 

１問～２問（程度） 
【CEFR】A1～2 程度 
 

※スピーキング試験は実施せず 

話
す
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 

2 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解した

り，概要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるよう

に音読する。 

ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基

づき，情報や考えなどについて，話し合ったり意見の交換をし

たりする。 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，

話す速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりす

ること。 

 

コミュニケーション英語Ⅱ 

2 内容 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したこと

に基づき，情報や考えなどについて，話し合うなどして結論を

まとめる。 

(2) ア 英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら聞

いたり話したりすること。 

エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように話

したり書いたりすること。 

 

 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート β タイプ 1 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、漢字

や語彙（類義語・対義語、同音

異義語、多義語、抽象語の使い

方など）、及び言葉のきまり（口

語文法など）を理解し、適切に

使うことができる。 

【設問数】15 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事

項
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第 1学年〕 
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 
イ 言葉の特徴や決まりに関する事項 
（ウ） 事象や行為などを表す多様な語句について理解を深めるとと

もに、話や文章の中の語彙について関心をもつこと。 
 
中学校学習指導要領 国語〔第 2学年〕 
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 
イ 言葉の特徴や決まりに関する事項 
（イ） 抽象的な概念を表す語句、類義語と対義語、同音異義語や多

義的な意味を表す語句などについて理解し、語感を磨き語彙を

豊かにすること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章の

内容を的確に読み取り、筆者の

主張やその主張の根拠をとら

え、目的や視点に応じて、複数

の情報を比較・統合したり、読

み取った情報を関連付け・組み

合わせるなどして文章の主題

をより深くとらえることがで

きる。 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3学年〕 
Ｃ 読むこと 

ア 文脈の中における語句の効果的な使い方など、表現上の工夫に注

意して読むこと。 
イ 文章の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとら

え、内容の理解に役立てること。 

 

文学的な文章について、描かれ

ている人物、情景、心情などを

表現に即して読み取ることが

できる。 

【設問数】5 問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3学年〕 
Ｃ 読むこと 

ア 文脈の中における語句の効果的な使い方など、表現上の工夫に注

意して読むこと。 
イ 文章の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとら

え、内容の理解に役立てること。 
ウ 文章を読み比べるなどして、構成や展開、表現の仕方について評

価すること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）を読むにあ

たり、必要な文語の決まり（自

立語・付属語の知識）や、基礎

的な古語・古典常識を理解する

ことができる。 

【設問数】11 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第 1学年〕 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

ア 伝統的な言語文化に関する事項 

（ア） 文語のきまりや訓読の仕方を知り、古文や漢文を音読して、

古典特有のリズムを味わいながら、古典の世界に触れること。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第 3学年〕 

Ｃ 読むこと 

ア 文脈の中における語句の効果的な使い方など、表現上の工夫に注

意して読むこと。 
イ 文章の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとら

え、内容の理解に役立てること。 

 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

  （ア） 歴史的背景などに注意して古典を読み、その世界に親しむこ

と。 



 

 

古典の文章（古文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に即

して読み取り、文章の内容を要

約することができる。 

【設問数】6 問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第 1学年〕 

Ｃ 読むこと 

イ 文章の中心的な部分と付加的な部分、事実と意見などとを読み分

け、目的や必要に応じて要約したり要旨をとらえたりすること。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第 3学年〕 

Ｃ 読むこと 

ア 文脈の中における語句の効果的な使い方など、表現上の工夫に注

意して読むこと。 
イ 文章の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとら

え、内容の理解に役立てること。 

 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

  （ア） 歴史的背景などに注意して古典を読み、その世界に親しむこ

と。 

  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

複数のテクストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情報

に着目し、取捨選択して的確に

取り出して説明したり、その内

容を比較したうえで、論拠を示

しながら考えを形成して説明

することができる。 

【設問数】1 問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3学年〕 

Ｃ 読むこと 

 ア 文脈の中における語句の効果的な使い方など、表現上の工夫に注意

して読むこと。 

 イ 文脈の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとらえ、

内容の理解に役立てること。 

ウ 文章を読み比べるなどして、構成や展開、表現の仕方について評価

すること。 

【設問数】2 問（程度） 

【出題形式】記述式 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3学年〕 

Ｂ 書くこと 

 イ 論理の展開を工夫し、資料を適切に引用するなどして、説得力のあ

る文章を書くこと。 

 ウ 書いた文章を読み返し、文章全体を整えること。 

 

Ｃ 読むこと 

 ア 文脈の中における語句の効果的な使い方など、表現上の工夫に注意

して読むこと。 

 イ 文脈の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとらえ、

内容の理解に役立てること。 

ウ 文章を読み比べるなどして、構成や展開、表現の仕方について評価す

ること。 

 





（様式 4） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート β タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、漢字

や語彙（類義語・対義語、同音

異義語、多義語、抽象語の使い

方など）、及び言葉のきまり（口

語文法など）を理解し、適切に

使うことができる。 

【設問数】15 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る

事
項
〕 国語総合 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 イ 言葉の特徴や決まりに関する事項 

ア 国語における言葉の成り立ち、表現の特色及び言語の役割などを

理解すること。 

  イ 文や文章の組み立て、語句の意味、用法及び表記の仕方などを理

解し、語彙を豊かにすること。 

 ウ 漢字に関する事項 

  ア 常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字が書けるようになること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章の

内容を的確に読み取り、筆者の

主張やその主張の根拠をとら

え、目的や視点に応じて、複数

の情報を比較・統合したり、読

み取った情報を関連付け・組み

合わせるなどして文章の主題

をより深くとらえることがで

きる。 

【設問数】5 問（程度） 

【出題形式】選択式 

 

 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要

約や詳述をしたりすること。 

 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価した

り、書き手の意図をとらえたりすること。 

文学的な文章について、描かれ

ている人物、情景、心情などを

表現に即して読み取ることが

できる。 

【設問数】5 問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要

約や詳述をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わう

こと。 

 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価した

り、書き手の意図をとらえたりすること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）を読むにあ

たり、必要な文語の決まり（自

立語・付属語の知識）や、基礎

的な古語・古典常識を理解する

ことができる。 

【設問数】12 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の

特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

（ア） 言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい

て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

  （イ） 文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

古典の文章（古文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に即

して読み取り、文章の内容を要

約することができる。 

【設問数】5 問（程度） 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約

や詳述をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わうこ

と。 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

  （ア） 言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい

て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

  （イ） 文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）を読むにあ

たり、必要な訓読の決まりや、

基礎的な語句・句形を理解する

ことができる。 

※漢文は 2 年 1 回のみ

となります 

【設問数】15 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の

特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

（ア） 言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい

て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

  （イ） 文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

古典の文章（漢文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に即

して読み取り、文章の内容を要

約することができる。 

※漢文は 2 年 1 回のみ

となります 

【設問数】6 問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約

や詳述をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わうこ

と。 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

  （ア） 言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい

て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

  （イ） 文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

複数のテクストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情報

に着目し、取捨選択して的確に

取り出して説明したり、その内

容を比較したうえで、論拠を示

しながら考えを形成して説明

することができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 2 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約

や詳述をしたりすること。 

 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価した

り、書き手の意図をとらえたりすること。 

【設問数】2 問(程度) 

【出題形式】記述式 
サンプル問題 2 

 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｂ 書くこと 

 イ 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自分の考えを文章に  

まとめること。 

 ウ 対象を明確に説明したり描写したりするなど、適切な表現の仕方を 

考えて書くこと。 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約 

や詳述をしたりすること。 

 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価した  

り、書き手の意図をとらえたりすること。 

 オ 幅広く本や文章を読み、情報を得て用いたり、ものの見方、感じ 

方、考え方を豊かにしたりすること。 

 





（様式 4） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について  

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート β タイプ 2 年 2 回-3 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、漢字

や語彙（類義語・対義語、同音

異義語、多義語、抽象語の使い

方など）、及び言葉のきまり（口

語文法など）を理解し、適切に

使うことができる。 

【設問数】15 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る

事
項
〕 

国語総合 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 イ 言葉の特徴や決まりに関する事項 

（ア） 国語における言葉の成り立ち、表現の特色及び言語の役割な

どを理解すること。 

  （イ） 文や文章の組み立て、語句の意味、用法及び表記の仕方など

を理解し、語彙を豊かにすること。 

 ウ 漢字に関する事項 

  （ア） 常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字が書けるようになるこ

と。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章の

内容を的確に読み取り、筆者の

主張やその主張の根拠をとら

え、目的や視点に応じて、複数

の情報を比較・統合したり、読

み取った情報を関連付け・組み

合わせるなどして文章の主題

をより深くとらえることがで

きる。 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要

約や詳述をしたりすること。 

 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価した

り、書き手の意図をとらえたりすること。 

文学的な文章について、描かれ

ている人物、情景、心情などを

表現に即して読み取ることが

できる。 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要

約や詳述をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わう

こと。 

 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価した

り、書き手の意図をとらえたりすること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）を読むにあ

たり、必要な文語の決まり（自

立語・付属語の知識）や、基礎

的な古語・古典常識を理解する

ことができる。 

【設問数】13 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の

特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

（ア） 言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい

て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

  （イ） 文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

古典の文章（古文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に即

して読み取り、文章の内容を要

約することができる。 

【設問数】6問（程度） 

【出題形式】選択式 

古
典
Ａ 

イ 

古
典
Ｂ 

ア
・
イ
・
ウ
・
エ 

古典Ａ 

イ 古典特有の表現を味わったり、古典の言葉と現代の言葉とのつなが

りについて理解したりすること。 

 

古典Ｂ 

ア 古典に用いられている語句の意味、用法及び文の構造を理解するこ

と。 

イ 古典を読んで、内容を構成や展開に即して的確にとらえること。 

ウ 古典を読んで、人間、社会、自然などに対する思想や感情を的確に

とらえ、ものの見方、感じ方、考え方を豊かにすること。 

エ 古典の内容や表現の特色を理解して読み味わい、作品の価値につい

て考察すること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）を読むにあ

たり、必要な訓読の決まりや、

基礎的な語句・句形を理解する

ことができる。 

【設問数】14 問（程度） 

【出題形式】選択式 

古
典
Ａ 

イ 

古
典
Ｂ 

ア 

古典Ａ 

イ 古典特有の表現を味わったり、古典の言葉と現代の言葉とのつなが

りについて理解したりすること。 

 

古典Ｂ 

ア 古典に用いられている語句の意味、用法及び文の構造を理解するこ

と。 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に即

して読み取り、文章の内容を要

約することができる。 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】選択式 

古
典
Ａ 

イ
・
ウ
・
エ 

古
典
Ｂ 

ア
・
イ
・
ウ
・
エ
・
オ 

古典Ａ 

イ 古典特有の表現を味わったり、古典の言葉と現代の言葉とのつなが

りについて理解したりすること。 

ウ 古典などを読んで、言語文化の特質や我が国の文化と中国の文化と

の関係について理解すること。 

エ 伝統的な言語文化についての課題を設定し、様々な資料を読んで探

究して、我が国の伝統と文化について理解を深めること。 

 

古典Ｂ 

ア 古典に用いられている語句の意味、用法及び文の構造を理解するこ

と。 

イ 古典を読んで、内容を構成や展開に即して的確にとらえること。 

ウ 古典を読んで、人間、社会、自然などに対する思想や感情を的確に

とらえ、ものの見方、感じ方、考え方を豊かにすること。 

エ 古典の内容や表現の特色を理解して読み味わい、作品の価値につい

て考察すること。 

オ 古典を読んで、我が国の文化の特質や我が国の文化と中国の文化と

の関係について理解を深めること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

複数のテクストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情報

に着目し、取捨選択して的確に

取り出して説明したり、その内

容を比較したうえで、論拠を示

しながら考えを形成して説明

することができる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約

や詳述をしたりすること。 

 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価した

り、書き手の意図をとらえたりすること。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】記述式 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｂ 書くこと 

 イ 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自分の考えを文章にま

とめること。 

 ウ 対象を明確に説明したり描写したりするなど、適切な表現の仕方を

考えて書くこと。 

 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約

や詳述をしたりすること。 

 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価した

り、書き手の意図をとらえたりすること。 

 オ 幅広く本や文章を読み、情報を得て用いたり、ものの見方、感じ

方、考え方を豊かにしたりすること。 

 



(様式 4) 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 1 年 1 回 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■公式利用(1)～(6) 

・やや複雑な文字式や平方

根を含む式の計算，式の展

開，因数分解を行うことがで

きる。 
・与えられた文章をもとに

一次方程式や連立方程式，二

次方程式を立式し，解くこと

ができる。 

【設問数】6 問 

【出題形式】選択式 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第 1学年〕 
2A (3) 

ウ 簡単な一元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で活用

すること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2A (1) 
ア 簡単な整式の加法，減法及び単項式の乗法，除法の計算をすること。 

2A (2)  

ウ 簡単な連立二元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で

活用すること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 
2A (1)  

イ 数の平方根を含む簡単な式の計算をすること。  

2A (2)  

イ 簡単な一次式の乗法の計算及び次の公式を用いる簡単な式の展開

や因数分解をすること。 

 
 
 
 
 

 
2A (3)  

エ 二次方程式を具体的な場面で活用すること。 



 

 
 

 

■公式利用(7)～(9) 

・与えられた文章や条件を

もとに一次関数の立式や決

定ができる。 
・関数 y=ax2において，条件

をもとに変域を求めること

ができる。 

【設問数】3 問 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 
2C (1) 

ウ 二元一次方程式を関数を表す式とみること。  
エ 一次関数を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2C (1) 

イ 関数 y=ax2について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解する
こと。  

■公式利用(10)～(12) 

三角形の相似や円周角の定

理を用いて，線分の比や角

度，体積を求めることができ

る。 

【設問数】3 問 

【出題形式】選択式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2B (1) 

イ 三角形の相似条件などを基にして図形の基本的な性質を論理的に

確かめること。  

ウ 平行線と線分の比についての性質を見いだし，それらを確かめるこ

と。  

エ 基本的な立体の相似の意味と，相似な図形の相似比と面積比及び体

積比の関係について理解すること。  

2B (2) 

イ 円周角と中心角の関係を具体的な場面で活用すること。 

■公式利用(13)・(14) 

・条件を満たす場合の確率

を求めることができる。 
・標本調査の考えをもとに，

数を推定することができる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

 

Ｄ 

資
料
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2D (1) 

イ 確率を用いて不確定な事象をとらえ説明すること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2D (1) 

イ 簡単な場合について標本調査を行い，母集団の傾向をとらえ説明

すること。 



 

 
 

 

■応用力〔1〕 

与えられた条件から，直線や

放物線の方程式，点の座標な

どを求めることができる。 

【設問数】4 問 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2C (1) 

イ 一次関数について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解する

こと。 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2C (1) 

イ 関数 y=ax2について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解する

こと。   

ウ 関数 y=ax2を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。 

■応用力〔2〕 

与えられた図と条件を理解

し，相似や三平方の定理を利

用しながら，線分の長さや面

積を求めることができる。 

【設問数】4 問 

【出題形式】選択式 

 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2B (1) 

ウ 平行線と線分の比についての性質を見いだし，それらを確かめるこ

と。  

2B  (3) 

イ 三平方の定理を具体的な場面で活用すること。 



 

 
 

 

■総合力 

・関数や三角形の定理・性質

を利用して，点の座標などを

求めることができる。 

・直線や平行線の性質を利

用して，図形の面積やその比

を求めることができる。 

 

【出題形式】8 問 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

関
数 

Ｂ 

図
形 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2B (1) 
ア 平行線や角の性質を理解し，それに基づいて図形の性質を確かめ

説明すること。  

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2A (3) 
エ 二次方程式を具体的な場面で活用すること。 

2B (1) 
エ 基本的な立体の相似の意味と，相似な図形の相似比と面積比及び体

積比の関係について理解すること。  

2B (3) 
イ 三平方の定理を具体的な場面で活用すること。 

2C (1) 
イ 関数 y=ax2について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解する

こと。   

■数学的表現 

日常的な事象において，与え

られた状況を読み取り，適切

な数式を表すことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】短答式 

 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2A (1) 

(1) 具体的な事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式

に表現したり式の意味を読み取ったりする能力を養うとともに，文字を用

いた式の四則計算ができるようにする。 

イ 文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明できることを理解

すること。 

ウ 目的に応じて，簡単な式を変形すること。 

■数学的表現 

日常的な事象において，条件

から文字を含む関係式をつ

くり予想やそれを確認する

ことを通して，考察の対象を

明確に捉えることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】記述式 

 

 



 

 
 

 

 



(様式 4)  

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 （複数の選択大問があるため，受検者の多い受検パターンを記載） 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 



 
 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■公式利用(1)～(6) 

・公式や数の性質を用いて，

やや複雑な式の計算や因数

分解ができる。 

・与えられた文章から一次

不等式を立式し，解を求める

ことができる。 

・条件を満たす集合を求め，

その命題の真偽を判断する

ことができる。 

 

【設問数】6 問 

【出題形式】選択式 

 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

ア 数と集合 

(イ) 集合 

集合と命題に関する基本的な概念を理解し，それを事象の考察に活

用すること。 

イ 式 

(ア) 式の展開と因数分解 
二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め，式を多面的にみ

たり目的に応じて式を適切に変形したりすること。 

(イ) 一次不等式 
不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解

を求めたり一次不等式を事象の考察に活用したりすること。 

■公式利用(7)～（10） 

積の法則，順列や組合せの考

え方などを用いて，並び方や

組み分けなどの場合の数を

求めることができる。 

【設問数】4 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

場
合
の
数
と

確
率 

数学Ａ 

ア 場合の数 

(ア) 数え上げの原則 
集合の要素の個数に関する基本的な関係や和の法則，積の法則に

ついて理解すること。 

(イ) 順列・組合せ 
具体的な事象の考察を通して順列及び組合せの意味について理

解し，それらの総数を求めること。 



 
 

■応用力〔1〕 

与えられた条件をもとに一

次不等式を解き，値を求めた

り，その範囲を適切に表現し

たりすることができる。 

【設問数】4 問 

【出題形式】選択式 

 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

ア 数と集合 

(ア) 実数 

数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をす

ること。 

イ 式 

(ア) 式の展開と因数分解 

二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め，式を多面的に

みたり目的に応じて式を適切に変形したりすること。 

(イ) 一次不等式 

不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の

解を求めたり一次不等式を事象の考察に活用したりすること。 

■応用力〔2〕 

定義域が変化するときの 2
次関数の最大値や最小値に

ついて，定義域に注意しなが

ら考察することができる。 

【設問数】4 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題１ 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 
事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数のグ

ラフの特徴について理解すること。 
イ 二次関数の値の変化 
（ア） 二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や

最小値を求めたりすること。 



 
 

■総合力 
動点からつくられる図形を

把握し，面積と時間の関係を

関数の式で表し条件を満た

す数を求めることができる。 

【設問数】8 問 
【出題形式】選択式 
 

（
１
） 

数
と
式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 
(1) 数と式 
ア 数と集合 
(ア)  実数 

数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をす

ること。 
(イ) 一次不等式 

不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解

を求めたり一次不等式を事象の考察に活用したりすること。 
(3) 二次関数 
ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数の
グラフの特徴について理解すること。 

イ 二次関数の値の変化 
(ア)  二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や

最小値を求めたりすること。 
■数学的表現 

日常的な事象において，与え

られた状況を読み取り，適切

な関数をつくることができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】短答式 

サンプル問題 2問 1 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数の

グラフの特徴について理解すること。 

■数学的表現 

日常的な事象の文脈におけ

る，条件の変化によって，最

大値がどのように変化する

かを把握することができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 2問 2 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 
事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数の 

グラフの特徴について理解すること。 

イ 二次関数の値の変化 

(ア)  二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や

最小値を求めたりすること。 



 
 

■数学的表現 

日常的な事象において，複数

の条件から新たな数式をつ

くり，思考プロセスを説明し

課題を解決することができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】記述式 

サンプル問題 2問 3 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 
事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数の 

グラフの特徴について理解すること。 

イ 二次関数の値の変化 

(ア)  二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や

最小値を求めたりすること。 

〔課題学習〕 

 (1)，(2)，(3)及び(4)の内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活
と関連付けたり発展させたりするなどして，生徒の関心や意欲を高める課
題を設け，生徒の主体的な学習を促し，数学のよさを認識できるようにす
る。 



 
 

 



(様式 4)  

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 2 年 2 回-3 年 1 回 （複数の選択大問があるため，受検者の多い受検パターンを記載） 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 



 

 
 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■公式利用(1)・（2） 

・数の性質や公式を利用し

て，式の計算ができる。 

・条件を満たす集合を求め

たり，命題の真偽を判断した

りすることができる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ  

ア 数と集合 

(ア) 実数 

数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をす

ること。 

(イ) 集合 

集合と命題に関する基本的な概念を理解し，それを事象の考察に活

用すること 

イ 式 

(ア) 式の展開と因数分解 
二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め，式を多面的にみ

たり目的に応じて式を適切に変形したりすること。 

■公式利用(3)・(4) 

文字定数を含む二次関数に

ついて，関数を決定すること

ができる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 
事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数

のグラフの特徴について理解すること。 

イ 二次関数の値の変化 

(ア) 二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や

最小値を求めたりすること。 
 

■公式利用(5)・(6) 

三角形の性質や定理を利用

して辺の長さを求めること

ができる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図

形
と
計
量 

数学Ⅰ 

ア 三角比 

(ウ) 正弦定理・余弦定理 
正弦定理や余弦定理について理解し，それらを用いて三角形の辺の

長さや角の大きさを求めること。 



 

 
 

■公式利用(7)・(8) 

知識を利用して，やや複雑な

事象の場合の数や確率を求

めることができる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学 A  

ア 場合の数 

(イ) 順列・組合せ 
具体的な事象の考察を通して順列及び組合せの意味について理解

し，それらの総数を求めること。 

イ 確率 

(ア) 確率とその基本的な法則 
確率の意味や基本的な法則についての理解を深め，それらを用いて

事象の確率を求めること。また，確率を事象の考察に活用すること。 

■公式利用(9)・(10) 

整数の性質を利用して，余り

や最大公約数などを求める

ことができる。 

 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

整
数
の
性
質 

数学 A 

ア 約数と倍数 

素因数分解を用いた公約数や公倍数の求め方を理解し，整数に関連

した事象を論理的に考察し表現すること。 

イ ユークリッドの互除法 

整数の除法の性質に基づいてユークリッドの互除法の仕組みを理

解し，それを用いて二つの整数の最大公約数を求めること。また，二

元一次不定方程式の解の意味について理解し，簡単な場合についてそ

の整数解を求めること。 

■公式利用(1) 

三次方程式の解を求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

（
１
） 

い
ろ
い
ろ

な
式 

数学Ⅱ 
イ 高次方程式 
(イ) 因数定理と高次方程式 

因数定理について理解し，簡単な高次方程式の解を因数定理などを
用いて求めること。 

■公式利用(2) 

点の軌跡を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

（
２
） 

図

形
と
方
程
式 

数学Ⅱ 

イ 軌跡と領域 
軌跡について理解し，簡単な場合について軌跡を求めること。また，

簡単な場合について，不等式の表す領域を求めたり領域を不等式で表
したりすること。 



 

 
 

■公式利用(3) 

三角関数のとり得る値の範

囲を求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

（
４
） 

三
角

関
数 

数学Ⅱ 
イ 三角関数 
(ア) 三角関数とそのグラフ 

三角関数とそのグラフの特徴について理解すること。 
ウ 三角関数の加法定理 

三角関数の加法定理を理解し，それを用いて 2倍角の公式を導くこ
と。 

■公式利用(4)・（5） 

指数関数や対数関数を含む

方程式の解を求めることが

できる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

 

（
３
） 

指
数
関
数
・

対
数
関
数 

数学Ⅱ 

ア 指数関数 

(イ) 指数関数とそのグラフ 
指数関数とそのグラフの特徴について理解し，それらを事象の考察

に活用すること。 
イ 対数関数 
(イ) 対数関数とそのグラフ 

対数関数とそのグラフの特徴について理解し，それらを事象の考察
に活用すること。 

■公式利用(6) 

放物線で囲まれる部分の面

積を求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択 

 

（
５
） 

微
分
・
積

分
の
考
え 

数学Ⅱ 
イ 積分の考え 
(イ) 面積 

定積分を用いて直線や関数のグラフで囲まれた図形の面積を求め
ること。 

■公式利用(7)・(8) 

数列の和の式から一般項や

最大値を求めることができ

る。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

数
列 

数学 B 

ア 数列とその和 

(ア) 等差数列と等比数列 
等差数列と等比数列について理解し，それらの一般項及び和を求め

ること。 

(イ) いろいろな数列 
いろいろな数列の一般項や和について，その求め方を理解し，事象

の考察に活用すること。 



 

 
 

■公式利用(9)・(10) 

ベクトルの性質や条件をも

とに，大きさなどを求めるこ

とができる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

ベ
ク
ト
ル 

数学 B 

ア 平面上のベクトル 

(ア) ベクトルとその演算 

ベクトルの意味，相等，和，差，実数倍，位置ベクトル及びベクト

ルの成分表示について理解すること。 

(イ) ベクトルの内積 

ベクトルの内積及びその基本的な性質について理解し，それらを平

面図形の性質などの考察に活用すること。 

■応用力〔1〕 

三角形の性質や定理を利用

して，辺の長さや円の半径を

求めることができる。 

【設問数】4 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形

と
計
量 

数学Ⅰ 

ア 三角比 

(ウ) 正弦定理・余弦定理 
正弦定理や余弦定理について理解し，それらを用いて三角形の辺の

長さや角の大きさを求めること。 
 

■応用力〔2〕 

与えられた条件を満たす組

合せの確率を求めることが

できる。 

【設問数】4 問 
【出題形式】選択式 
 

（
１
） 

場
合

の
数
と
確
率 

数学 A 
イ 確率 
(ア) 確率とその基本的な法則 

確率の意味や基本的な法則についての理解を深め，それらを用いて

事象の確率を求めること。また，確率を事象の考察に活用すること。 
■応用力〔1〕 

接線の方程式や，放物線で囲

まれる部分の面積を求める

ことができる。 

【設問数】4 問 

【出題形式】選択式 

 

（
５
） 

微
分
・
積
分
の

考
え 

数学Ⅱ 
ア 微分の考え 
(イ) 導関数の応用 

導関数を用いて関数の値の増減や極大・極小を調べ，グラフの概形
をかくこと。また， 
微分の考えを事象の考察に活用すること。 

イ 積分の考え 
(イ) 面積 

定積分を用いて直線や関数のグラフで囲まれた図形の面積を求め
ること。 



 

 
 

■応用力〔2〕 
2 つの数列の一般項を求め，

それらを組み合わせてでき

る新たな数列の和を求める

ことができる。 

【設問数】4 問 
【出題形式】選択式 
 

（
２
） 

数
列 

数学 B 
ア 数列とその和 
(ア) 等差数列と等比数列 

等差数列と等比数列について理解し，それらの一般項及び和を求め

ること。 
(イ) いろいろな数列 

いろいろな数列の一般項や和について，その求め方を理解し，事象の

考察に活用すること。 
■総合力 
三角関数を 2 次関数に帰着

させ，最大・最小や直線との

共有点の個数などを求める

ことができる。 
 

【設問数】8 問 
【出題形式】選択式 
 

（
４
） 

三
角
関
数 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 
ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数の
グラフの特徴について理解すること。 

イ 二次関数の値の変化 
(ア) 二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や

最小値を求めたりすること。 
(イ) 二次方程式・二次不等式 

二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解するとと
もに，数量の関係を二次不等式で表し二次関数のグラフを利用してそ
の解を求めること。 

数学Ⅱ 
イ 三角関数 
(ア) 三角関数とそのグラフ 

三角関数とそのグラフの特徴について理解すること。 
ウ 三角関数の加法定理 

三角関数の加法定理を理解し，それを用いて 2 倍角の公式を導くこと。 



 

 
 

■総合力 
円の存在条件や軌跡，円の通

過領域の面積などを求める

ことができる。 

【設問数】8 問 
【出題形式】選択式 
 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

（
２
） 

図
形
と
方
程
式 

数学Ⅰ 
ア 三角比 
(ア) 鋭角の三角比 

鋭角の三角比の意味と相互関係について理解すること。 
(イ) 鈍角の三角比 

三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し，鋭角の三角比の値を用い

て鈍角の三角比の値を求めること。  
数学Ⅱ 
ア 直線と円 
(ア) 点と直線 

座標を用いて，平面上の線分を内分する点，外分する点の位置や二点

間の距離を表すこと。また，座標平面上の直線を方程式で表し，それを

二直線の位置関係などの考察に活用すること。 
(イ) 円の方程式 

座標平面上の円を方程式で表し，それを円と直線の位置関係などの

考察に活用すること。 
イ 軌跡と領域 

軌跡について理解し，簡単な場合について軌跡を求めること。また，

簡単な場合について，不等式の表す領域を求めたり領域を不等式で表し

たりすること。 
■数学的表現 

日常的な事象において，与え

られた状況を読み取り，適切

な関数をつくることができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】短答式 

 

（
３
） 

二
次

関
数 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数の

グラフの特徴について理解すること。 



 

 
 

■数学的表現 

日常的な事象の文脈におけ

る，条件の変化によって，最

大値がどのように変化する

かを把握することができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 
事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数の 

グラフの特徴について理解すること。 

イ 二次関数の値の変化 

(ア) 二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や

最小値を求めたりすること。 

■数学的表現 

日常的な事象において，複数

の条件から新たな数式をつ

くり，思考プロセスを説明し

課題を解決することができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】記述式 

 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 
事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数の 

グラフの特徴について理解すること。 

イ 二次関数の値の変化 

(ア)  二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や

最小値を求めたりすること。 

〔課題学習〕 

 (1)，(2)，(3)及び(4)の内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活と
関連付けたり発展させたりするなどして，生徒の関心や意欲を高める課題
を設け，生徒の主体的な学習を促し，数学のよさを認識できるようにする。 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 1 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し、英語語彙を正しく使用する

ことができる。 

 
 

【設問数】10 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 10 問 
【CEFR】A1 程度 

 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(1) ウ 読むこと 
（ア）文字や符号を識別し，正しく読むこと。 
（イ）書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現されるように

音読すること。 

・文レベルで英文内容を理解

し、文法を正しく使用すること

ができる。 

【設問数】25 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 25 問 
【CEFR】A1 程度 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・文レベルの英文を、正しい文

法・語彙・語法知識から再構築

することができる。 

【設問数】5 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式（整序） 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 5 問 
【CEFR】A1 程度 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

２ 内容 
(1) ウ 読むこと 
（ア）文字や符号を識別し，正しく読むこと。 
（イ）書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現されるように

音読すること。 
エ 書くこと 
（ア）文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正しく書くこと。 
（イ）語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 
 

・ある程度のまとまりのある会

話文を読んで、会話の内容を推

測したり、会話の内容に合わせ

て文レベルで再構築したりする

ことができる。 

【設問数】２問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 2 問 
【CEFR】A1 程度 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

２ 内容 
(1) ウ 読むこと 
（ア）文字や符号を識別し，正しく読むこと。 
（イ）書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現されるように

音読すること。 
（ウ）物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 
（エ）伝言や手紙などの文章から書き手の意向を理解し，適切に応じること。 
（オ）話の内容や書き手の意見などに対して感想を述べたり賛否やその理由

を示したりなどすることができるよう，書かれた内容や考え方などをとら

えること。 【設問数】２問（程度） 
【出題形式】 
 選択式（文整序） 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 2 問 
【CEFR】A1 程度 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・まとまりのある文章の説明や

物語などを読んで、その内

容、テーマや概要をとらえる

ことができる。 

 

【設問数】６問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 6 問 
【CEFR】A1 程度 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

２ 内容 
(1) ウ 読むこと 
（ア）文字や符号を識別し，正しく読むこと。 
（イ）書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現されるように

音読すること。 
（ウ）物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 
（エ）伝言や手紙などの文章から書き手の意向を理解し，適切に応じる 
こと。 

（オ）話の内容や書き手の意見などに対して感想を述べたり賛否やその理由

を示したりなどすることができるよう，書かれた内容や考え方などをとら

えること 
・与えられた情報を正しく読み

取り、英語で描写したり、自分

の意見を簡潔に英語で表現した

りすることができる。 

【設問数】2 問（程度） 
【出題形式】 
 記述式 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 2 問 
【CEFR】A1 程度 

書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 
(1) エ 書くこと 
（ア）文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正しく書くこと。 
（イ）語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 
（ウ）聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり，感想，賛否やそ

の理由を書いたりなどすること。 
（エ）身近な場面における出来事や体験したことなどについて，自分の考え

や気持ちなどを書くこと。 
 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・会話や説明文を聞いて、その

場面や状況、内容を聞き取るこ

とができる。 

 

【設問数】７問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
※リスニング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 7 問 

【CEFR】A1 程度 

聞
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(1)  ア 聞くこと 
（ア）強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴を

とらえ，正しく聞き取ること。 
（イ）自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて，情報を正確

に聞き取ること。 
（オ）まとまりのある英語を聞いて，概要や要点を適切に聞き取ること。 
 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・日常的な話題や社会的な話題

で、「やり取り」や「発表」をす

ることができる。 

【設問数】４問～７問（程度） 
【出題形式】 
スピーキング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 ４問～７問

（程度） 

【CEFR】A1 程度 
 

※スピーキング試験は実施せず 

話
す
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

２内容 
(1) イ 話すこと 

（ア） 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声

の特徴をとらえ，正しく発音すること。 

（イ） 自分の考えや気持ち，事実などを聞き手に正しく伝える

こと。 

（ウ） 聞いたり読んだりしたことなどについて，問答したり意

見を述べ合ったりなどすること。 

 





（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し、英語語彙を正しく使用する

ことができる。 

 
 

【設問数】10 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 5 問 
コミュニケーション

英語Ⅰ 5 問 
【CEFR】A1 程度 

 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(1) ウ 読むこと 
（ア）文字や符号を識別し，正しく読むこと。 
（イ）書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現されるように

音読すること。 
 
コミュニケーション英語Ⅰ 
 (1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要

点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 
エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報

や考えなどについて，簡潔に書く。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら

読んだり書いたりすること。 
 

・文レベルで英文内容を理解

し、文法を正しく使用すること

ができる。 

【設問数】25 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 5 問 
コミュニケーション

英語Ⅰ ２0 問 
【CEFR】A1~A2 程度 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・文レベルの英文を、正しい文

法・語彙・語法知識から再構築

することができる。 

【設問数】5 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式（整序） 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 1 問 
コミュニケーション

英語Ⅰ 4 問 

【CEFR】A1~A2 程度 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(1) ウ 読むこと 
（ア）文字や符号を識別し，正しく読むこと。 
（イ）書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現されるように

音読すること。 
エ 書くこと 
（ア）文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正しく書くこと。 
（イ）語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 
 
コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点

をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 
エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報

や考えなどについて，簡潔に書く。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しなが

ら読んだり書いたりすること。 
 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・ある程度のまとまりのある会

話文を読んで、文脈に合わせた

会話の内容を推測したり、会話

の内容に合わせて文レベルで再

構築したりすることができる。 

【設問数】２問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
コミュニケーション

英語Ⅰ 2 問 
【CEFR】A1~A2 程度 

読
む
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
 (1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要

点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 
 (2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しなが

ら読んだり書いたりすること。 

【設問数】２問（程度） 
【出題形式】 
 選択式（文整序） 
【出題数の割合】 
コミュニケーション

英語Ⅰ 2 問 
【CEFR】A1~A2 程度 

・まとまりのある文章の説明や

物語などを読んで、その内

容、テーマや概要をとらえる

ことができる。 

 

【設問数】６問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
サンプル問題１ 

 
【出題数の割合】 
コミュニケーション

英語Ⅰ 6 問 
【CEFR】A1~A2 程度 

読
む
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1)  イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要

点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 
 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・与えられた情報を正しく読み

取り、英語で描写したり、自分

の意見を簡潔に英語で表現した

りすることができる。 

【設問数】2 問（程度） 
【出題形式】 
 記述式 
サンプル問題２ 

 

【出題数の割合】 
コミュニケーション

英語Ⅰ 2 問 
【CEFR】A1~A2 程度 

書
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情

報や考えなどについて，簡潔に書く。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しなが

ら読んだり書いたりすること。 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・会話や説明文を聞いて、その

場面や状況、内容を聞き取るこ

とができる。 

 

【設問数】７問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
※リスニング 

サンプル問題３ 
 
【出題数の割合】 
コミュニケーション

英語Ⅰ 7 問 

【CEFR】A1～A2 程

度 

 

聞
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解し

たり，概要や要点をとらえたりする。 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資
質・能⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は

事項 科目名及び内容 

・日常的な話題や社会

的な話題で、「やり取り」

や「発表」をすることが

できる。 

【設問数】４問～７問（程度） 
【出題形式】 
スピーキング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 ３～５問（程度） 
コミュニケーション英語Ⅰ １問

～２問（程度） 

【CEFR】A1～2 程度 

 

サンプル問題 4 
 

※スピーキング試験は実施せず 

話
す
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 
(1) イ 話すこと 

（ア） 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声

の特徴をとらえ，正しく発音すること。 

（イ） 自分の考えや気持ち，事実などを聞き手に正しく伝えるこ

と。 

（ウ） 聞いたり読んだりしたことなどについて，問答したり意見

を述べ合ったりなどすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ 
(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，

概要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読

する。 
ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基

づき，情報や考えなどについて，話し合ったり意見の交換をした

りする。 
(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話

す速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりする

こと。 

 



（様式４） 

 

 
 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：(株)ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 2 年 2 回-3 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し、英語語彙を正しく使用する

ことができる。 

 
 

【設問数】10 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
コミュニケーション

英語Ⅰ 5 問程度 
コミュニケーション

英語Ⅱ 5 問程度 
【CEFR】A1~A2 程度 

 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点

をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 
エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や

考えなどについて，簡潔に書く。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら

読んだり書いたりすること。 
 
コミュニケーション英語Ⅱ 
2 内容 
(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情

報や考えなどについて，まとまりのある文章を書く。 
(2) ウ 未知の語の意味を推測したり背景となる知識を活用したりしながら

聞いたり読んだりすること。 
エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように話したり書い

たりすること。 

・文レベルで英文内容を理解

し、文法を正しく使用すること

ができる。 

【設問数】25 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
コミュニケーション

英語Ⅰ 12 問程度 
コミュニケーション

英語Ⅱ 13 問程度 
【CEFR】A1~A2 程度 

 



（様式４） 

 

 
 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・文レベルの英文を、正しい文

法・語彙・語法知識から再構築

することができる。 

【設問数】5 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式（整序） 
【出題数の割合】 
コミュニケーション

英語Ⅰ 3 問程度 
コミュニケーション

英語Ⅱ 2 問程度 
【CEFR】A1~A2 程度 

 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1)  イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要
点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 

エ聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や

考えなどについて，簡潔に書く。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら

読んだり書いたりすること。 
 
コミュニケーション英語Ⅱ 
2 内容 
(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情

報や考えなどについて，まとまりのある文章を書く。 
(2) ウ 未知の語の意味を推測したり背景となる知識を活用したりしながら

聞いたり読んだりすること。 
エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように話したり書い

たりすること。 
 



（様式４） 

 

 
 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・まとまりのある文章の説明や

物語などを読んで、テーマや

概要、展開などをとらえるこ

とができる。 

 

【設問数】13 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
 
【出題数の割合】 
コミュニケーション

英語Ⅰ 6 問程度 
コミュニケーション

英語Ⅱ 7 問程度 
【CEFR】A1~A2 程度 

 

読
む
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点

をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 
 
コミュニケーション英語Ⅱ 
2 内容 
(1) イ 説明，評論，物語，随筆などについて，速読したり精読したりするな

ど目的に応じた読み方をする。また，聞き手に伝わるように音読や暗唱を行

う。 
(2) イ 論点や根拠などを明確にするとともに，文章の構成や図表との関連な

どを考えながら読んだり書いたりすること。 
ウ 未知の語の意味を推測したり背景となる知識を活用したりしながら聞い

たり読んだりすること。 
 

  



（様式４） 

 

 
 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・与えられた情報を正しく読み

取り、英語で描写したり、自分

の意見を簡潔に英語で表現した

りすることができる。 

【設問数】2 問（程度） 
【出題形式】 
 記述式 
【出題数の割合】 
コミュニケーション

英語Ⅰ 2 問程度 
【CEFR】A1~A2 程度 

 

書
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 
(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情

報や考えなどについて，簡潔に書く。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しなが

ら読んだり書いたりすること。 
 
コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 
(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情

報や考えなどについて，まとまりのある文章を書く。 
(2) イ 論点や根拠などを明確にするとともに，文章の構成や図表との関連な

どを考えながら読んだり書いたりすること。 
エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように話したり書い

たりすること。 
 

  



（様式４） 

 

 
 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・会話や説明文を聞いて、その

場面や状況、内容を聞き取るこ

とができる。 

 

【設問数】18 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
※リスニング 
【出題数の割合】 
コミュニケーション

英語Ⅰ 9 問 
コミュニケーション

英語Ⅱ 9 問 

【CEFR】A1～A2 程

度 

 

聞
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２内容 
(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解し

たり，概要や要点をとらえたりする。 
 
コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 
(1) ア 事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情報や考えな

どを理解したり，概要や要点をとらえたりする。 
(2) ア 英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら聞いたり話し

たりすること。 
ウ 未知の語の意味を推測したり背景となる知識を活用したりしながら聞

いたり読んだりすること。 
 

  



（様式４） 

 

 
 

 

測定しようとする資
質・能⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・日常的な話題や社会

的な話題で、「やり取り」

や「発表」をすることが

できる。 

【設問数】４問～７問（程度） 
【出題形式】 
スピーキング 
【出題数の割合】 
コミュニケーション英語Ⅰ 

３～５問（程度） 
コミュニケーション英語Ⅱ 

１問～２問（程度） 
【CEFR】A1～2 程度 
 

※スピーキング試験は実施せず 

話
す
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要

や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 
ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，

情報や考えなどについて，話し合ったり意見の交換をしたりする。 
(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速

度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりすること。 
 
コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 
(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づ

き，情報や考えなどについて，話し合うなどして結論をまとめる。 
(2)  ア 英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら聞いた

り話したりすること。 
エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように話したり

書いたりすること。 
 

 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート θ タイプ 1 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、漢字

や語彙（類義語・対義語、同音

異義語、多義語、抽象語の使い

方など）、及び言葉のきまり（口

語文法など）を理解し、適切に

使うことができる。 

【設問数】15 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る

事
項
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第 1学年〕 
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 
イ 言葉の特徴や決まりに関する事項 
（ウ） 事象や行為などを表す多様な語句について理解を深めるとと

もに、話や文章の中の語彙について関心をもつこと。 
 

中学校学習指導要領 国語〔第 2学年〕 
イ 言葉の特徴や決まりに関する事項 
（イ） 抽象的な概念を表す語句、類義語と対義語、同音異義語や多

義的な意味を表す語句などについて理解し、語感を磨き語彙を

豊かにすること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章の

内容を的確に読み取り、筆者の

主張やその主張の根拠をとら

え、目的や視点に応じて、複数

の情報を比較・統合したり、読

み取った情報を関連付け・組み

合わせるなどして文章の主題

をより深くとらえることがで

きる。 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3学年〕 
Ｃ 読むこと 

ア 文脈の中における語句の効果的な使い方など、表現上の工夫に注

意して読むこと。 
イ 文章の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとら

え、内容の理解に役立てること。 

 

文学的な文章について、描かれ

ている人物、情景、心情などを

表現に即して読み取ることが

できる。 

【設問数】5 問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3学年〕 
Ｃ 読むこと 

ア 文脈の中における語句の効果的な使い方など、表現上の工夫に注

意して読むこと。 
イ 文章の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとら

え、内容の理解に役立てること。 
ウ 文章を読み比べるなどして、構成や展開、表現の仕方について評

価すること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）を読むにあ

たり、必要な文語の決まり（自

立語・付属語の知識）や、基礎

的な古語・古典常識を理解する

ことができる。 

【設問数】11 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第 1学年〕 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

ア 伝統的な言語文化に関する事項 

（ア）文語のきまりや訓読の仕方を知り、古文や漢文を音読して、古典

特有のリズムを味わいながら、古典の世界に触れること。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第 3学年〕 

Ｃ 読むこと 

ア 文脈の中における語句の効果的な使い方など、表現上の工夫に注

意して読むこと。 
イ 文章の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとら

え、内容の理解に役立てること。 

 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

 （ア）歴史的背景などに注意して古典を読み、その世界に親しむこと。 



 

 

古典の文章（古文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に即

して読み取り、文章の内容を要

約することができる。 

【設問数】6 問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第 1学年〕 

Ｃ 読むこと 

イ 文章の中心的な部分と付加的な部分、事実と意見などとを読み分

け、目的や必要に応じて要約したり要旨をとらえたりすること。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第 3学年〕 

Ｃ 読むこと 

ア 文脈の中における語句の効果的な使い方など、表現上の工夫に注

意して読むこと。 
イ 文章の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとら

え、内容の理解に役立てること。 

 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

 （ア）歴史的背景などに注意して古典を読み、その世界に親しむこと。 

  

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

複数のテクストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情報

に着目し、取捨選択して的確に

取り出して説明したり、その内

容を比較したうえで、論拠を示

しながら考えを形成して説明

することができる。 

【設問数】1 問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3学年〕 

Ｃ 読むこと 

 ア 文脈の中における語句の効果的な使い方など、表現上の工夫に注意

して読むこと。 

 イ 文脈の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとらえ、

内容の理解に役立てること。 

ウ 文章を読み比べるなどして、構成や展開、表現の仕方について評価

すること。 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

【設問数】2 問（程度） 

【出題形式】記述式 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3学年〕 

Ｂ 書くこと 

 イ 論理の展開を工夫し、資料を適切に引用するなどして、説得力のあ

る文章を書くこと。 

 ウ 書いた文章を読み返し、文章全体を整えること。 

 

Ｃ 読むこと 

 ア 文脈の中における語句の効果的な使い方など、表現上の工夫に注意

して読むこと。 

 イ 文脈の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとらえ、

内容の理解に役立てること。 

ウ 文章を読み比べるなどして、構成や展開、表現の仕方について評価す

ること。 

 





（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート θ タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、漢字

や語彙（類義語・対義語、同音

異義語、多義語、抽象語の使い

方など）、及び言葉のきまり（口

語文法など）を理解し、適切に

使うことができる。 

【設問数】15 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る

事
項
〕 

国語総合 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 イ 言葉の特徴や決まりに関する事項 

（ア） 国語における言葉の成り立ち、表現の特色及び言語の役割な

どを理解すること。 

  （イ） 文や文章の組み立て、語句の意味、用法及び表記の仕方など

を理解し、語彙を豊かにすること。 

 ウ 漢字に関する事項 

  （ア） 常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字が書けるようになるこ

と。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章の

内容を的確に読み取り、筆者の

主張やその主張の根拠をとら

え、目的や視点に応じて、複数

の情報を比較・統合したり、読

み取った情報を関連付け・組み

合わせるなどして文章の主題

をより深くとらえることがで

きる。 

【設問数】5 問（程度） 

【出題形式】選択式 

 

 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要

約や詳述をしたりすること。 

 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価した

り、書き手の意図をとらえたりすること。 

文学的な文章について、描かれ

ている人物、情景、心情などを

表現に即して読み取ることが

できる。 

【設問数】5 問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要

約や詳述をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わう

こと。 

 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価した

り、書き手の意図をとらえたりすること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）を読むにあ

たり、必要な文語の決まり（自

立語・付属語の知識）や、基礎

的な古語・古典常識を理解する

ことができる。 

【設問数】12 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の

特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

（ア） 言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい

て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

  （イ） 文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

古典の文章（古文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に即

して読み取り、文章の内容を要

約することができる。 

【設問数】5 問（程度） 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約

や詳述をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わうこ

と。 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

  （ア） 言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい

て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

  （イ） 文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）を読むにあ

たり、必要な訓読の決まりや、

基礎的な語句・句形を理解する

ことができる。 

※漢文は 2 年 1 回のみ

となります 

【設問数】15 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の

特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

（ア） 言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい

て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

  （イ） 文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

古典の文章（漢文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に即

して読み取り、文章の内容を要

約することができる。 

※漢文は 2 年 1 回のみ

となります 

【設問数】6 問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約

や詳述をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わうこ

と。 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

  （ア） 言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい

て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

  （イ） 文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

複数のテクストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情報

に着目し、取捨選択して的確に

取り出して説明したり、その内

容を比較したうえで、論拠を示

しながら考えを形成して説明

することができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 2 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約

や詳述をしたりすること。 

 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価した

り、書き手の意図をとらえたりすること。 

【設問数】2 問(程度) 

【出題形式】記述式 
サンプル問題 2 

 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｂ 書くこと 

 イ 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自分の考えを文章に  

まとめること。 

 ウ 対象を明確に説明したり描写したりするなど、適切な表現の仕方を 

考えて書くこと。 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約 

や詳述をしたりすること。 

 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価した  

り、書き手の意図をとらえたりすること。 

 オ 幅広く本や文章を読み、情報を得て用いたり、ものの見方、感じ 

方、考え方を豊かにしたりすること。 

 





（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート θ タイプ 2 年 2 回-3 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、漢字

や語彙（類義語・対義語、同音

異義語、多義語、抽象語の使い

方など）、及び言葉のきまり（口

語文法など）を理解し、適切に

使うことができる。 

【設問数】15 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る

事
項
〕 

国語総合 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 イ 言葉の特徴や決まりに関する事項 

（ア） 国語における言葉の成り立ち、表現の特色及び言語の役割な

どを理解すること。 

  （イ） 文や文章の組み立て、語句の意味、用法及び表記の仕方など

を理解し、語彙を豊かにすること。 

 ウ 漢字に関する事項 

  （ア） 常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字が書けるようになるこ

と。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章の

内容を的確に読み取り、筆者の

主張やその主張の根拠をとら

え、目的や視点に応じて、複数

の情報を比較・統合したり、読

み取った情報を関連付け・組み

合わせるなどして文章の主題

をより深くとらえることがで

きる。 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要

約や詳述をしたりすること。 

 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価した

り、書き手の意図をとらえたりすること。 

文学的な文章について、描かれ

ている人物、情景、心情などを

表現に即して読み取ることが

できる。 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要

約や詳述をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わう

こと。 

 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価した

り、書き手の意図をとらえたりすること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）を読むにあ

たり、必要な文語の決まり（自

立語・付属語の知識）や、基礎

的な古語・古典常識を理解する

ことができる。 

【設問数】13 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の

特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

（ア） 言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい

て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

  （イ） 文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

古典の文章（古文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に即

して読み取り、文章の内容を要

約することができる。 

【設問数】6問（程度） 

【出題形式】選択式 

古
典
Ａ 

イ 

古
典
Ｂ 

ア
・
イ
・
ウ
・
エ 

古典Ａ 

イ 古典特有の表現を味わったり、古典の言葉と現代の言葉とのつなが

りについて理解したりすること。 

 

古典Ｂ 

ア 古典に用いられている語句の意味、用法及び文の構造を理解するこ

と。 

イ 古典を読んで、内容を構成や展開に即して的確にとらえること。 

ウ 古典を読んで、人間、社会、自然などに対する思想や感情を的確に

とらえ、ものの見方、感じ方、考え方を豊かにすること。 

エ 古典の内容や表現の特色を理解して読み味わい、作品の価値につい

て考察すること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）を読むにあ

たり、必要な訓読の決まりや、

基礎的な語句・句形を理解する

ことができる。 

【設問数】14 問（程度） 

【出題形式】選択式 

古
典
Ａ 

イ 

古
典
Ｂ 

ア 

古典Ａ 

イ 古典特有の表現を味わったり、古典の言葉と現代の言葉とのつなが

りについて理解したりすること。 

 

古典Ｂ 

ア 古典に用いられている語句の意味、用法及び文の構造を理解するこ

と。 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に即

して読み取り、文章の内容を要

約することができる。 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】選択式 

古
典
Ａ 

イ
・
ウ
・
エ 

古
典
Ｂ 

ア
・
イ
・
ウ
・
エ
・
オ 

古典Ａ 

イ 古典特有の表現を味わったり、古典の言葉と現代の言葉とのつなが

りについて理解したりすること。 

ウ 古典などを読んで、言語文化の特質や我が国の文化と中国の文化と

の関係について理解すること。 

エ 伝統的な言語文化についての課題を設定し、様々な資料を読んで探

究して、我が国の伝統と文化について理解を深めること。 

 

古典Ｂ 

ア 古典に用いられている語句の意味、用法及び文の構造を理解するこ

と。 

イ 古典を読んで、内容を構成や展開に即して的確にとらえること。 

ウ 古典を読んで、人間、社会、自然などに対する思想や感情を的確に

とらえ、ものの見方、感じ方、考え方を豊かにすること。 

エ 古典の内容や表現の特色を理解して読み味わい、作品の価値につい

て考察すること。 

オ 古典を読んで、我が国の文化の特質や我が国の文化と中国の文化と

の関係について理解を深めること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

複数のテクストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情報

に着目し、取捨選択して的確に

取り出して説明したり、その内

容を比較したうえで、論拠を示

しながら考えを形成して説明

することができる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約

や詳述をしたりすること。 

 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価した

り、書き手の意図をとらえたりすること。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】記述式 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｂ 書くこと 

 イ 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自分の考えを文章にま

とめること。 

 ウ 対象を明確に説明したり描写したりするなど、適切な表現の仕方を

考えて書くこと。 

 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約

や詳述をしたりすること。 

 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価した

り、書き手の意図をとらえたりすること。 

 オ 幅広く本や文章を読み、情報を得て用いたり、ものの見方、感じ

方、考え方を豊かにしたりすること。 

 



(様式 4)  

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 1 年 1 回  

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 



 

 
 
 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■公式理解(1)～(11) 

・累乗の表し方，文字を用い

た式，展開の公式，平方根を

理解して，簡単な式の計算や

式の展開など数式を正しく

操作することができる。 

 

【設問数】11 問 
【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第 1学年〕 

2A (2) 

イ 文字を用いた式における乗法と除法の表し方を知ること。  

2A (3) 

ウ 簡単な一元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で活用

すること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2A (2)  

ウ 簡単な連立二元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で

活用すること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2A (1) 

イ 数の平方根を含む簡単な式の計算をすること。 

2A (2)  

イ 簡単な一次式の乗法の計算及び次の公式を用いる簡単な式の展開

や因数分解をすること。 

 

2A (3) 

イ 因数分解したり平方の形に変形したりして二次方程式を解くこと。 

ウ 解の公式を知り，それを用いて二次方程式を解くこと。  



 

 
 
 

■公式理解(12)～(16) 

・比例・反比例，一次関数，

関数 y=ax2 などのグラフの

特徴や式の変化ついて理解

することができる。 

【設問数】5 問 
【出題形式】選択式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第 1学年〕 

2C (1) 

イ 比例，反比例の意味を理解すること。  

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2C (1) 

イ 一次関数について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解するこ

と。  

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2C (1) 

イ 関数 y=ax2について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解する

こと。  

■公式理解(17)～(21) 

・平行線の錯角や同位角，三

角形の相似，三平方の定理に

ついて理解し，具体的な角度

や線分の長さを求めること

ができる。 

【設問数】5 問 
【出題形式】選択式 
 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第 1学年〕 

2B (2) 

ウ 扇形の弧の長さと面積並びに基本的な柱体，錐(すい)体及び球の表

面積と体積を求めること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2B (1) 

ア 平行線や角の性質を理解し，それに基づいて図形の性質を確かめ説

明すること。  

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2B (1) 

イ 三角形の相似条件などを基にして図形の基本的な性質を論理的に

確かめること。  

2B (3)  

イ 三平方の定理を具体的な場面で活用すること。 



 

 
 
 

■公式理解(22)～(25) 

・複数の事象を扱う確率を

求めることができる。 
・平均値を求めることがで

きる。 

【設問数】4 問 
【出題形式】選択式 

Ｄ 

資
料
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学〔第 1学年〕 

2D (1)  

イ ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向をとらえ説明すること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2D (1)  

ア 確率の必要性と意味を理解し，簡単な場合について確率を求めるこ

と。  

イ 確率を用いて不確定な事象をとらえ説明すること。 



 

 
 
 

■公式利用(1)～(8) 

・やや複雑な文字式や平方

根を含む式の計算，式の展

開，因数分解を行うことがで

きる。 
・与えられた文章をもとに

一次方程式や連立方程式，二

次方程式を立式し，解くこと

ができる。 

【設問数】8 問 
【出題形式】選択式 
 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第 1学年〕 
2A (3) 

ウ 簡単な一元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で活用

すること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2A (1) 
ア 簡単な整式の加法，減法及び単項式の乗法，除法の計算をすること。 

2A (2)  

ウ 簡単な連立二元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で

活用すること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 
2A (1)  

イ 数の平方根を含む簡単な式の計算をすること。  

2A (2)  

イ 簡単な一次式の乗法の計算及び次の公式を用いる簡単な式の展開

や因数分解をすること。 

 
 
 
 
 

 
2A (3)  

エ 二次方程式を具体的な場面で活用すること。 



 

 
 
 

■公式利用(9)～(12) 

・与えられた文章や条件を

もとに一次関数の立式や決

定ができる。 
・関数 y=ax2において，条件

をもとに変域を求めること

ができる。 

【設問数】4 問 
【出題形式】選択式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 
2C (1) 

ウ 二元一次方程式を関数を表す式とみること。  
エ 一次関数を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2C (1) 

イ 関数 y=ax2について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解する
こと。  

■公式利用(1)～(4) 

三角形の相似や円周角の定

理を用いて，線分の比や角

度，体積を求めることができ

る。 

【設問数】4 問 
【出題形式】選択式 
 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2B (1) 

イ 三角形の相似条件などを基にして図形の基本的な性質を論理的に

確かめること。  

ウ 平行線と線分の比についての性質を見いだし，それらを確かめるこ

と。  

エ 基本的な立体の相似の意味と，相似な図形の相似比と面積比及び体

積比の関係について理解すること。  

2B (2) 

イ 円周角と中心角の関係を具体的な場面で活用すること。 

■公式利用(5)～（7） 

・条件を満たす場合の確率

を求めることができる。 
・標本調査の考えをもとに，

数を推定することができる。 

【設問数】3 問 
【出題形式】選択式 

Ｄ 

資
料
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2D (1) 

イ 確率を用いて不確定な事象をとらえ説明すること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2D (1) 

イ 簡単な場合について標本調査を行い，母集団の傾向をとらえ説明

すること。 



 

 
 
 

■数学的表現 

日常的な事象において，与え

られた状況を読み取り，適切

な数式を表すことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】短答式 

 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2A (1) 

イ 文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明できることを理解

すること。 

ウ 目的に応じて，簡単な式を変形すること。 

■数学的表現 

日常的な事象において，条件

から文字を含む関係式をつ

くり予想したりそれを確か

めたりすることを通して，考

察の対象を明確に捉えるこ

とができるようにする。 

【設問数】1 問 

【出題形式】記述式 

 

 



 

 
 
 

 



(様式 4)  

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 （複数の選択大問があるため，受検者の多い受検パターンを記載） 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■公式理解(1)～(14) 

・公式や数の性質を用いて，

式の計算や因数分解，分母の

有理化ができる。 

・簡単な方程式や不等式を

解くことができる。 

・簡単な集合を求めたり命

題の真偽を判断したりする

ことができる。  

【設問数】14 問 
【出題形式】選択式 
サンプル問題 1(1) 

サンプル問題 1(3) 

サンプル問題 1(4) 

サンプル問題 1(5) 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

ア 数と集合 

(ア) 実数 

数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をす

ること。 

(イ) 集合 

集合と命題に関する基本的な概念を理解し，それを事象の考察に活

用すること。 

イ 式 

(ア) 式の展開と因数分解 

二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め，式を多面的にみ

たり目的に応じて式を適切に変形したりすること。 

(イ) 一次不等式 

不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解

を求めたり一次不等式を事象の考察に活用したりすること。 

■公式理解(1)～(8) 

・和や積の法則，順列や組合

せの考え方を用いて，場合の

数を求めることができる。 

【設問数】8 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学Ａ 

ア 場合の数 

(ア) 数え上げの原則 

集合の要素の個数に関する基本的な関係や和の法則，積の法則につ

いて理解すること。 

(イ) 順列・組合せ 

具体的な事象の考察を通して順列及び組合せの意味について理解

し，それらの総数を求めること。 



 

 
 

 

■公式利用(1)～(10) 

・公式や数の性質を用いて，

やや複雑な式の計算や因数

分解ができる。 

・与えられた文章から一次

不等式を立式し，解を求める

ことができる。 

・条件を満たす集合を求め，

その命題の真偽を判断する

ことができる。 

 

【設問数】10 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

ア 数と集合 

(イ) 集合 

集合と命題に関する基本的な概念を理解し，それを事象の考察に活

用すること。 

イ 式 

(ア) 式の展開と因数分解 
二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め，式を多面的にみ

たり目的に応じて式を適切に変形したりすること。 

(イ) 一次不等式 
不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解

を求めたり一次不等式を事象の考察に活用したりすること。 

■公式利用(1)～(6) 

積の法則，順列や組合せの考

え方などを用いて，並び方や

組み分けなどの場合の数を

求めることができる。 

【設問数】6 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

場
合
の
数
と

確
率 

数学Ａ 

ア 場合の数 

(ア) 数え上げの原則 
集合の要素の個数に関する基本的な関係や和の法則，積の法則に

ついて理解すること。 

(イ) 順列・組合せ 
具体的な事象の考察を通して順列及び組合せの意味について理

解し，それらの総数を求めること。 

■数学的表現 

日常的な事象において，与え

られた状況を読み取り，適切

な関数をつくることができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】短答式 

サンプル問題 2問 1 

（
３
） 

二
次

関
数 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数の

グラフの特徴について理解すること。 



 

 
 

 

■数学的表現 

日常的な事象の文脈におけ

る，条件の変化によって，最

大値がどのように変化する

かを把握することができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 2問 2 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 
事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数の 

グラフの特徴について理解すること。 

イ 二次関数の値の変化 

(ア) 二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や

最小値を求めたりすること。 
■数学的表現 

日常的な事象において，複数

の条件から新たな数式をつ

くり，思考プロセスを説明し

課題を解決することができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】記述式 

サンプル問題 2問 3 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 
事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数の 

グラフの特徴について理解すること。 

イ 二次関数の値の変化 

(ア)  二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や

最小値を求めたりすること。 

〔課題学習〕 

 (1)，(2)，(3)及び(4)の内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活
と関連付けたり発展させたりするなどして，生徒の関心や意欲を高める課
題を設け，生徒の主体的な学習を促し，数学のよさを認識できるようにす
る。 



(様式 4)  

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 2 年 2 回-3 年 1 回 （複数の選択大問があるため，受検者の多い受検パターンを記載） 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■公式理解(1)～(4) 

・分母の有理化などができ

る。 

・一次不等式を解くことが

できる。 

・簡単な命題の真偽を判断

できる。 

【設問数】4 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

ア 数と集合 

(ア) 実数 

数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をす

ること。 

(イ) 集合 

集合と命題に関する基本的な概念を理解し，それを事象の考察に活

用すること。 

イ 式 

(イ) 一次不等式 

不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解

を求めたり一次不等式を事象の考察に活用したりすること。 

■公式理解(5)～(8) 

二次関数の最大・最小や，二

次不等式の解を求めること

ができる。 

【設問数】4 問 
【出題形式】選択式 
 

（
３
）
二
次
関
数 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数

のグラフの特徴について理解すること。 

イ 二次関数の値の変化 

(ア) 二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や

最小値を求めたりすること。 

(イ) 二次方程式・二次不等式 

二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解すると

ともに，数量の関係を二次不等式で表し二次関数のグラフを利用して

その解を求めること。 



 

 
 

 

■公式理解(9)～(12) 

定理・公式を利用して，三角

形の辺の長さや面積などを

求めることができる。 

【設問数】4 問 
【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

ア 三角比 

(ウ) 正弦定理・余弦定理 

正弦定理や余弦定理について理解し，それらを用いて三角形の辺の

長さや角の大きさを求めること。 

イ 図形の計量 

三角比を平面図形や空間図形の考察に活用すること。 

■公式理解(13)・(14) 

・分散を求めることができ

る。 

・図やグラフの表し方が理

解できている。 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 
 

（
４
） 

デ
ー
タ

の
分
析 

数学Ⅰ 

ア データの散らばり 

四分位偏差，分散及び標準偏差などの意味について理解し，それら

を用いてデータの傾向を把握し，説明すること。 

■公式理解(15)～(18) 

順列・組合せについて理解

し，簡単な場合の数や確率を

求めることができる。 

【設問数】4 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学 A  

ア 場合の数 

(イ) 順列・組合せ 

具体的な事象の考察を通して順列及び組合せの意味について理解

し，それらの総数を求めること。 

イ 確率 

(ア) 確率とその基本的な法則 

確率の意味や基本的な法則についての理解を深め，それらを用いて

事象の確率を求めること。また，確率を事象の考察に活用すること。 



 

 
 

 

■公式理解(19)～(22) 

最小公倍数や不定方程式の

整数解を求めることができ

る。 

【設問数】4 問 
【出題形式】選択式 

（
２
） 

 

整
数
の
性
質 

数学 A 

ア 約数と倍数 

素因数分解を用いた公約数や公倍数の求め方を理解し，整数に関連

した事象を論理的に考察し表現すること。 

イ ユークリッドの互除法 

整数の除法の性質に基づいてユークリッドの互除法の仕組みを理

解し，それを用いて二つの整数の最大公約数を求めること。また，二

元一次不定方程式の解の意味について理解し，簡単な場合についてそ

の整数解を求めること。 

■公式利用(1)～(3) 

・数の性質や公式を利用し

て，式の計算ができる。 

・条件を満たす集合を求め

たり，命題の真偽を判断した

りすることができる。 

【設問数】3 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ  

ア 数と集合 

(ア) 実数 

数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をす

ること。 

(イ) 集合 

集合と命題に関する基本的な概念を理解し，それを事象の考察に活

用すること 

イ 式 

(ア) 式の展開と因数分解 
二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め，式を多面的にみ

たり目的に応じて式を適切に変形したりすること。 



 

 
 

 

■公式利用(4)～(6) 

文字定数を含む二次関数に

ついて，関数を決定すること

ができる。 

【設問数】3 問 
【出題形式】選択式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 
事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数

のグラフの特徴について理解すること。 

イ 二次関数の値の変化 

(ア) 二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や

最小値を求めたりすること。 
 

■公式利用(7)～(10) 

三角形の性質や定理を利用

して辺の長さを求めること

ができる。 

【設問数】4 問 
【出題形式】選択式 

（
２
） 

図

形
と
計
量 

数学Ⅰ 

ア 三角比 

(ウ) 正弦定理・余弦定理 
正弦定理や余弦定理について理解し，それらを用いて三角形の辺の

長さや角の大きさを求めること。 

■公式利用(1)～(3) 

知識を利用して，やや複雑な

事象の場合の数や確率を求

めることができる。 

【設問数】3 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学 A  

ア 場合の数 

(イ) 順列・組合せ 
具体的な事象の考察を通して順列及び組合せの意味について理解

し，それらの総数を求めること。 

イ 確率 

(ア) 確率とその基本的な法則 
確率の意味や基本的な法則についての理解を深め，それらを用いて

事象の確率を求めること。また，確率を事象の考察に活用すること。 



 

 
 

 

■公式利用(4)～(6) 

整数の性質を利用して，余り

や最大公約数などを求める

ことができる。 

【設問数】3 問 
【出題形式】選択式 

（
２
） 

整
数
の
性
質 

数学 A 

ア 約数と倍数 

素因数分解を用いた公約数や公倍数の求め方を理解し，整数に関連

した事象を論理的に考察し表現すること。 

イ ユークリッドの互除法 

整数の除法の性質に基づいてユークリッドの互除法の仕組みを理

解し，それを用いて二つの整数の最大公約数を求めること。また，二

元一次不定方程式の解の意味について理解し，簡単な場合についてそ

の整数解を求めること。 

■公式理解(1)～(3) 

二次方程式の解と係数の関

係や剰余の定理について理

解できている。 

【設問数】3 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

い
ろ
い
ろ
な
式 

数学Ⅱ 

イ 高次方程式 

(ア) 複素数と二次方程式 

数を複素数まで拡張する意義を理解し，複素数の四則計算をするこ

と。また，二次方程式の解の種類の判別及び解と係数の関係について

理解すること。 

(イ) 因数定理と高次方程式 

因数定理について理解し，簡単な高次方程式の解を因数定理などを

用いて求めること。 

■公式理解(4)～(6) 

点と直線の距離を求める公

式や領域について理解でき

ている。 

【設問数】3 問 
【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
方
程
式 

数学Ⅱ 

ア 直線と円 

(ア) 点と直線 

座標を用いて，平面上の線分を内分する点，外分する点の位置や二

点間の距離を表すこと。また，座標平面上の直線を方程式で表し，そ

れを二直線の位置関係などの考察に活用すること。 

イ 軌跡と領域 

軌跡について理解し，簡単な場合について軌跡を求めること。また，

簡単な場合について，不等式の表す領域を求めたり領域を不等式で表

したりすること。 



 

 
 

 

■公式理解(7)～(9) 

三角関数を含む方程式を解

いたり，三角関数を合成した

りすることができる。 

【設問数】3 問 
【出題形式】選択式 

（
４
） 

三
角
関
数 

数学Ⅱ 

イ 三角関数 

(イ) 三角関数の基本的な性質 

三角関数について，相互関係などの基本的な性質を理解すること。 

ウ 三角関数の加法定理 

三角関数の加法定理を理解し，それを用いて 2倍角の公式を導くこ

と。 

■公式理解(10)・(11) 

指数関数や対数関数につい

て，計算方法やグラフを理解

できている。 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 

（
３
） 

指
数
関
数
・
対
数
関
数 

数学Ⅱ 

ア 指数関数 

(イ) 指数関数とそのグラフ 

指数関数とそのグラフの特徴について理解し，それらを事象の考察

に活用すること。 

数学Ⅱ 

イ 対数関数 

(ア) 対数 

対数の意味とその基本的な性質について理解し，簡単な対数の計算

をすること。 

■公式理解(12)～(14) 

導関数や不定積分について

理解できている。 

【設問数】3 問 
【出題形式】選択式 

（
５
） 

微
分
・
積
分
の
考
え 

数学Ⅱ 

ア 微分の考え 

(イ) 導関数の応用 

導関数を用いて関数の値の増減や極大・極小を調べ，グラフの概形

をかくこと。また，微分の考えを事象の考察に活用すること。 

イ 積分の考え 

(ア) 不定積分と定積分 

不定積分及び定積分の意味について理解し，関数の定数倍，和及び

差の不定積分や定積分を求めること。 



 

 
 

 

■公式理解(15)～(18) 

いろいろな数列の和を求め

ることができる。 

【設問数】4 問 
【出題形式】選択式 

（
２
） 

数
列 

数学 B 

ア 数列とその和 

(ア) 等差数列と等比数列 

等差数列と等比数列について理解し，それらの一般項及び和を求め

ること。 

(イ) いろいろな数列 

いろいろな数列の一般項や和について，その求め方を理解し，事象

の考察に活用すること。 

■公式理解(19)～(22) 

ベクトルの内積や位置ベク

トルについて理解できてい

る。 

【設問数】4 問 
【出題形式】選択式 

（
３
） 

ベ
ク
ト
ル 

数学 B 

ア 平面上のベクトル 

(ア) ベクトルとその演算 

ベクトルの意味，相等，和，差，実数倍，位置ベクトル及びベクト

ルの成分表示について理解すること。 

(イ) ベクトルの内積 

ベクトルの内積及びその基本的な性質について理解し，それらを平

面図形の性質などの考察に活用すること。 

■公式利用(1)～(3) 

三次方程式の解を求めるこ

とができる。 

【設問数】3 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

い
ろ
い
ろ

な
式 

数学Ⅱ 
イ 高次方程式 
(イ) 因数定理と高次方程式 

因数定理について理解し，簡単な高次方程式の解を因数定理などを
用いて求めること。 

■公式利用(4)・(5) 

点の軌跡を求めることがで

きる。 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 

（
２
） 

図

形
と
方
程
式 

数学Ⅱ 

イ 軌跡と領域 
軌跡について理解し，簡単な場合について軌跡を求めること。また，

簡単な場合について，不等式の表す領域を求めたり領域を不等式で表
したりすること。 



 

 
 

 

■公式利用(6) 

三角関数のとり得る値の範

囲を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

（
４
） 

三
角

関
数 

数学Ⅱ 
イ 三角関数 
(ア) 三角関数とそのグラフ 

三角関数とそのグラフの特徴について理解すること。 
ウ 三角関数の加法定理 

三角関数の加法定理を理解し，それを用いて 2倍角の公式を導くこ
と。 

■公式利用(7)・(8) 

指数関数や対数関数を含む

方程式の解を求めることが

できる。 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 
 

（
３
） 

指
数
関
数
・

対
数
関
数 

数学Ⅱ 

ア 指数関数 

(イ) 指数関数とそのグラフ 
指数関数とそのグラフの特徴について理解し，それらを事象の考察

に活用すること。 
イ 対数関数 
(イ) 対数関数とそのグラフ 

対数関数とそのグラフの特徴について理解し，それらを事象の考察
に活用すること。 

■公式利用(9)・(10) 

放物線で囲まれる部分の面

積などを求めることができ

る。 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 

（
５
） 

微

分
・
積
分
の

考
え 

数学Ⅱ 
イ 積分の考え 
(イ) 面積 

定積分を用いて直線や関数のグラフで囲まれた図形の面積を求め
ること。 

■公式利用(1)～(3) 

数列の和の式から一般項や

最大値を求めることができ

る。 

【設問数】3 問 
【出題形式】選択式 

（
２
） 

数
列 

数学 B 

ア 数列とその和 

(ア) 等差数列と等比数列 
等差数列と等比数列について理解し，それらの一般項及び和を求め

ること。 

(イ) いろいろな数列 
いろいろな数列の一般項や和について，その求め方を理解し，事象

の考察に活用すること。 



 

 
 

 

■公式利用(4)～(6) 

ベクトルの性質や条件をも

とに，大きさなどを求めるこ

とができる。 

【設問数】3 問 
【出題形式】選択式 

（
３
） 

ベ
ク
ト
ル 

数学 B 

ア 平面上のベクトル 

(ア) ベクトルとその演算 

ベクトルの意味，相等，和，差，実数倍，位置ベクトル及びベクト

ルの成分表示について理解すること。 

(イ) ベクトルの内積 

ベクトルの内積及びその基本的な性質について理解し，それらを平

面図形の性質などの考察に活用すること。 

■数学的表現 

日常的な事象において，与え

られた状況を読み取り，適切

な関数をつくることができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】短答式 

 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数の

グラフの特徴について理解すること。 

■数学的表現 

日常的な事象の文脈におけ

る，条件の変化によって，最

大値がどのように変化する

かを把握することができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 
事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数の 

グラフの特徴について理解すること。 

イ 二次関数の値の変化 

(ア) 二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や

最小値を求めたりすること。 

■数学的表現 

日常的な事象において，複数

の条件から新たな数式をつ

くり，思考プロセスを説明し

課題を解決することができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】記述式 

 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 
事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数の 

グラフの特徴について理解すること。 

イ 二次関数の値の変化 

(ア)  二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や

最小値を求めたりすること。 



 

 
 

 

〔課題学習〕 

 (1)，(2)，(3)及び(4)の内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活
と関連付けたり発展させたりするなどして，生徒の関心や意欲を高める課
題を設け，生徒の主体的な学習を促し，数学のよさを認識できるようにす
る。 



 

 
 

 

 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 1 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し、英語語彙を正しく使用する

ことができる。 

 
 

【設問数】10 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 10 問 
【CEFR】A1 程度 

 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

２ 内容 
(1) ウ 読むこと 
（ア）文字や符号を識別し，正しく読むこと。 
（イ）書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現されるように

音読すること。 

・文レベルで英文内容を理解

し、文法を正しく使用すること

ができる。 

【設問数】15 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 15 問 
【CEFR】A1 程度 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・文レベルの英文を、正しい文

法・語彙・語法知識から再構築

することができる。 

【設問数】5 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式（整序） 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 5 問 
【CEFR】A1 程度 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(1) ウ 読むこと 
（ア）文字や符号を識別し，正しく読むこと。 
（イ）書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現されるように

音読すること。 
エ 書くこと 
（ア）文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正しく書くこと。 
（イ）語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 
 

・まとまりのある会話や手紙、

物語などの英文を読んで、そ

の内容、テーマや概要をとら

えることができる。 

 

【設問数】15 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 15 問 
【CEFR】A1 程度 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(1) ウ 読むこと 
（ア）文字や符号を識別し，正しく読むこと。 
（イ）書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現されるように

音読すること。 
（ウ）物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 
（エ）伝言や手紙などの文章から書き手の意向を理解し，適切に応じる 
こと。 

（オ）話の内容や書き手の意見などに対して感想を述べたり賛否やその理由

を示したりなどすることができるよう，書かれた内容や考え方などをとら

えること 
 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・与えられた情報を正しく読み

取り、英語で描写したり、自分

の意見を簡潔に英語で表現した

りすることができる。 

【設問数】2 問（程度） 
【出題形式】 
 記述式 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 2 問 
【CEFR】A1 程度 

書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(1) エ 書くこと 
（ア）文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正しく書くこと。 
（イ）語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 
（ウ）聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり，感想，賛否やそ

の理由を書いたりなどすること。 
（エ）身近な場面における出来事や体験したことなどについて，自分の考え

や気持ちなどを書くこと。 
 

  



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・会話や説明文を聞いて、その

場面や状況、内容を聞き取るこ

とができる。 

 

【設問数】7 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
※リスニング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 7 問 
【CEFR】A1 程度 

聞
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(1) ア 聞くこと 
（ア）強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえ，

正しく聞き取ること。 
（イ）自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて，情報を正確に聞き取

ること。 

（オ）まとまりのある英語を聞いて，概要や要点を適切に聞き取ること。 

 
  



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・日常的な話題や社会的な話題

で、「やり取り」や「発表」をす

ることができる。 

【設問数】４問～７問

（程度） 
【出題形式】 
スピーキング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 ４～

７問（程度） 
【CEFR】A1 程度 
 

※スピーキング試験は実

施せず 

話
す
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(1)言語活動 

イ 話すこと 

（ア） 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴を

とらえ，正しく発音すること。 

（イ） 自分の考えや気持ち，事実などを聞き手に正しく伝えること。 

（ウ） 聞いたり読んだりしたことなどについて，問答したり意見を述べ

合ったりなどすること。 

 

 





（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し、英語語彙を正しく使用する

ことができる。 

 
 

【設問数】10 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 5 問 
コミュニケーション

英語Ⅰ 5 問 
【CEFR】A1 程度 

 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(1) ウ 読むこと 
（ア）文字や符号を識別し，正しく読むこと。 
（イ）書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現されるように

音読すること。 
 
コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点

をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 
エ聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や

考えなどについて，簡潔に書く。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら

読んだり書いたりすること。 
 

・文レベルで英文内容を理解

し、文法を正しく使用すること

ができる。 

【設問数】25 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 5 問 
コミュニケーション

英語Ⅰ ２0 問 
【CEFR】A1~A2 程度 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・文レベルの英文を、正しい文

法・語彙・語法知識から再構築

することができる。 

【設問数】5 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式（整序） 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 1 問 
コミュニケーション

英語Ⅰ 4 問 

【CEFR】A1~A2 程度 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(1) ウ 読むこと 
（ア）文字や符号を識別し，正しく読むこと。 
（イ）書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現されるように

音読すること。 
エ 書くこと 
（ア）文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正しく書くこと。 
（イ）語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 
 
コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点

をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 
エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や

考えなどについて，簡潔に書く。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら

読んだり書いたりすること。 
 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・ある程度のまとまりのある会

話文を読んで、文脈に合わせた

会話の内容を推測したり、会話

の内容に合わせて文レベルで再

構築したりすることができる。 

 

【設問数】２問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
コミュニケーション

英語Ⅰ 2 問 
【CEFR】A1~A2 程度 

読
む
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点

をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら

読んだり書いたりすること。 

【設問数】２問（程度） 
【出題形式】 
 選択式（文整序） 
【出題数の割合】 
コミュニケーション

英語Ⅰ 2 問 
【CEFR】A1~A2 程度 

・まとまりのある会話や、文章

の説明や物語などを読んで、

テーマや概要をとらえること

ができる。 

 

【設問数】６問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
サンプル問題 1 

 
【出題数の割合】 
コミュニケーション

英語Ⅰ 6 問 
【CEFR】A1~A2 程度 

読
む
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点
をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 
 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・与えられた情報を正しく読み

取り、英語で描写したり、自分

の意見を簡潔に英語で表現した

りすることができる。 

【設問数】2 問（程度） 
【出題形式】 
 記述式 
サンプル問題 2 

 

【出題数の割合】 
コミュニケーション

英語Ⅰ 2 問 
【CEFR】A1~A2 程度 

書
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情

報や考えなどについて，簡潔に書く。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しなが

ら読んだり書いたりすること。 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・会話や説明文を聞いて、その

場面や状況、内容を聞き取るこ

とができる。 

 

【設問数】７問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
※リスニング 

サンプル問題 3 
 
【出題数の割合】 
コミュニケーション

英語Ⅰ 7 問 

【CEFR】A1～A2 程

度 

 

聞
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解し

たり，概要や要点をとらえたりする。 
 
 
 
 
 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・日常的な話題や社会的な話題

で、「やり取り」や「発表」をす

ることができる。 

【設問数】４問～７問（程度） 
【出題形式】 
スピーキング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 ３～５問（程

度） 
コミュニケーション英語Ⅰ 

１問～２問（程度） 
 
サンプル問題 4 
 
※スピーキング試験は実施せず 

話
す
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(1) イ 話すこと 

（ア） 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の

特徴をとらえ，正しく発音すること。 

（イ） 自分の考えや気持ち，事実などを聞き手に正しく伝えること。 

（ウ） 聞いたり読んだりしたことなどについて，問答したり意見を

述べ合ったりなどすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概

要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 
ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づ

き，情報や考えなどについて，話し合ったり意見の交換をしたりす

る。 
(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す

速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりすること。 

 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 2 年 2 回-3 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し、英語語彙を正しく使用する

ことができる。 

 
 

【設問数】10 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
 
【出題数の割合】 
コミュニケーション

英語Ⅰ 5 問程度 
コミュニケーション

英語Ⅱ 5 問程度 
【CEFR】A1~A2 程度 

 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点

をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 
エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や

考えなどについて，簡潔に書く。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら

読んだり書いたりすること。 
 
コミュニケーション英語Ⅱ 
2 内容 
(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情

報や考えなどについて，まとまりのある文章を書く。 
(2) ウ 未知の語の意味を推測したり背景となる知識を活用したりしながら

聞いたり読んだりすること。 
エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように話したり書い

たりすること。 

・文レベルで英文内容を理解

し、文法を正しく使用すること

ができる。 

【設問数】25 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
 
【出題数の割合】 
コミュニケーション

英語Ⅰ 13 問程度 
コミュニケーション

英語Ⅱ 12 問程度 
【CEFR】A1~A2 程度 

 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・文レベルの英文を、正しい文

法・語彙・語法知識から再構築

することができる。 

【設問数】5 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式（整序） 
【出題数の割合】 
コミュニケーション

英語Ⅰ 3 問程度 
コミュニケーション

英語Ⅱ 2 問程度 
【CEFR】A1~A2 程度 

 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点
をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 

エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や

考えなどについて，簡潔に書く。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら

読んだり書いたりすること。 
 
コミュニケーション英語Ⅱ 
2 内容 
(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点

をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 
エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や

考えなどについて，まとまりのある文章を書く。 
(2) ウ 未知の語の意味を推測したり背景となる知識を活用したりしながら

聞いたり 読んだりすること。 
エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように話したり書い

たりすること。 
 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・まとまりのある文章の説明や

物語などを読んで、テーマや

概要、展開などをとらえるこ

とができる。 

 

【設問数】9 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
コミュニケーション

英語Ⅰ 5 問程度 
コミュニケーション

英語Ⅱ 4 問程度 
【CEFR】A1~A2 程度 

 

読
む
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点

をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 
 
コミュニケーション英語Ⅱ 
2 内容 
(1) イ 説明，評論，物語，随筆などについて，速読したり精読したりするな

ど目的に応じた読み方をする。また，聞き手に伝わるように音読や暗唱を行

う。 
(2) イ 論点や根拠などを明確にするとともに，文章の構成や図表との関連な

どを考えながら読んだり書いたりすること。 
ウ 未知の語の意味を推測したり背景となる知識を活用したりしながら聞い

たり読んだりすること。 
 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・与えられた情報を正しく読み

取り、英語で描写したり、自分

の意見を簡潔に英語で表現した

りすることができる。 

【設問数】2 問（程度） 
【出題形式】 
 記述式 
【出題数の割合】 
コミュニケーション

英語Ⅰ 1 問程度 
コミュニケーション

英語Ⅱ 1 問程度 
【CEFR】A1~A2 程度 

 

書
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 
(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情

報や考えなどについて，簡潔に書く。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しなが

ら読んだり書いたりすること。 
 
コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 
(1) エ  聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情

報や考えなどについて，まとまりのある文章を書く。 
(2) イ 論点や根拠などを明確にするとともに，文章の構成や図表との関連な

どを考えながら読んだり書いたりすること。 
エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように話したり書い

たりすること。 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・会話や説明文を聞いて、その

場面や状況、内容を聞き取るこ

とができる。 

 

【設問数】5～8 問（程

度） 
【出題形式】 
 選択式 
※リスニング 
【出題数の割合】 
コミュニケーション

英語Ⅰ 3～5 問程度 
コミュニケーション

英語Ⅱ 2～3 問程度 

【CEFR】A1~A2 程度 

 

聞
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 
(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解し

たり，概要や要点をとらえたりする。 
 
コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 
(1) ア 事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情報や考えな

どを理解したり，概要や要点をとらえたりする。 
(2) ア 英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら聞いたり話し

たりすること。 
ウ 未知の語の意味を推測したり背景となる知識を活用したりしながら聞

いたり読んだりすること。 
 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・日常的な話題や社会的な話題

で、「やり取り」や「発表」をす

ることができる。 

【設問数】４問～７問（程度） 
【出題形式】 
スピーキング 
【出題数の割合】 
コミュニケーション英語Ⅰ 

４問～７問（程度） 
【CEFR】A1～2 程度 
 

※スピーキング試験は実施せず 

話
す
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解した

り，概要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるよ

うに音読する。 
ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに

基づき，情報や考えなどについて，話し合ったり意見の交換

をしたりする。 
(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特

徴，話す速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話し

たりすること。 

 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート α タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号： 1 

 

出題科目 国語総合 

出題の 

ポイント 

古典の文章（古文）について、描かれている人物、情景、心情及び展開、主題・

要旨などを表現に即して読み取ることができる力を測定する。 

主として問う能力  
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問一  〇 
問二  〇 
問三  〇 
問四  〇 
問五  〇 

 
 

出題形式  
小問番号 選択式 短答式 記述式 
問一 ○   
問二 ○   
問三 ○   
問四 ○   
問五 ○   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サンプル問題 ■設問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



解答例 問一 ３ 

問二 ２ 

問三 ４ 

問四 １ 

問五 ３ 

（参考）学習指導要領

の関連項目 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約や詳述

をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わうこと。 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

  （ア） 言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について気付

き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

  （イ） 文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート α タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号： 2 

出題科目 国語総合 

出題の 

ポイント 

複数の文章の内容を読み取り、その内容を比較したうえで、必要な情報を取り出し

たり、論拠を示しながら考えを説明したりすることができる力を測定する。 
主として問う能力  

小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問一  〇 
問二  〇 
問三  〇 

 
 

出題形式  
小問番号 選択式 短答式 記述式 
問一   〇 
問二 〇   
問三   〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サンプル問題 ■設問 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



解答例 問一（例）限られた生徒が多くの本を読んでいる可能性がある（23 字） 

問二 3 

問三（選択）Ｃ （例）読書が好きな人も本の感想を書き込むことで参加でき、活字が

苦手な人にもイラストや写真で視覚的に内容を伝えられ、また、本を選ぶ助けにもなる

（67 字） 

【採点のポイント】 

「読書が好きな人も本の感想を書き込むことで参加できる」／「活字が苦手な人にも

イラストや写真で視覚的に内容を伝えられる」／「本を選ぶ助けにもなる」という

内容が書けていること。 

（参考）学習指導要

領の関連項目 

国語総合 
Ｂ 書くこと 
 イ 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自分の考えを文章にまとめること。 
 ウ 対象を明確に説明したり描写したりするなど、適切な表現の仕方を考えて書くこ

と。 
Ｃ 読むこと 
 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 
 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約や詳述をした

りすること。 
 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価したり、書き手の意

図をとらえたりすること。 
 オ 幅広く本や文章を読み、情報を得て用いたり、ものの見方、感じ方、考え方を豊

かにしたりすること。 
 





（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート β タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号： 1 

 

出題科目 国語総合 

出題の 

ポイント 

古典の文章（古文）について、描かれている人物、情景、心情および展開、主

題・要旨などを表現に即して読み取ることができる力を測定する。 

主として問う能力  
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問一  〇 
問二  〇 
問三  〇 
問四  〇 
問五  〇 

 
 

出題形式  
小問番号 選択式 短答式 記述式 
問一 ○   
問二 ○   
問三 ○   
問四 ○   
問五 ○   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サンプル問題 ■設問 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



解答例 問一 ２ 

問二 ４ 

問三 １ 

問四 ３ 

問五 １ 

（参考）学習指導要領

の関連項目 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約や詳述

をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わうこと。 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

  （ア） 言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について気付

き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

  （イ） 文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート β タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号： 2 

出題科目 国語総合 

出題の 

ポイント 

複数の文章の内容を読み取り、その内容を比較したうえで、必要な情報を取り出し

たり、論拠を示しながら考えを説明したりすることができる力を測定する。 
主として問う能力  

小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問一  〇 
問二  〇 
問三  〇 

 
 

出題形式  
小問番号 選択式 短答式 記述式 
問一   〇 
問二 〇   
問三   〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サンプル問題 ■設問 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



解答例 問一（例）限られた生徒が多くの本を読んでいる可能性がある（23 字） 

問二 3 

問三（選択）Ｃ （例）読書が好きな人も本の感想を書き込むことで参加でき、活字が

苦手な人にもイラストや写真で視覚的に内容を伝えられ、また、本を選ぶ助けにもなる

（67 字） 

【採点のポイント】 

「読書が好きな人も本の感想を書き込むことで参加できる」／「活字が苦手な人にもイ

ラストや写真で視覚的に内容を伝えられる」／「本を選ぶ助けにもなる」という内

容が書けていること。 

（参考）学習指導要

領の関連項目 

国語総合 
Ｂ 書くこと 
 イ 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自分の考えを文章にまとめること。 
 ウ 対象を明確に説明したり描写したりするなど、適切な表現の仕方を考えて書くこ

と。  
Ｃ 読むこと 
 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 
 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約や詳述をした

りすること。 
 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価したり、書き手の意

図をとらえたりすること。 
 オ 幅広く本や文章を読み、情報を得て用いたり、ものの見方、感じ方、考え方を豊

かにしたりすること。 
 





（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート θ タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号： 1 

 

出題科目 国語総合 

出題のポイ

ント 

古典の文章（古文）について、描かれている人物、情景、心情及び展開、主題・要旨など

を表現に即して読み取ることができるかを測定する。 

主 と し て 問

う能力 

 
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

問一  〇 
問二  〇 
問三  〇 
問四  〇 
問五  〇 

 
 

出題形式  
小問番号 選択式 短答式 記述式 

問一 ○   
問二 ○   
問三 ○   
問四 ○   
問五 ○   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



サンプル問

題 

■設問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



解答例 問一 ２ 

問二 ２ 

問三 １ 

問四 ４ 

問五 １ 

（参考）学習

指導要領の

関連項目 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約や詳述をしたり

すること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わうこと。 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

  （ア） 言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について気付き、伝統

的な言語文化への興味・関心を広げること。 

  （イ） 文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート θ タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号： 2 

出題科目 国語総合 

出題の 

ポイント 

複数の文章の内容を読み取り、その内容を比較したうえで、必要な情報を取り出し

たり、論拠を示しながら考えを説明したりすることができる力を測定する。 
主として問う能力  

小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問一  〇 
問二  〇 
問三  〇 

 
 

出題形式  
小問番号 選択式 短答式 記述式 
問一   〇 
問二 〇   
問三   〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サンプル問題 ■設問 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



解答例 問一（例）限られた生徒が多くの本を読んでいる可能性がある（23 字） 

問二 3 

問三（選択）Ｃ （例）読書が好きな人も本の感想を書き込むことで参加でき、活字が

苦手な人にもイラストや写真で視覚的に内容を伝えられ、また、本を選ぶ助けにもなる

（67 字） 

【採点のポイント】 

「読書が好きな人も本の感想を書き込むことで参加できる」／「活字が苦手な人にも

イラストや写真で視覚的に内容を伝えられる」／「本を選ぶ助けにもなる」という

内容が書けていること。 

（参考）学習指導要

領の関連項目 

国語総合 
Ｂ 書くこと 
 イ 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自分の考えを文章にまとめること。 
 ウ 対象を明確に説明したり描写したりするなど、適切な表現の仕方を考えて書くこ

と。  
Ｃ 読むこと 
 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 
 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約や詳述をした

りすること。 
 エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価したり、書き手の意

図をとらえたりすること。 
 オ 幅広く本や文章を読み、情報を得て用いたり、ものの見方、感じ方、考え方を豊

かにしたりすること。 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：1 

 

出題科目 数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

定理・公式や数学的性質などの知識・技能の理解を測定する。 

主 と し て

問う能力 

            
番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
（1） ○  
（2） ○  
（3） ○  
（4） ○  

 

出題形式  
番号 選択式 短答式 記述式 
（1） ○   
（2） ○   
（3） ○   
（4） ○   

 

サ ン プ ル

問題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



解答例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

数学Ⅰ 
ア 数と集合 
（ア） 実数 

数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をすること。 
イ 式 
（ア） 式の展開と因数分解 

二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め，式を多面的にみたり目的に応

じて式を適切に変形したりすること。 
 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：2 

 

出題科目 数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

日常的な事象において，複数の条件から新たな数式をつくり，思考プロセスを説明し課題を解

決する力を測定する。 
主 と し て

問う能力 

            
番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問１  ○ 
問２  ○ 
問３  ○ 

 

出題形式  
番号 選択式 短答式 記述式 
問１  ○  
問２ ○   
問３   ○ 

 

サ ン プ ル

問題 

 



 

 

 
 
 



解答例 

 



 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 
事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数の グラフの特徴に

ついて理解すること。 
イ 二次関数の値の変化 
（ア）二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や最小値を求めた

りすること。 

〔課題学習〕 
 (1)，(2)，(3)及び(4)の内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活と関連付けたり

発展させたりするなどして，生徒の関心や意欲を高める課題を設け，生徒の主体的な学

習を促し，数学のよさを認識できるようにする。 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：1 

 

出題科目 数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

定義域が変化するときの 2 次関数の最大値や最小値について，定義域に注意しながら考察す

ることができるかを測定する。 
主 と し て

問う能力 

 

            
番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
（3）  ○ 

 

出題形式 

 

 

 
番号 選択式 短答式 記述式 
（3） ○   

 

サ ン プ ル

問題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

解答例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

（３） 二次関数 
ア二次関数とそのグラフ 
事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数のグラフの特徴につ 
いて理解すること。 

イ二次関数の値の変化 
（ア） 二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や最小値を求めたり

すること。 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：2 

 

出題科目 数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

日常的な事象において，複数の条件から新たな数式をつくり，思考プロセスを説明し課題

を解決する力を測定する。 
主 と し て

問う能力 

            
番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問１  ○ 
問２  ○ 
問３  ○ 

 

出題形式  
番号 選択式 短答式 記述式 
問１  ○  
問２ ○   
問３   ○ 

 

サ ン プ ル

問題 

 



 

 
 
 
 



解答例 

 



 
（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 
事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数の グラフの特

徴について理解すること。 
 

イ 二次関数の値の変化 
（ア）二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や最小値を求め

たりすること。 

〔課題学習〕 
 (1)，(2)，(3)及び(4)の内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活と関連付けた

り発展させたりするなどして，生徒の関心や意欲を高める課題を設け，生徒の主体

的な学習を促し，数学のよさを認識できるようにする。 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：1 

 

出題科目 数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

定理・公式や数学的性質などの知識・技能の理解を測定する。 

主 と し て

問う能力 

 

 

 

            
番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
（1） ○  
（3） ○  
（4） ○  
（5） ○  

 

出題形式 

 

 

 

 

 
番号 選択式 短答式 記述式 
（1） ○   
（3） ○   
（4） ○   
（5） ○   

 

サ ン プ ル

問題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 

（4） 

（5） 



解答例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

（1），（3） 
数学Ⅰ 

イ 式 
（ア） 式の展開と因数分解 

二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め，式を多面的にみたり目的に応

じて式を適切に変形したりすること。 
 
（4），（5） 
数学Ⅰ 

ア 数と集合 
（ア） 実数 

数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をすること。 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：2 

 

出題科目 数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

日常的な事象において，複数の条件から新たな数式をつくり，思考プロセスを説明し課題を解

決する力を測定する。 
主 と し て

問う能力 

            
番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問１  ○ 
問２  ○ 
問３  ○ 

 

出題形式  
番号 選択式 短答式 記述式 
問１  ○  
問２ ○   
問３   ○ 

 

サ ン プ ル

問題 

 



 

 

 
 
 



解答例 

 



 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

数学Ⅰ 

ア 二次関数とそのグラフ 
事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数の グラフの特徴に

ついて理解すること。 
イ 二次関数の値の変化 
（ア）二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や最小値を求めた

りすること。 

〔課題学習〕 
 (1)，(2)，(3)及び(4)の内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活と関連付けたり

発展させたりするなどして，生徒の関心や意欲を高める課題を設け，生徒の主体的な学

習を促し，数学のよさを認識できるようにする。 
 



(様式 5)         

 
サンプル問題について 

 
事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：1 

 

出題科目 コミュニケーション英語Ⅰ 

出題の 

ポイント 

ある程度の長さの論説・説明文を読み、そのポイントが理解できているか、要旨をまとめる

ことができるかを測定する。 

主として

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

問 1  〇 
問 2 〇  
問 3  〇 
問 4 〇  
問 5 〇  
問 6  〇 

 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

問 1 〇   
問 2 〇   
問 3 〇   
問 4 〇   
問 5 〇   
問 6 〇   

          
 

主として
問う技能
( 英 語 の
み) 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

問 1  〇   
問 2  〇   
問 3  〇   
問 4  〇   
問 5  〇   
問 6  〇   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サンプル

問題 

次の文章を読んで、あとの問いに答えよ。 

 

問 1  文中の空所( a )に入れるのに最も適当なものを，次 1～4 のうちから一つ選べ。 
1  talking with their grandchildren on the phone 
2  meeting other children around them 
3  seeing their grandchildren’s photos 
4  taking a lot of photos of their children 
 

問 2  下線部アの表す内容として最も適当なものを，次の 1 ～ 4 のうちから一つ選べ。 
1  Children have their own privacy. 
2  Parents should not post photos online. 
3  Many people don’t agree with the posting of photos online. 
4  Understanding the meaning of privacy is difficult. 
 
 
 



問 3  下線部イの文中での意味として最も適当なものを，次の 1～4 のうちから一つ選べ。 
1  be proud of 
2  feel sad about 
3  post 
4  remove 
 

問 4  下線部ウの表す内容として最も適当なものを，次の 1～4 のうちから一つ選べ。 
1  After posting photos of your children, you’ll find that some of them feel they are 

loved by you. 
2  Before posting photos of your children online, you should check how they feel 

about it. 
3  If you take photos of your children, you can talk about the photos with them. 
4  If you want to post photos of your children online, you should use only the ones you 

took. 
 

問 5  文中の空所( b )に入れるのに最も適当なものを，次の 1～4 のうちから一つ選べ。 
1  for example 
2  however 
3  in addition 
4  so 
 

問 6  本文全体の主旨として最も適当なものを，次の 1 ～ 4 のうちから一つ選べ。55 
1  There are some parents who like to post their children’s photos on social media. 
2  Posting photos of children online may seem like a good idea, but it may lead to 
trouble later on. 

3  Posting photos of children online is a convenient way for parents to share them 
with other people. 

4  Parents who like to post photos of their children online feel lonely while raising 
them. 

 

解答例 問 1 3 

問 2 1 

問 3 4 

問 4 2 

問 5 2 

問 6 2 

文脈のつながりが理解できているか、未知語を類推できるか、指示語が指す内容が理解でき

ているか、趣旨が理解できているか等がポイント 

(参考)学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 

(1) イ説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたりす

る。また，聞き手に伝わるように音読する。 

 

 
  



サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：2 

 

出題科目 コミュニケーション英語Ⅰ 

出題の 

ポイント 

立場を明確にして、英語で自分の意見を理由とともに述べることができるかを測定する。 

主として

問う能力 

 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

―  〇 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

―   〇 
          

 
主として
問う技能
( 英 語 の
み) 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

―    〇 
 

サンプル

問題 

あなたは映画を映画館で見るのと家で見るのでは、どちらが好きですか。理由とともに 20 語

程度の英語で答えなさい。 

解答例 ・ I go to the movie theater rather than watch movies at home because the screen is wider 

and the sound system is better.(23 words) 

・ I prefer watching movies at home to going to the theater because I can watch movies 

whenever I want to.(20 words) 

自分の意見を立案し、意見と理由の整合性も考えて書くことがポイント。 

(参考)学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 

2 内容 

(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考え等に

ついて，簡潔に書く。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句等に注意しながら読んだり書い

たりすること。 

 
  



サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：3 

 

出題科目 コミュニケーション英語Ⅰ 

出題の 

ポイント 

対話文を聞いて状況を理解し、対話の流れを予想できるかを測定する。 

主として

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

(1) 〇  
(2) 〇  

 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

(1) 〇   
(2) 〇   

          
 

主として
問う技能
( 英 語 の
み) 
 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

(1) 〇    
(2) 〇    

 

サンプル

問題 

それぞれの問いについて英文を聞き，答えとして最も適当なものを，下の①～④のうちから

一つずつ選べ。なお，英文は一回ずつ読まれる。 

(1) Where is the speaker now ?  

  

(2) Which picture shows the correct ticket ? 

 

 



【放送文】 

(1) This hotel is huge !  I just want to go back to my room but I’ve got lost. From reception, 

I went straight with the tennis court on my left. I saw a pond and turned right. Now I can 

see a garden on my left. 

(2) This is your ticket for the circus. All the information you need is written here, but just 

to remind you, the show starts at 4 p.m. But I recommend coming 15 minutes before that 

as it gets crowded. Your seat is 17A and you enter at gate B. 

解答例 (1)  ④     (2)   ①   

モノローグで、必要な情報を正確に聞き取ることがポイント。 

(参考)学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 

2 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や対話等を聞いて，情報や考え等を理解したり，概要や要点をと

らえたりする。 

  



サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：4 

 

出題科目 コミュニケーション英語Ⅰ 

出題の 

ポイント 

身近なテーマで，第三者について扱った図や表に関して，聞き手にその内容が伝わるように

「発表」することができるかを測定する。 

主として

問う能力 

 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

―  〇 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

―   〇 
          

主として
問う技能
( 英 語 の
み) 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

―   〇  
 

サンプル

問題 

（下記の問題は，「話すこと」（発表）に関する問題サンプルです。実際には，受検する生徒

の学力レベルや実施時期に考慮した内容・難易度での出題を予定しています。） 

 

以下の円グラフは，「学校にどのような交通手段で来ているか」をある学校で調査した結果を

示している。あなたはこの円グラフについて，説明することになった。まずは 30 秒間で内容

を確認しなさい。その後，何が示されているかを英語で説明しなさい。 

 

解答例 解答例：At this school, students come to school more by bus than train. 

解説：グラフの特徴を読み取り，英語で正確に表現する力を測る問題。「電車通学よりもバス

通学の方が多い」の他にも，「ほとんどがバスか電車で通学している」など，解答パターンは

様々であるが，内容が矛盾しないよう，「誰が」「何を」「どうやって」「どうする」といった

要素を明確してから発表するとよい。 

 



(参考)学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 

2 内容 

(1) イ 説明や物語等を読んで，情報や考え等を理解したり，概要や要点をとらえたりする。

また，聞き手に伝わるように音読する。 

ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考え等につい

て，話し合ったり意見の交換をしたりする。 

(2) ア リズムやイントネーション等の英語の音声的な特長，話す速度，声の大きさ等に注

意しながら聞いたり話したりすること。 

 
 
 



（様式５）         

 
サンプル問題について 

 
事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：1 

 

出題科目 コミュニケーション英語Ⅰ 

出題の 

ポイント 

ある程度の長さの論説・説明文を読み、そのポイントが理解できているか、要旨をまとめる

ことができるかを測定する。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

問１  〇 
問２ 〇  
問３ 〇  
問４  〇 
問５ 〇  
問６  〇 

 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

問１ 〇   
問２ 〇   
問３ 〇   
問４ 〇   
問５ 〇   
問６ 〇   

          
 

主 と し て
問 う 技 能
（ 英 語 の
み） 
 
 
 
 
 
 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

問１  〇   
問２  〇   
問３  〇   
問４  〇   
問５  〇   
問６  〇   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サ ン プ ル

問題 

次の英文を読んで、あとの問いに答えよ。 

  
 
問１ 下線部アの文中での意味として最も適当なものを，次の 1～4 のうちから一つ選べ。 
1  housework 
2  family trip 
3  homework 
4  daily communication 

 
問２ 文中の空所（ a ）に入れるのに最も適当なものを，次の 1～4 のうちから一つ選べ。 
1  as soon as 
2  just before 
3  because 
4  though 



 
問３ 下線部（イ-1）と（イ-2）が指すものの組み合わせとして最も適当なものを，次の 1～ 

4 のうちから一つ選べ。 
（イ-1）      ─   （イ-2） 

1  children        ─ some parents 
2  children        ─ the applications 
3  the applications ─ some parents 
4  the applications ─ children 

 
問４ 文中の空所（ b ）に入れるのに最も適当なものを，次の 1～4 のうちから一つ選べ。 
1  What can I do to help ? 
2  What is the reward for me ? 
3  I’m too busy to help my parents. 
4  I don’t care about adult tasks. 

 
問５ スマートフォンのアプリに関して本文中の記述と合うものを，次の 1～4 のうちから

一つ選べ。 
1  Some applications are designed for children of age 12 or older. 
2  Some applications give each child a character when he or she finishes the chore. 
3  Some applications encourage children to do chores by rewarding them. 
4  Some applications let children compete with their parents in doing chores. 

 
問６  本文の内容と一致するものを，次の 1～4 のうちから一つ選べ。 
1  A lot of parents want their children to take part in household chores without using 

applications. 
2  One mother said that her children did not change after trying one of these chore 

applications. 
3  A study showed the number of children who volunteer to do housework had 

increased. 
4  Experts say children should be encouraged to do housework because it teaches them 

self-control. 
 

解答例 問 1 1  問 2 4  問 3 4  問 4 1  問 5 3  問 6 4 

未知語を類推できるか、文脈のつながりが理解できているか、指示語が指す内容が理解でき

ているか、趣旨が理解できているかなどがポイント 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 

2 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたり

する。また，聞き手に伝わるように音読する。 

 
  



サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：2 

 

出題科目 コミュニケーション英語Ⅰ 

出題の 

ポイント 

立場を明確にして、英語で自分の意見を理由とともに述べることができるかを測定する。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

―  〇 
 

 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

―   〇 
          

 
主 と し て
問 う 技 能
（ 英 語 の
み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

―    〇 
 

サ ン プ ル

問題 

あなたは１年に２つ以上のクラブ活動に参加するべきだという意見に対して賛成ですか，反

対ですか。理由とともに 15 語程度の英語で答えなさい 

解答例 ・I agree with this idea because I can make a lot of friends. （13 words） 

・I disagree with this idea because I won’t have enough time for either of them. （15 

words） 

自分の意見を立案し、意見と理由の整合性も考えて書くことがポイント。 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 

2 内容 

(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどに

ついて，簡潔に書く。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら読んだり書い

たりすること。 

 
  



サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：3 

 

出題科目 コミュニケーション英語Ⅰ 

出題の 

ポイント 

対話文を聞いて状況を理解し、対話の流れを予想できるかを測定する。 

主 と し て

問う能力 

 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

(1) 〇  
(2) 〇  

 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

(1) 〇   
(2) 〇   

          
主 と し て
問 う 技 能
（ 英 語 の
み） 
 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

(1) 〇    
(2) 〇    

 

サ ン プ ル

問題 

(1) 対話を聞き，最後の発言に対する相手の応答として最も適当なものを，下の 1 ～ 4 の

うちから一つ選べ。なお，対話は二回読まれる。 

1  You should take the next one. 

2  I don’t know where the airport is. 

3  This bus is no longer in service. 

4  Get off the bus at the second stop. 

 

(2) 英文を聞き，答えとして最も適当なものを，下の 1 ～ 4 のうちから一つ選べ。なお，英

文は二回読まれる。 

How much is it for students to have their hair cut ?  

1  $12.    2  $23.  3  $25.   4  $35. 

 

【放送文】 

(1) Woman: Is this the right bus for the city center ? 

Man: I’m afraid not. It goes to the airport. 

Woman: Do you know which bus I need to get on ? 

(2) This is our price list. It’s $35 for cutting any length, long or short. For hair coloring, 

it’s $40. Straightening or perming costs $45.Get two or more of these together, for 

example, a haircut and coloring, and you receive 10% off the total price. For students, 

there is a $12 discount for all items. 

 



解答例 (1)  1    (2)   2 

話者に対する応答や、モノローグで示された条件などを聞きとれたかがポイント。 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 

2 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解したり，概要や要点

をとらえたりする。 
  



サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：4 

 

出題科目 コミュニケーション英語Ⅰ 

出題の 

ポイント 

身近なテーマで，第三者について扱った図や表に関して，聞き手にその内容が伝わるように

「発表」することができるかを測定する。 

主 と し て

問う能力 

 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

―  〇 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

―   〇 
          

主 と し て
問 う 技 能
（ 英 語 の
み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

―   〇  
 

サ ン プ ル

問題 

（下記の問題は，「話すこと」（発表）に関する問題サンプルです。実際には，受検する生徒

の学力レベルや実施時期に考慮した内容・難易度での出題を予定しています。） 

 

以下の円グラフは，「学校にどのような交通手段で来ているか」をある学校で調査した結果を

示している。あなたはこの円グラフについて，説明することになった。まずは 30 秒間で内容

を確認しなさい。その後，何が示されているかを英語で説明しなさい。 

 

解答例 解答例：At this school, students come to school more by bus than train. 

解説：グラフの特徴を読み取り，英語で正確に表現する力を測る問題。「電車通学よりもバス

通学の方が多い」の他にも，「ほとんどがバスか電車で通学している」など，解答パターンは

様々であるが，内容が矛盾しないよう，「誰が」「何を」「どうやって」「どうする」といった

要素を明確してから発表するとよい。 

 



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたり

する。また，聞き手に伝わるように音読する。 
ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどにつ

いて，話し合ったり意見の交換をしたりする。 
(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，声の大きさなど

に注意しながら聞いたり話したりすること。 
 

 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：1 

 

出題科目 コミュニケーション英語Ⅰ 

出題の 

ポイント 

ある程度の長さの会話文を読み、状況や会話の流れが理解できているかを測定する。 

主 と し て

問う能力 

 

 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

(1) 〇  
(2) 〇  

 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

(1) 〇   
(2) 〇   

          
主 と し て
問 う 技 能
（ 英 語 の
み） 
 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

(1)  〇   
(2)  〇   

 

サ ン プ ル

問題 

次の会話文の空所 （ １ ） ， （ ２ ） に入れるのに最も適当な文を，それぞれ下の 

1 ～ 4 のうちから一つずつ選べ。 

Grandmother : Thank you so much for coming to help in my garden today. 

Emily :  You’re welcome, Grandma. These flowers are so cute. Where did you get them ? 

Grandmother : From a flower shop near my house. They’re in season now. 

Emily : I like them very much. （  １  ） 

Grandmother :  You don’t have to do that. Just take some from here and plant them in 

your garden. 

Emily : That sounds good. 

Grandmother :  Once you plant them, be careful that you don’t water them too much. 

Emily :（  ２  ） 

Grandmother : Only when the ground is dry. 

Emily : I will take care to check for that. Thank you ! 

(1)   1  I want to buy some for my garden. 

    2  I’ve never seen them there. 

   3  Do I have to plant them ? 

   4  Should I come here tomorrow ? 

(2)  1  How long can I keep them ? 

   2  How often is best to water them ? 

   3  Where do I need to plant them ? 

   4  When can you come to check them ? 



解答例 (1) 1 
(2) 2 
会話の前後の文脈から、最適な発言を選択するのがポイント。 
 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたり

する。また，聞き手に伝わるように音読する。 

 
  



サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：2 

 

出題科目 コミュニケーション英語Ⅰ 

出題の 

ポイント 

与えられた図表などの情報を正しく読み取り、英語で説明できるかを測定する。 

主 と し て

問う能力 

 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

―  〇 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

―   〇 
          

主 と し て
問 う 技 能
（ 英 語 の
み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

―    〇 
 

サ ン プ ル

問題 

次のイラストは，フルヤ駅から博物館まで行く方法と所要時間を示しています。次の空所に

15 語程度の英語を補い，フルヤ駅から博物館まで行く方法と所要時間を説明しなさい。ただ

し，複数の文になってもよい。 

 

 

 

 

 

 

If you want to go to the museum, (                                            ) 

解答例 ・If you want to go to the museum, （go to Takami Station by train and walk to the 

museum. It’ll take 25 minutes.）（15 words） 

・If you want to go to the museum,（take a train to Takami Station and then walk to the 

museum. It’ll take 25 minutes.）（16 words） 

図とそこに書いてある情報を読み取り、適切な説明ができるかがポイント。 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどに

ついて，簡潔に書く。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら読んだり書い

たりすること。 

 

  

Furuya Station Takami Station 

You’re here. 
Train 

The museum 

Walk 

25 min 



サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：3 

 

出題科目 コミュニケーション英語Ⅰ 

出題の 

ポイント 

放送文を聞いて、場面や状況を想像できるかを測定する。 

主 と し て

問う能力 

 

 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

(1) 〇  
(2) 〇  

 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

(1) 〇   
(2) 〇   

          
主 と し て
問 う 技 能
（ 英 語 の
み） 
 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

(1) 〇    
(2) 〇    

 

サ ン プ ル

問題 

それぞれの問いについて英文を聞き，答えとして最も適当なものを，下の①～ ④ のうちか

ら一つずつ選べ。なお，英文は一回ずつ読まれる。 

 

⑴ Where is the post office ? 

 
⑵ Which picture shows the park on the day the speaker visited it ? 

 



【放送文】 

(1) The post office is easy to find. From here, walk north up the street. Pass the music 

store on your left and then turn right. Walk down that street and you’ll see the post office 

on your left, just past the supermarket. 

(2) The park I went to is famous for cherry trees and a beautiful lake. I was unlucky and 

didn’t see any flowers there. There were two benches under the cherry trees, but I didn’t 

sit on either. I enjoyed eating lunch on the ground by the lake. 

解答例 (1)  ④    (2)   ③ 

モノローグから必要なキーワードを聞きとり、情景を頭の中で描くことができるかがポイン

ト。 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解したり，概要や要点

をとらえたりする。 

  



サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：4 

 

出題科目 コミュニケーション英語Ⅰ 

出題の 

ポイント 

身近なテーマで，第三者について扱った図や表に関して，聞き手にその内容が伝わるように

「発表」することができるかを測定する。 

主 と し て

問う能力 

 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

―  〇 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

―   〇 
          

主 と し て
問 う 技 能
（ 英 語 の
み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

―   〇  
 

サ ン プ ル

問題 

（下記の問題は，「話すこと」（発表）に関する問題サンプルです。実際には，受検する生徒

の学力レベルや実施時期に考慮した内容・難易度での出題を予定しています。） 

 

以下の円グラフは，「学校にどのような交通手段で来ているか」をある学校で調査した結果を

示している。あなたはこの円グラフについて，説明することになった。まずは 30 秒間で内容

を確認しなさい。その後，何が示されているかを英語で説明しなさい。 

 

解答例 解答例：At this school, students come to school more by bus than train. 

解説：グラフの特徴を読み取り，英語で正確に表現する力を測る問題。「電車通学よりもバス

通学の方が多い」の他にも，「ほとんどがバスか電車で通学している」など，解答パターンは

様々であるが，内容が矛盾しないよう，「誰が」「何を」「どうやって」「どうする」といった

要素を明確してから発表するとよい。 

 



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたり

する。また，聞き手に伝わるように音読する。 
ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどにつ

いて，話し合ったり意見の交換をしたりする。 
(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，声の大きさなど

に注意しながら聞いたり話したりすること。 
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